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ダイナミックな生産設備 e 徹底した品質管理 
のもどに、< 技術の日立〉にふさわしい製品を 
世じ送0だ'すため、たげみない努力を続けて 
います。 
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新会長に齋藤英四郎氏編 B 題)迎う 

る a 


n 本協を は、4 月 7 R 午彼、來 
京视谷の援記ぶクラブで、新会 
接に、齋熙英牌郞新日本觀戟社お 
を迎えわと補玻した。帯6け会お 
にをたる。 

記與强表は、新たに日本協会親 
牌となった出忖正術前会長と荒 W 
淸芙迦旱民にょって巧われた。 

〇 ぐ 〇 
スピ t ディな槪を決定であった 
が年が来、 4 期ホにわたって造 
長をつとをられた田が巧が「斯晴 
巧の到来を视するため」今春の巧 
期端了お機に勇遇したいとされた 
のが2乃规巧め全国巧讀肖金口 
それから；'わずか1ホ巧余で、し 
かも•大物耸長"を遇えをのであ 


齋離会段とのパィブおは、が违 
よ副查長(を日本実违会長、太同 
持祐销相諫彼)。 

お藤巧城外に候補者をぁげず、 
新り詰 一K 巧の揣を括っての説得 
とおえられる。 

3巧 b 甸、林融会長、谎川理事 
長が齋離氏を詰わて巧雜を供、ぁ 
とは代義 aQ 承誰(ぶ語)を稱る 
など U 本瞄会巧部巧手つづきを摇 
て-一気に就斤へこぎつけを。 


このたび日木ハ y ドボール喊 
会会提の大觀をお引きをけ致し 
ました。お自身を振り返ってを 
ますと、最近では程康離措を兼 


田が酣金長は、かねでから円ぶ 
ハンドポ t ル巧の臀おの大計のた 
め、亦.ポーッに風稱めある大企業 
の彼舅を尝畏に迎えたい、といわ- 
れ ており、 棘副尝民は、 こ 泣意を 
宪かに愛けての.横巧探しでをり、 
交渉であったよぅだ。 

世界丽指のお業.といわれ、"日 
本の顔，ともいわれる新0：本製鼓 
の絵帥をを長に迎えて、口おハン 
ドボ]ルが、口本(ンドボ t ル補 
造にかけられる巧ホの視嫌は、い 


こと も あ-つで到を稱，想とした方で 
中学、高校時巧には バスケットボ 
] ルに執 中しておりました。こ」 つ 
いった わげで、 今一! 会長のお話が 
あ々- ました時ち、かってのことな 
ど、待に 球致.の楽し さな ど 城しく 
想い巧し、 今後 スポ t ツを 通じて 
祉 をに巧らかの お挺に立てれば を 


っそな聞く髓しいものになろぅ。 

球界ちけで、努力と間貼が期待 
される。 

〇商藤巧四郎舍長昭歴明治が年 
u 月化れ•がホ、山、今春1 
月新□魏社接に就を。 .1 ,血抓をこ 
す長身で、学を時巧は細の U 砂を 
泣醋おをかい、数多くめスポ E ッ 
を手がけをれた、といぅ。 

J-— .— LJf■ 3.11 1,»<< JL»TI.JlLif■—rllFLifll.sJ-1—. ^lr\JLJLIITIJLJL3[Jsf> 

荒川理事長 Joe 
常任委員に 

日体協理事にも返りおく 
日本協な-荒川清葉理爭長は4 


齋藤英四郎 

の ごとで をり. ます かこの 問、 ハン 
ドボ— ル 愛が者は年々常実に增加 
するとともに、 ミ ユン 八ン 、モン 
トリ ホールと I 一 度のホリン ピック 
を粧験し、女，子は停望 0 入赏を棄 
すをど、號お レベル も国惯水準に 
おづいてまいりました。 ハンドボ 
1ルがこのように立派な発展を運 


ぶ U 日の JOC 〔口本ホリンピッ 
ク委員会)総をで、昔巧姜曰に巧 
運ホされた。 

JOC 常化姜县はのをで、この 
ろち競'掠利体透かはぶ川なも6若 

怔迎は 4 をで一九 AO 年 C 昭閒】 
のをスタ？ホリン'ピブタもそのが 
間中にあたる。 

荒 W 補事皆は3月 W 日の日本体 
朽禍告評議員会で邱爭(巧期2年〕 
にも連注されている。滞川巧はが 
，が年度にいちど理享をつとめて 
お'りおり咲き。を殺；お右で、この 
うちの目ちが競技团悼(が〕漂呜 


が 得ため.も、全国を拙の C ソ ドボ 
^ル.マ ンの热意と幽悼を柿のお力 
⑩赐に他なりません。 

このような先をの努 丸め 後を受 
け糖ぎ、 ヘン ドボ！ル Q より】眉 
の昔化に好めるとともに、にい婚 
野の上に立って庶な レベルを ョー 
ロタパ 各国と比肩し得るところま 
でなめることが私どもの那題であ 
ろうと思います。 

そして柯よりも、 ハン ドボ！ル 
を通にで、-人でも多くの人が ス 
ポ1ッの楽しみを知り、社会主活 
が明もくなるようお既に立つなら 
ば、これに腿る昔び诚ありませ 
ん〇 

皆描ぶ Q 、むからの ご隔 力をお誦 
いし、 就巧のご檢搂と敦します。 



わて休日にゴルフを楽しむのボ搞 
々で、をの他の スボ！ ッは"ン 'ド 
ボ]ルも會めて、新聞•テレビを 
通じで接する稍度で、すっかり嫌 
遮くなってしまいました。それで 
も、かつてはひと通りスボーツは 
巧でもこなし、しかもホが太きい 


马えてお那き泉け.致しをよぅなな 
第です。 

八 y ドボールがわが国に紹介さ 
れためは、大正十一年とのことで 
すから、もうお十微年にも祀ぶわ 
けで、日本ハ>^ドボ[ル禪なも今 
年で了鹰創立四十巧年を迎えると 


会長就任にあたりて 







- 日本 M ンドボ ー J し描を新樓精- 


強化姜頁尝 


パな巧阳コー子） 


热技虽貝与 


渉み妾長を 


が賴蕾貝吿 


'攝集を見舎 


滞拐を貝吿 


おホ註を巧发 


(抽化をち会化な U 卵お） 

-抹街萬な会-抵当理ち-尊巧旁貝を 

-巧巧至ちを-——拍当理书 ■ 醉前まちを 
—巧を悼增尝だを一拉当巧を-が間でちを 


\ 


I —国をホ外一担当理を* 

I 一 ■ ■面巧车お一巧迫巧あ. 


寺が安貝普 
国巧半な一に虽逗車‘巧問を目会 

I 

ずな巧 

-虹 r ; 妄召を一抵当坪を’巧問票ちを 
--'が局ザおを.巧左をな尝 


、を計まおを'り圧当理を） 
-化当巧を一を問丢巧を 


-巧当巧巧- 


-中ちを目 
-ま热吏ち 


-[巧想理ぎを] ----■ 


•にが至目を t 専お香貝を） 


- —— 荒 川 清美理事長 目 選、強化委員長は渡辺慶氏 —— 

日本補会は. 3月如日午前10時から東京拱谷の岸記念体育を紀で昭和 S も53年度薪理事による初ををを地 
当，郁事長に荒川清巽氏（則す，日が太教授）を日透。"長堀破稲"となった荒パ t 理爭長は，ただをに新 
執巧部を搬成を巧うとともに，.執巧部機構の改正を発燕，尊巧委員全中ムめ粗織拉先を大童くなち出し I 
全理妻を皂■セクシ3ンにお肩した。復おする強化委昌会の雲員脖には城巧蔑寿ち（ 4 しす，自擠障乂助教揖， 
前技谢部長）ポ推音れた。 

- 組織としての活動へ新機軸巧ち出す - 
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理ま長站巧と同時に、これだけ 
は「きりと、将来展望を明きら.か 
にしを例は過去にない。 

を理事を各を員をに配県 


理をの描稍は、荒川趣専長にょ 
つて、バ t 卜別に配属され、聋话 
を、苗パ—卜巧の揣強によって..规 
表のよクにまとまつた。 

施川商をおの発表したパ3卜加 


会議は別名の新理事が化席して 
成ぶ〔定数がを歧巧，現が数別を 
ぅち帮逍同提川中1、か員っ"}。 

まず、林速央会栽け巧から2巧 
如日の全国け議封会における削会 
長の靖巧(棘、保坂、顆永を氏の 
锅巧)、体撒、 JOCC 因ぶオリン 
ビッタ娶目み货派遣滅員、監事を 
ど乂爭に関した報皆があったあと 
田が正槪会長の巧期战了にともを 
ぅ寅退--お上本誌姐号现珊 j 新会 
県人惡めみ問報皆-などが.行われた 

副理事長制は見送り 

つづいてを目の理事長選山に入 
ったが、雜川沾美おが、が夏のモ 
ントリホ I ル' •ホリンピック陋恶 
媛から、「新時化を迎えるべき時 
が来でいる」「註が摇点檢のおお.」 
といった逗陣むニュ了ンスをこめ 
た発吕をいくつかしでいわことも 
あり、いつになく活発な盘見がと 
•ひかった。 

特おの*玻植"が長期にわたる 
ことへの才幕-や、後進•若手の人 
お発掘をどが設かれる嚴栖もあっ 
たが、しだいに大教は廉川氏销巧 
を琪むム t ドとな V 、骄人の推せ 
んも具体的にはなく、拖川おを满 
塌一致でホ選した。 

一部の逊爭から、日本お B 现亭 
を肅わる荒 W 氏の兵お.軽據を含め 
て副凰事長澗の揉巧が摧裝された 
が、その必黑をしとするを気が幾 
く見迭られた。 


「部」かを「垂昌会」にを称 

み選を受けた摧 H 巧は、诚めで 
の年の歷をを剔んだ日本ハンドボ 
I ル巧が大きなお搬になたされで 
いることを强謂、稚来の時撒をた 
だ踏裝するだけではなく、新しい 
K デップを賴み化す決愚を述べ、 
これまで城上にホ央一^地ホ間の 
骗れをよくするため、髓果の執た 
部磯稱ホなおしむ曲意を明らかに 
して、暴認を_党け.た。 

荒川理専長によるが機構は別馬 
(下図〕のとおりで、一、戰化委 
の復巧 1 、「部」のを称を一切 
確め「雲昌を」に統一する。一、 

八主辄宰杳各セ'タション(娶揖会} 
につかせる P . 【、常務堀ををの嚴 
備。一、「邮周年記<1爭業辜」設 
置、の5点を太きな恃もとしてい 
る U 

このうを、これまで世務理早主 
ホで巧句てきた咎部(を妻曰を〕の 
通営を、をお爭が妊散抽当して巧 
さ、というのは、ふ中屯の協を運 
営を粗綠主ホに朝めようとするも 
ので，丽進，であるり 

「各部(妻)の植限を强化し、雲 
tl をの決をを口本陶登の決をとす 
るが制を稱立したい」といい切る 
荒 W 邸事長の発言の里には、五選 
I W ザの自倍がうかがわれると同 
荷に 1 柯乘の谦蹈把つながる基腿 
理めを、この巧期中、一黄に行な 
おうとする焉献が盛じとれる。 




























































































昭和日 2 ，53年度日本協会理事担竊表（欠員3を) 


理事長 荒 jii 淸葉（会長摧） 

么か 

抓 

按 

委 

员 

会 

当お常務理事 
巧巧純巧（.を長推） 

-找術委具会◎大西武™ (査県推） 
担当理事 森 恭一（東」じ 

巧み 础 (自銜隊連） 

-お呀委貴会哲安藤巧光（:会長描） 
担当理事 常田孔郞（九 卵.） 

南化 瓦诚ホ述） 

-昔が巧谭妻負◎腊 お夫 t なお捕） 

会す目当輔事 伊お巧夫（東 海） 

遠醒構巧 C 教職旨連） 

祕 
務 
! 要 

I 

化当巧務邱事 
大野を一（会長推） 

. を晒委員会曾出旧哲雄 C 会長摧） 
担当理爭 石切山を洁（お前:這） 

入江陽一（関 東） 

越智 武（叫 鬧） 

高招健ま（教職員連） 

’会計蚕呂会替ホ鳩 浩（を長推） 

担当理事 

•40 扁年記を轉瞎旧新太が（商体遥） 
事業梓讶 j 票 袖井文治 < 中 国） 1 

昌会擅当理 中お重ま（学 述） i 

宰 高旧日邑美（造長排 ） ； 

こ]入ミエ暢一 
□な梧搏夫 
□お鳴 造 

□山田を雄 
(規技辜系から 2 菊加入） 

ホタト 
委貝会 

抵当常務理挙 
巧井黄=(会長推） 

- 留酷渉-が ◎摄ホを S (会長疆〕 
お当卸事 親&宇吉（巧 患） 

•国巧事務◎□高田日呂美 
姑当迎辛 巧中秀夫（带 連） 

財務 
委員含 

担当常務理辜 
島巧黃を（尝長推） 

-化当理事 柳お民弥（北信越） 

□やお重ま 

橘巣 
委質会 

担当常務埋を 
〜空 お〜 

•担当理事 古庄 昼雄（自術践連) 

理 

事 

ち 

底 

留 

機 

阳 

蹲を 

化 

を 

員 

◎弦辺度寿（会長推） 

-抵当理爭 幸田ホを（.お 繼) 

C 巧地宇吉 

たを 

が 

委 

長 

^乂迭中〜 

曰 

本 

がり 

1 ^ 

員 


德永陸お（副を長） 

山田 稳饼連） 

□大野を一 
□巧藤純化 
□息田清を 


，©巧は妻国長 I □印[は兼巧をおす。 


，「が厨年記念孕業秘规垂員を」ほの年:!月31日まで。（嶋巧，觸井 
理事はをのあと企晒委員会担当现审になる予を） 


人 串は 奴のとおみ。 

な競な黃员会をお藤、蟲藤、薦 
因、 伊藤、勝、縣、ホ 西、 清水 
昔を 

な紹務委员会系入に、石顿山 
光摇、大巧、 越智、商 摘、な 旧 
山巧哲 

ク巧ホ委貞違—、 田 中 
クお藉妻貝会中沢、 鳥巧 巧柳报 
な掃窠冀 負を ホ庄、お 山 U 詞退 
届おお 

む理事長 直 強化委貝を辛 田 


渡な、损化 

〇同-広報要員会〜理爭お一巧〜 
周年記念事業お加委員会禍 
田骄、楠が 

(こ Q ほか入江、光鳩、中邪、 
高田、商橋、山面おの6理事が 
兼を、爲お姜なを系か.らも2理 
事が加わるずを) 

日本 U1 グへ極み副会長ら 

常務潤睾は、これまでのシステ 
ムを一或し、理爭長補佐•タル；プ 


として.のヵラ{を靖め、「昭東を 
を者を中、むに日-'ををしたい」 
とする荒川理を赵の意向を容れ、 
安疆棉光 C 親な娶貝每系)、太野金 
一〔協務委岛を系)、愤井を S (渉 
外寒員を)、島巧尚出(化賴要員 
を)、游’辺慶寿(锁化要員会)の日 
をを決めた。今擅、2〜3皂の補 
おがず想される。なお、宵穏理事 
会はこれまでの月刺制を席め、不 
定期閱懼となるが、荒 W 理事長は 
「持週帮恶もある」というでいる 


また、姐周年記な宰筆特別委昌 
を委養長と巧ホ強化姜巧最は、隨 
時、常務理事会に出席できるとさ 
れ化。 

谎お委昌会系の確立にょって r 
3部を同を暴」は辟消、今後はテ 
!マ別にな術重—企晒委、渉ホ妻 
判要といっと新形式のを蝴会 
議を裔極的に威くこととなった。 

1ぶ増の日本り t ダ旅遣要旨は 
頼を副な長、安藤、山の稔の3皮 
ボ销を、新たに大野、.诏お(清〕雨氏 


r ハンドボール」 


のホ日月号(第瞄号)目な 


齋聰英四耶巧 新を 長に-，3 

を同顶窜を . ..…尚 

新しいスタ！ 卜を 前に…，‘… •脚 

加盛团ホ骄人爭 ... 间 

雄 2同 R 本 y ] ダ . . . 帥 

「ハンドボ！ ル硏輕を」 •■，； .n 

第 1回 了ジ了 運于植 

口 本、初の 金 メグ ル ，；：：： M 

E 卜卜 =こ こ =こ三 こ 二こ 了 

巧野席督に剧 く ……… …‘： M 

ぉ界遵を摧粗み なせ . 帥 

湧お 盤 品 欧州 潘征 …… . …：，•刚 

世界 学を リポ！卜 (下) . .咖 

レ ー ベル ゲ来 A :…；；-，：… t 测 
スコア ブタク 草お . 哪 

带判ま巧嫁舍……. ：……：则 

瓶外トピックス ……：… ；• …* g 

画巧トピックス . . . -刖 

を圈遇抜女宁大会 ：.…：…… 挪 

各地の記録 . ：： ，：；：..’：：帅 

福集彼記…，； . . . . 齡 


〔表紙写真)第1凹ァジ.了遇ず框 
表彰巧。クゥュ！卜をを巧働大 
居から龙ッブを受ける田はか致 
を日本睹骨 

(4 月4日お’夕なユ1卜 J 







































































昭が 52 年度日本協会巧事ず定 


A 菊 巧 回 if 轉 虫-子を 会人 交流 
•第9凶を日ぶ白衛隙通を楠 
么部 5. 回 巽逃を 提巧ホモ実業 団太を 
- 巧 2巧 n 本リーグ 前期 （强ホ） 

A 萊: u 回 （達:モ第 GliiO U 轉單をが流 
-第 28凹全 a 本おお 遗を棉 
- 棠 20 豆を S 本 教職員運手權 
•術 16 同 1 HF レア 正リー 請晋鱼 
•第日 固を 聞み 学生 大尝 
* 第4 凹 全圃商尋强手権 
色 躍。 回 (女子 盤' 1巧）円替高校 交流 
■第 4 网 I HF 卜 し.一-少一 （コーチ） シンポジウム 
•赏リ凹（か子第9凹） 全 U 本巧を選抜お 西が 抗 
•第 2凹本り^ グ 後期（男 か） 

• 巧 お回国 ホハン ドボー ル黯お 
•第9同世 巧 お 子 選手権 A ダループ了 ‘ジ了 地域予運 
-第 2 D 四 （女了-第13 回）を吐本学生 選す 極 
- 第2 日凹全 a 本體を 遇モ楠 

公染 1 回を 日 本実業囲ホ ^ ルスター靠稱 拙お（亞 お) 
•靖9 网 世界弱す虽手権 A ダループ 
-目 本ハンドボール 磕 .当創立40商年記念巧爭 
•.雄 9妇 を 睡実蛋闹男モ トーナ^ント 
■第 13 巧全日本 実裝迎遇ず楠 
■ tn 回を国高校逮被大遺 
A 巧は 加稲团 体が 拙を業 


4リ28 日〜曰月 5B C 箱封を地） 
5 月 玉 9鬥〜5巧 恥日 〔東 商：廚 敝 
6 月 icm 〜日月 1叫 C 崎 阜 ホ） 

6 月 11日〜 7 お 17口（を 地で毋女 各徘斌合） 
ぉ； 116 日〜 (; 巧25肖（幹 財 名-地） 
8巧 2 n 心8月了 日 Oij 口 巧） 

8月 1日 1] 〜 8 月 13円 （長野県下） 

S 月 13 H 〜 8月 孤口 （コバンハーゲン） 
8 が了日〜 8月 1日日 （あ城 県 麻を姐打 
8月下お （杖 田 県下） 

3 巧中〜ド巧=予定 （廓 国堪 ■地） 
y ぶ 4肖〜 11 H 二予定 （:ポ ー ランド） 
9 ぶげ 日 馈 都） 

10月9 nL 1 月27日（各地で湿 女各湘試を） 
な) 月 2 U -40 月7 口（青森恥野 巧地町） 
1订巧31日までに 货了〜 詳細未' 鋒ぶ 
1け 7日〜11巧1巧 （お 配） 

12月7 口-- 口 月 11同 東京体肯航） 
的 年 i 月了， 8 口 （桌お-某 ホ挂） 
百: 坪1 月那 日〜 2月5 H (デソマ^ク 各地） 
の 年 2 巧 '1 日 または日日（牽 珪〇 

巧 年 2お9 口〜に日 （み 戸 市) 

目： 1 年3 巧20お、 24 n ' (あ 古 屋) 

53年 3巧如日〜邸 tl (省 古 昆） 


々まごころのがつきおいがが’妃たちのを"/トーで"す 


•本庙を沢巧下堤な•店舗ち jll •宮山，福が-東京-大腮 I 名古屋•宗都 100 か巧 





あなたの銀行 


化固银行 


にがつ勝1巧雜1ぶ雜卜 y 才の勸 
きは注目していい。 

皮お、先の巧読爲会で吉田正次 
がをとともに範事におされた入江 


暢一氏は、引きつづき麗张還街の 
理事をつとめることが決ま「たた 
め、なめて協卓 (1 お)を運化しを 
おすとした。 


が谣巧きれた。 

新進•大西 氏、 ベテラン 島旧を 

新執巧部人まで光爱をがつめは 
技術の大巧巧と、社焉の妈山(清〕 
おである。 

次西巧は細す、か.つての全日本 
遲手(粥6回世を幾手牺巧表)で 
柴猜教大卒筆を抽、母校のコ ー チ 
監替(現〕としてす脑を排った。 

これまで普成指舉部冀島をで、 
か々と新稍想を実現ませており、 
口本 f の八ム認コ I チ制度とマブ 
ホンダした校^導大系をどめ よ 
ぅに拖遁きせるか、おきに.あふれ 
をを阿力、実行力に迦蜡は太きい 
対脚的なのはぺテランの封出 C 
清」ただ。 

戰前の慶大贵金掘を飾ったぶ F 
W 、 荒川理專長とは昭巧^1年舟3 
独が抗试來の伸といぅ。 

珪友•西椒郞巧. (前 副会長〕を失 

った荒 W おの惑望で軌巧部入り、 

R 本揣会の大命题，お極間題に取 

り粗ゎ梯か、リぶりーダの運宮に 

もたずさわる。 

普判、日期連続で安藤な 

ますます多槐化する祕新茶のま 

とめ滅に靖井 I 火野岛来太ぺ了が 
あたる Q ち巧目きれる。 

境ホ巧は爵際涉外郎のキャリア 
がおく、実遗で日韩交流を手がけ 
でいた横地皮とともにいつをうの 
充実が企られよう。 


太野巧は、-代諸呂则ををお的に 
採り入れた現， U 本險会盛构が寧 
案者。 

恼会遅當の命脈を拉るという絕 
招委 C 1 ををどう切り烟すか、4巧 
巧に予おされる各哥關委員会む縮 
成が一つのポイントとなろう。 

威技巧3部は、大西巧を；巧のほ 
かは、お利—お聴、营狀指哥，勝 
とり ー ダ I はを固い人事。 

お'藤氏は、紋技姜巧おという棄 
巽ポストめほか、これでみ期述疏 
してレブ エリ I •ソサイエティを 
おるわけで、岸八王にその活動を軌 
造へ柴せょう。 

歷窠ので手蒂成と 国 巧遮 ぁ も r 

JH A レブ エリー コ—ス」の開設 
などで、着々と手がれたれており 
把当逊爭もベテラン揃い。 

齡をは、 巧 午蜡の*主曜の歷い 
ぷの成巧を一つのバネに、譯顆山 
插の普及が動をどう报聞していく 

かが、二期 目の テ]マだ。 

この日の会議でも、み；江狸爭の 

「^^:^と證跟の財銜」を涨く翌わ 

節富がきっかけとなって、中学問 

壊、 クラ プ賤强などのほか「小学 

校教材へめ絹丸」(避 西 理事)、そ 

れにともなう 巧 具問麗にまで議論 

が改ふでいる。 

ホリンビックを着と、モントリ 
ホ I ルでの現で9拉、おモ5化が 
I 応斟评咖を-得でいる f ホ、こめ 
機を迦しで禪此の掠がはおれない 
とするム]ドが強いだけに，頂点 















強化雲員会機橫 


y 本体協 
C おお向 J .，. 要) 
[ 


暂菌 2 旦 J 


骑化要具会 
——娶呂畏—— 

男子強化；み子强化 
部 ち；部 是 

担当理孕 C 3 を） 
雲貝（來平お） 


——热務雲呂を (事 お闽 欄) 
- デ r 夕委呂会 

—— デイみル‘コミテ ^ 

〔トレ t ニン ダ •ドクタ t 一 
チ 


習コ 

-お.^^子-ホ子ナシ . 3ナル 

で女 
か 

群 

チ 

督 _ ーー 男子「ヤンダ會本」 
I& I コ1 _ 

子モー I 男子ナシ . 3 ナル 
男勇 


ダルを ホ中に し' た ソ連 巧ホナシ 3 
ナル チ] ムとの 逗阪試をを 計両、 
昨秋が降が しょぅを つづけていた 
が、4月 1日、 ソ述顿会から「巧 
念ながら.招巧を受け入れられない 
」 旨の軍 毅が西き、斬をせざる を 
得な くをった。 ‘ 

〇 な 冷 
y 連稱持は、 すでに 巧 年おく 日 
本瞄 なが 宿願と している 計晒で、 
奇凹こそ 靠雨包里と 伝えられてい 
わだけに ショ. ジタは大きい。 

日ソ变 流は 煤を により、 両菌体 
協を 通じてみ 競技一巧して交渉し 
なければならず、ハンドボ— ルは 
つねに、 を 幻 撰 階で、プ辿 側かを 
はおられでいた。 

しかし、 今年は 初めて、 2 乃口 
3 がで「ハンドボ！ル交流は両揖 
揣 会の 交渉に 要せる」というソ連 
ホ 協め凹巧があり、大含な 前進と 


みられた。 

すでに、ぶ 川理ま提 が昨化の I 
打 F 〔固顆 ハンドボ ー ル連盟〕撼 
会時に、ソ連 協を 巧表 者と 舎って 
来 S 有里の慈郎を暢ていたし、こ 
れ まで、 各種の 岗階 火をなどでソ 
述倒係 者から、日本 于 1 ム昭が 者 
はつわに 「是非、： n ぶへ呼んで被 
しい」といわれており、ゾ連体協 
の"回答" は 「南とは、興体的な 
青つ めを —— J といぅニュ T ン K 
に受けとれためである。 

日本祕をでは、4 年即、ミュ：' 
ヘンオリンピック 煩腊 のユーゴス 
ラビ T (男で) を招いて、巧外に 
大きな 話麗 をまいており、金メダ 
ル チ （ム招へいを一つの 青 おにし 
主クとしていただけに捕い。 

来扫で鲁虹理 ホは明きを かにさ 
れていない。 


強化担当 幸田、横地の両理事 


4年ぶりに復裤したのが強化壺 
員を。 

H- 本摇を潑梧に、頂点强化專彼 
のセクションが設けられるのは昭 
和が年の巧！が年3巧の「遇ず強 
化が策人 - 部」 ( 本部長；•荒川清葉 
を )" お年4月〜が年3巧の「ミ 
ユンヘンすリンピックが策委員を 
」 C 妻貫長 - がぉなを')にクいで 
のもめ'。この二つはいずれもミユ 
ンヘンホリンピック(一九七 II) 
に備え獨モだけの洁動だった。 

端年4月から，女子強化を加え 
た新体制の「強化要昌舎」がスタ 
1 」- する 八ズ であつたが、どうし' 
たわけか、うやむぞのうちに消を 
てし まい、 をれ な盤頂点靖化の ザ 
杜ま*は、技淋 部が 受けもってい 
を。 

荒 W 巧單畏は、昨貫め そン トリ 
ホ] ル •寸リンビッタで、各祠の 
強化祖繊をお拙、奇巧部門の，独 
立，を窓感して、 昨 被 U 丹口、 W 
U の 金固耸議(理卓会、代議旨会) 
でその盧がをおきら如にし、绿認 
をうけた。 

日本お協が、組瓣をあばてすリ 
ンピダクを目指してめ遵キ強化を 

萬を構極的、怠が扔に遇める.方針 
をなちおしていたことも手おつた 

が、荒川现爭おとしては、4年前 

にいちど流顆させているだけに、 

をズクワ•オリンビック (一 お八 


Q ) を H 極に 今固は是非とも軌逛 
へのせたいとの意気ごみボあった 
すでにが 軟试师、強化要の内容 
について は、 旧投術趣に楊討が帮 
だ ねられて おり、男で ャ X ダ垒口 
本をナシ 3十 ルチ ーム髓 がの傘下 
におくなど、斯わな雅姐を加えて 
別表のょぅに まとまった。 

無 W 理事長は 「ホお文的に 常 課 
しておく」 と詔關 しでいるな 

男女强化の専問妻は棚 

.注目の 強化 要員 民は、 荒 川逊爭 
兵から雖 '辺度贵 巧が推せんされ、 
轟議なく認みられた。漉 巧ぶはが 
ホ 7 月から前期まで巧術部接をヴ 
とみ-，モントリホ t ル 姑 策を巧り' 
まわして きた 0 

つづいて、荒 川 巧は、がめてか 
子 強化 單 業を包舍ずること や、 メ 
ディ方ル、 情课面な ど辜昌屋一人 
が 重要な職務を かぶりすぎるた遗. 
辅が 数と して2名の担马迎串を 配 
當する了霜を おめ、带 m ホ之、愤 
地宇ちの 両氏を指を した。 

この日の会議 時点で、 鴻迸 おは 
骑疆 上め理由に ょって、 を 畏碟せ 

ん埋事帮遊妇盧志をおえ、お晒し 

ていたが、3 月巧日、竜 巧をぅけ 
いれた。 

髓化租当とをった 一一 一を は3 肖郎 

日 来帯でが 会合を 開き-曰本； 

感找力 向上 委の路線换討と、それ 


にともなラシ K テム、スタッフの 
確立 を早请に巧ぅ こ ととし、と 
あえず、 4月 W 日東京に球が 巧 か 
ら数をの誌者を集め、今後の強化 
ホ卦についで蘆 見 去間くことにな 
った U 寺誌7頁婪照 
背び，独立採算，となっお 端集 
委百をは 要冒 長に予おきれた杉 山 
巧氏がを 辰 推せん现おを 碑おした 
ため、人潭が雜巧しでいる。 

ま人化、前向きに検討へ 
このほか、 當蟲冒 頸の-睹授にな 
った林遥去会長け巧が「新をちを 
迎えるのを機に、かねてから 研菊 
を遮めていを法人化へ、棵械的に 
取〇祖みを い」と述 Y 、 を目され 
た。 

日本 ホ陆 に加强している お祇技 
卸 ホのぅら、すでに 抓固 ホが が 面 
または乱 問を 人としで. 登録され て 
いるが、口ぶ協会は、法人化しを 
瑞姆め/リットボあ-まりない、 基 
金のす駐 などで、 巧强的にこめ間 
齒をとち，えていた。 

を 国を 歲のお 上、を 人化が 丽お 
きに発言されたのは、今回が，街 め- 
て だけに、 今搔のをりゆきが 化 日 
される。 午 撥2時がな 親を。 

日ソ2流お流れ 

日ソ-父.流がまとしてもお流れに 

なでた- 日本 輔をは、今{の 

最大行 尊と して、日月に 挂 地で モ 

ントリす I ルホ y ンピックで 金メ 





































斉藤新会長 


新告畏■高顯英四郎 お。 田村が 
会展自から、 バトン クッ于はお界 
肪の大物に、 といわれていたが、 
をのうえに*起"のつく かたを 迎 
えた。 

ぁる己本觸を0日2^ 「このょう 
な 人を を 長に巧 えられる はど：13本 
極を も成長した のだ」と 手ばなし 
の 基びょう。 

内外のな智私大きく、强蒂の重 
った强日、ホ瞄巧では パンドボ！ 
ル ホと，お U 殺 0姑び つ 害が、 ひと 
し吾り詰潭にされ た。 

择燕英叫耶尝長自身は多趣味、 

崇お轟落なかたで、加あい肩靑き 
のなかに、 これまで スポ t ッ閱保 
のものが 一つ もない のが不思議な 
ほど。 

巧ぶ をけ 更 ホる国際的 ス-ヶ I ル 
の大が業の ' 社提 という ポストが、 
をれを迎えた日本 C ン ドボ]ルが 
にも、そのままはわ 返っ てくるわ 
けで日本揣会としての責巧は いっ 
そう重くな り， 組纔としでの 拡充 
に、これまで减 上の 努力が 娘 頭で 
去る。昇藤舍長は、 をく 4 时 林副尝 
長、祀川理事長との面該で、 法人 
化を急ぐことを一 お 啜された、とお 
えられる。 

どジネス マンはぶる目が廊 しい 
し、 なつモ もをい。 

n ぶ栖 会が， これまでめ ように 


個人の情熱をたよりに、お企業的 
を掘帯と、巧動を操り返している 
と、せ「かくの新会長の意.视をフ 
オローできずに换ろぅ。 

新日鉄秘害課の話では、岸雖会 
昆の起日は、多忙を極め、ハンド 
ボ[ル與め行專に頓を化ずことは 
年2 i 3同程度といぅ。 

それだけに、会長とのバイプ役 
をつとめることになる副会長、述 
お長、槛務、鹿な}!妾お長などの. 
動身も晕耍になってくる。 


新磯構の運用 


fi 選され.た荒 W 逊爭耗が、新遇 
華会の帷^にも出した新磯粮(本 
誌2貫壑照〕は、日本協告をなめ 

てスタ—トラィンにつかせるとい 
ぅ願邸的なものだ。 

碟 W 埋爭岳は「これまでの5期 
W 年間は、ホーバーにいえ！ Tf 日本 
協会话巧叱の基礎づくり、第1期 
H 車だった。 

ホリンピックを甚といぅ幸運も 
手怡「で、その目標はかなり達成. 
できたと思う。 

これからは、そめが2期だ。第 
期ェ車-の主台に立って、新たな 


スタートを切りわい」という。 

実は、荒川を肖身は、のがを其 
同よう、郎掘で補爭長の座を追く 
考えで.あった、といわれる。 

「第1期(拉>5年」の辛苦を 
知り、が2期の発嚴をまかせられ 
る若ず」が見当らなかったことを 
あるが A 并體典四郞おの。巧意。 
を裤でいをが副会長が、すべでお 
しくなることへの不安から、荒川 
氏留だを離く望んだようだ。 

若ホ待望請もたしかにあるが、 
骗川を目身まだ則す、*第2视ェ 
串，を軌道へ乗せるエホルギ[は 
充かとみる。 


新揽桶の辟をは、なんと いって 
も 巧现串(現が数 W お，). を、を尊 
問要質をに振りわげ、ぶ実ともに 
理事舎を執行部にしよぅとしてい 

ることだ 口 

これまでは、常務理亭会ボ軌行 
いっきいをぅけちち、全国理專を 
とは、時にパランスを失いかけた 
常務理事をが政师•ちな、を困 
进事会が野潭色め醒い 商酱 ともい 
える場面きえあった。 

こめマイナスを，【気にをくそ 
うとするのが、新.荒川構想でを 
り， 專閒委員会の自主 化、 独立 お 


をが巧に巧し巾し「粗織としで田 
前遇」を玻印に、楠ぶぁげて瞄を 
運當に取 U 組む禁勢が、强く裡き 
出ている。 

こめ- シ K テムが巧<融き岀せば 
掘を施策の一貫化が企れ、一人の 
拍当菊が不をだと、まったく、動 
きが止まってしまうといったこと 
もをくをるし、疫遇め育成にも新 
たな手が福み化せる。 

また、间【人がいくつものポス 
卜に飯を出し、すべて中禮半端と 
いう 解もか：くなるだるうゥ 

常稍迪事会も、煤時点で该理事 
疫ををめ常時出麻者は6をという 
小 橘成。これまでとは当然ホー?— 
ボ遥っでくる。 

少くとも*各部長の.ぶりをいと 
いった従乘巧内容はをくなろろ。 

おしい彼が起壹つつ苗る：0本括 
協や、強いては茵隙スポ r ッ潭の 
動きにどう封ぶするか、： n 本捣会 
、革酒の-て ー マで石る競な刀向上と 
普及について、つねに新しい策の 
巧意とい「たことが、をの*なま 
"になるハズだ。 

また、 米 知 Q 凹がに足を踏みこ 
まれた择酷新尝長のブ レ！ ン とし 
ての-湖待も、前お趙延爭会にはか 

ろ 

ところで、新撼構にまった<閱 
題はないだろうか a 

お川理辜長の，骄たを惹お"か 
らすれば、锁たわる課湿4り乗り-切 
れそうだが、ち往拙、貴任 i 峭 


は-歩まをがうとセタショナリズ 
ムに唐ちこむ。 

ぶテの指令と巧動は円消.になろ 
うが、ョコめ述けい——を妻舅を 
潤のコミュニケ！ションをよおど 
巧く L .. ないと胜並みがバラ C ラに 
なる恐れがある。 

M が樞，，連巧歷 f をどうが 
ホえさすかは今回の機構の運用で 
もをも離しい点だろう。 

を雲曰会がおをしているか、怖 
をこれからするのか、巧に1回揺 
度「委員長会譲」などを招集して 
ホバ3するめも上いだろう。 

また、各委巧会に言記を置くこ 
とを壺務ゴけでいるが、この歲事 
録を废めて、これまでのを務巧を 
な謡事碌に代え、月顆化すること 
もぶ贾なめではあるまいか。 

田村—荒 W 梓澗めこの数年間、 
お回ホしをわされながらなられな 
かったことがをる。 

「各部長は、鼠お週2回、お热 
扁へ闡をぉすか、昔請を. いれる」 
ということだ。 

四をル方に散って、それぞれを 
動していくような任組みの新体制 
だけに、この申しをせは前よりも 
靖く認識ずるべ昏であろさ。 

目蜡が大きいだけに、逊爭々々 
一人のムがまえはもちろんだが、 
す固い遥用のホ段をまずおつけ.お 
し.てなしい。 


II 新しいスタ[卜を前に面 -- - 

を目される委員会の自を性強調 













新：の大きなポィントになっ 
ているのは、強化雲内尝の搜おだ 

ミュンヘン•ホリンビック ( 1 
化セニ).を一つのきっかけとして 
口本協会の頂点強化対策は'、大き 
な商まりをみせ、をれまでの世界 
運ホ権が場などとは、まる.尝り異 

た姿契を示したひ 

ホ y ンピックム I ドが、日本ハ 
シドボールがを、かなり大人〔お 
とな。にしたわけで、それが、モ 
ントリオ！ルにおける男 f 日括'、 
ホ子5泣.(み背 U という成：おにつ 
ながったのだともいをる。 

しかし、すべでのが制が巧全で 
あったか •というと、 これは$ 
にいって、かなり"ない橋"を酿 

っでいるな 

がに、強化幷策スタッフと扫本 

補をのラィぉほ、あまりにも，盤 
化が滅しずぎた。 

それは、頂点強化という塾大テ 
1マを巧けているにも尚らず、强 
化 K タッブの拖駐を、扫本協查髓 
溝巧で、単に尊門要具会の一つに 
しか数えていなかうたことに原爾 
している。 

このため、强化計陋も、端会巧 
巧撤强事項も、会議のテープルで 
は、同ーレ*咬ルのもかにすぎなか 
ったり 

せっかくの.強化が画を、おかを 
左に簡単にボツにしでしまうこと 
も少なくをかった、を間く。 

強：^当をが巧お理事であった 


がかりに、 コ [ホ陣と轨 巧 部の扳 
ばさるにあったケ！スも多かった 
と 間く。 

外国の' 場な、 ち-ょっ とオ ー バ ー 
にいえ ぼ、 本部湿を 〔事 疆扁〕 は、 
頂点 強化の化 故にをを するときえ 

いっでもょい。 

ホシ3 六 ルチームの行勤のため- 
の 資金針刚、おお 一切がまたる 業 
務なのだ。 

当體、こぅしたシステムを 日本 
にも、 という声がミ ユンれ ン な' 牌 
あ南ったの担が、曰ぶ欄会はかえ 
って、が 年 4 月の人を改凄期で、 
巧 点 強化事 栗を 技術 部 (風•找衙 


委)に晒収してしまぅた。 

当 辟、 田 村な 長、 荒 川 现爭提は 
これを 「国 巧破術大系一本化め.わ 
め」と請明、支持をぅけでいる。 

だが、いくらスタッフを 増 中し 
たところで、拉输部がナショナル 
チ ー ふの顶倒をみていては、どこ 
かにムリがをじる。 

巧ぶ強化事冀にあわれて、 nj 
于制度やトレ]ナー刚度吸整脯が 
遅れ、テキストブツタなどの補充 
げ業も手がつけられない。 

一方、 日本：や JOC (日本 
オリンピック委呂を)も、昨年の 


ィンスブル'ツタ■ホリンビブタ ( 

冬車一城 来、 組織として9頂点哉 
化に賴をあげ、 各 照な困ホに、 旱 
化擺閣の驶理を望む動きを示した 
巧とホの-、こり 一 r つの施れを受 
けて、，‘荒 W 理爭展は、昨星、 モン 
トリホ！ ル•オリンピック整を、 
を々と「強化委員会」化衙活を、 
新^へ.の玻太の申しぶりを項に 
すること-を、带释爾おを.で蜗当ら- 
かにした。 

幸田男子、横 地 女子部長に 
こうして尘まれた強化妻巧舎だ 
ず哲は、晴れて (？ 一 理事長 障萬 


撒閒となり."独立，.が火きくなち 
かされている。(本誌-り買皆.照‘} 
当お、要員巧は理丰長が兼性、 
强化要員会.のか認——即お疆とす 
る靖鹿でちったが、部を烏の離赫 
が多晒にわたりすぎるといぅ荒川 
氏自かをのか利断*もあって、邮 
技術部おの波迎醒惠巧.が、巧の.大 
任をつとめることになった。 

クン クッションが置かれた印象 
もないではないが、帯川琉爭提は 
「强化要員をの自主化を強めるた 
め、防戒攫吸にまわったと考えて 
くれれぼいい」と本誇の質牌に誓 


えており、 巧 沿な 運 だを期おでき 
るり 

むしろ 問題は スタップめ編成で 
ぁ-る。 

酷巧垂员おも「，粗間*を完了 
することが、最初の成果」として 
億力的に動き、まず，锁化报当逊 
專 とな「わ带旧お之皮に男子強化 
部焉 を、祝地毕ち 巧に女ず強化部 
おの 姑 巧を化賴、そのをと、 4 月 
；：：；罔に 「逆！ 巧 强化姜 員 会」と强 
な 「て、隙原 梢 氏(学述を5化經 
团ホと日本 yl グから-各 1 名の巧 
表者を觉め、玻のょぅな活動 方卦 
をねりおげている。 

- .、 ナシ 3 ずルプレィヤ—め選定 
を年度.毎に眼をせず、随時入返で 
きるよぅにする。 

一、 男ず强化コーチ、み于靖おつ 
!チをを I 若置き、これまでの 「 
鑑督」 悅 とする。(火ををどでは 
‘監督の名郝を 巧い る〕 

一 1 男ホ' とも 強化 コ] チの私とに 
コ！ チ醉を置き、 トレ^ ^ ニンダ.ド 
クタ！ 畔も 併なさせる。 

一、 強化 雲員な内事 括驰滯としで 
閣隐祖当、人上 画担当、 チーム巧当 
李播化当の4セ タシ ョンを駐く。 

これらにそつて、さらにこまか 
い人 遇の 語めが、 5 月 K 日にずを 
される 「第 リー凹強化辜頁を」まで 
に行われるが、 を目の 強化コ 3 チ 
0うち、ぶ子は、 ホ 萬巧がモント 
リホ I ル直後から韩意をもらしで 
おり、新しい人材のを巧が確を 的 


だり 

また、全日本学連から、おお学 
化遇手福への巧讓乎—ムの雖 化を 
東 敗 諸 瞬の-ように 「學化 ホショナ 
ル」としで、口本協を雖化孕 業に 
組みこむ掛基.がたわれでいる。 

日本端会と 一 攤を圃し、我々捕 
我々といク顿巧 Q 強かった 加盟が 
おが、口からの爭藥，を、日本喘を 
誰すにおさめてもよ；いという勤き 
をみ せた ことはを日に师ずる。 

これが、強化要ぉるへのを，巧 協 
力、お晒凿解の墙去となるならば 
完を独なした斬しい強化要員を因 
前途には'、大きな成患が期诗でき 
るといを一よう々 

を目のを日本新編成 

ところで、谓女ナシ 3 ホルチー 
ムの編成はどうなるだろう。 

巧 子は、 5 ホ巧薇に世が遵ホ捏 
ホ遇(ネ註刘良毒照)を招えてい 
るが、ミュンヘン接の巧 8 同 おが 
雍手齡 ’ S 年3月 •崇ドィッ)時 
のように、邸い切ったお戦力 登ぶ 
で 臨む かどうかだ。この時は，、、、 
ュンヘン化を" U あのうち、3ちを 
残しただけという萊をと〇議論を 
よんでいる。 

ホ 子は、おが 選平植 がを年 S 月 
ず運は早くても来ザ：'^月とみ島れ 
"余祐 W が去る□モントリオ—ル巧 
表から残ったゾンバ！に、日本リ 
] ダな.どかを新銳を加えで， 夏 ご 
ろ新メンバ J 発表となりそうだ。 


I 新しいスタ—卜を前に© - 

か 完全独立"した強化委員会 













世界へはばたけ日本のハンドボール 
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/ \ンドボ "" ル马一化孝クト橫を制彦美擁 


副部長に中西敬-氏新任 


<王国 補が 述 C ン ドボー ル 部を刺 
委 〇 をは 2 巧巧日ず 後、带を拱 巧 
の岸記 溢体 巧を能で開かれ、 巧 期 
(2 年)满 了に. ともなぅ 殺質か莲 
などを 行った。 

その. 結果、部長には徳永陸繁皮' 
〔典 京) を日還した な 

3 をの 副 部長，は.これまで どおり' 
地区 割りで推せん され、 清水 正 
(東、 山飄) 、嶋 m 新太郞 (中、 富 
山；) 丽 巧は留巧 となった が、巧 地 
区から 運巧され でいた ル殺な郎巧 
が 辞唐を表が、新たに 中が 敬 一 お 
(西福岡} を 運んだ。 

との-ほか、 会計監査提が がみ 正 
典(巧泰 川、新)、ザ 田丰男 志な 
現レの両巧 となり、山歸金ホ' 氏 〔 
1〕 は退 巧された。 

巧串関係では、报 年度から.単她 
爭藥 となる：：： 韓交流(與モ第 U 凹 
女子證 4 回) を、 男女とも「儿视 
地 民 哥校運 お」を 旅遺しで行ぅこ 
とが巧 ■足したむ 

腊棄の蒂1凹を国 招な潘抜 大告 
はお 審 3 ぶが？ 那 R の. 3 日間、 お 
ホ屏巿で郎 く。 

0 …… 新賃 .，… む 

V 部長徳お陛聚可础 部長 淸お 
お、 晓田斯 太郞 、中西敬一 V が 巧 
委冒が 切ん搔沿 (北海道)、聴 山 
鬼 〔采お)、 三補妓(幽 東)、 金 原 至 
(お信越〕、ホ 鹿が友(お 船)、ホ 上 
.館人(お 敞 y ち木 揉 (中厨】、 n 野 


惜(化如)、が田祖、岡 i 叫駕與 、ホ 
か腺が、大摄文雄(.な上部長推せ 
ん〕。四巧遇おは未定。' 

V 盛盡位み祀お、平田幸巧。 

なお、円ぶ摘な巧蠢貝はみを是 
郞、同邮造姐争は淸水正、憾旧新 
ホ郞の各氏。 

「高校遇お大会」を承詔 

背か年遲動読技協讓会 
ぶ部省、日本惊陥、を舞商体連 


八上 国中 体連などで稍ぶをれ.ている 
背か，年遲動屏お中央违經協議会げ 
3 ぶが日お南でををし游年故の全 
国兢技をなどについで協議、日本 
ハンドボール協会から提出きれで 
いたっ‘第 L 凹全暨向校遇扳乂会 〔 
的年3.月跳！诚日■お古垃ホ)」 

の計晒を承謁した リ 

简校出を对象としたいわゆる運 
掠大をはこれで W 琉巧になる。 

日本協会と髙ホ連 C ンドボ—ル 
部では近く大合要項を発表する。 


会長、藤松博氏が代行 ill 


全： n 本学連は3巧；す後、東 
な渋をの岸が念が昔会抓で理ま会 
(並びに憾を搜質40を&さ、巧 
堀 C 1 年)渴了に上る没民な质の陪 
果、邱事長にみが垂お巧(関東、 
芝浦て大出)を車忙、要国長に粗 
下信おお(賴東、* 3- K 4 年)をお 
巧した。 

西敏即をの巧まで空席となった' 
会長は、ル妻貫をが引きつづき人 
遷を遁.めることとなり、当か、藤 
碑轉巧(ま觸、ぉ工大ぉ)が备長 
け巧をつづける、とした。 

口本撤会耶遣理事には中お重尤 
巧中をまの両巧を.決めた。 

こめ-ほか、の年巧から加盟をが 
1 校枉モ円(現巧 II; で円)に増が 
された。 


〇……新お長…：’0 

V 会属化巧福松博▽顧問山崎 
刚巧理事長中お重よマ絕裔担当 
理幸福地貫か(魄泉) v 害胡胆当 
埋を樞田信義(中四同〕 C > 技樹お 
当班有喘原估(関お)巧晋化担当 
理爭田中を夫(関お〕‘ V 理串浅 
ホ正火(北術道)、弃藤酣郞(東基 
若山懊〔化惜歲)、腮湯串ちご攻海) 
前山 f 口な(闡，聞/巿川孝夫(九州) 
補ロニが、ぶ W 蜗、大阳武三、岡 
巧陰、中担嘉範('な上.を長せん〕 

要員長に松下着 (中太) 

V 要員長松下信宏(階帝 • - E -' K ) 
y 副委貞提廣本萬(関西•乂限 
大)^>会計渡ぶ意±子(ぉ東 • 
n 本 ホ子体肯大 } 


役員を簿を発表 

を日本お職員連 
を日本數職呂連盟は、このほど 
「昭和 g 、 前年度な段を簿」を発 
表した。 

これまで遇事長をつとめていた 
片顧喜巧が巧(静岡)が副会おに另 
格、新部爭おには藤出 A 郞を(龍 
本*済々翼教員)が選化された。 

お稱村が靖玉県立戸お高校(戸 
田が新营一〇み.二)巧に擅かれる 
R 本協会が遥理爭は适 e # な、 
高福徑夫の曲を" 

〇‘ ；：新巧員：：： .0 
D > を長山お計マ副金長的攝益 
化^も潮窗巧化マ巧事長廳の「< 
郎マ副理事長高橋懂ホ i > 事賴厨 
長ぶ聴涯次 v 庶務•会計金子 
永沿 V 帯判部長挪ホぶ指 V 競お 
部長日野博1>研究部長太西武 
三 D > お術部おお川巧画 V 普及部 
房島巧房， Iv 理畢石切山拉治 
(北海邊 y 加賴欣哉(おぶ)、が廳 
巧夫(杂髓)、大西宦留〔中岡)、甲 
斐忠義 C 九州)、彼巧行患、加藤驰 
之.' 山下勝司、泉幸男、本間誠韋 
(姑^会長距せん)な関東、.北厦 
越、ぶ盤、四圉みブロッタからの 
梢せんはホを0監ず山出哲也、 
蔚田口呂美 

日韓男モ社八王 H 本葉述は自巧 
会人は延期中旬匯巧各地で日 
試ををずをしていた第7四日韓男. 
で社を人を流を、韓巧劇の单情で 
延期ずると発表しを。 
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' ；110^^0^は無公害時 


代のパイオニア•グ 





《世界のホシタ)を表えるホシダイスムとは 
フエ六フレイを±台じした"先驅者の續神。 
てす。先人の追祐でなく、おくまでも自ちの手で 
ぶりぶい製品をぶ早く世1こ出すこと！ 

究極的口まスおーツ精神と同じ"自好との圈化 


本田技研工業 ㈱ 鉛鹿製作所* 

S 重焊錦鹿巧平田町 1 弧 7 巧<日的 3 > 78 - 1212 磕目巧 
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ファイトを:更に、かをたてる信賴據。 



•，■む, 


■槪すバリわロスを>苗す&た4(5のお巧ホ(《のを巧投かを*【寿面を巧3ののが3^ 

• ag 巧 g せを得る二■スボシジ， P ツ シ曰ンのがリのない巧あ 1. 

♦11*1 巧じすく•れ ■ な3な巧巧いと巧株な H きふ化のた A じ-巧れのかないシューズとしてげ 
R をいたおいてお IJ まず, 


■サイゴ ''' U . 5 -- W ■力 5 — / v / i * — ’ ゴ — 4 卜 -f 
■巧 •ン ドバアー；: 
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第 2 回日本リ I グ 

6月； Z 日、 東京、 大阪で開幕 (前期戦) 


同 X 填お、□大蛹 X 大和、□看機 V 第 3 週 
X プ-ブザ]、(金が〕ィ[グルス X 巧染 4 週 
口新、 C 立石 X ビクター、(震端) V 谣 5 週 
|二景 XI 一 墨 レ、 本 司 x 大崎、日.ジ ホ 
ャス nx 目立 W |>蒂6 過 
n 巧は ホー 正式会場をと時 
間はな 号に 揮 載 ‘ 

〔街 邸曰拉〕0 蒂1 週' ■ W 月日日極 
館、被 田、 邮を U 
V 解 2 過•叫 月の日風岡、 •技 崎 
t > 同-化 月の 日 金沢、韶哉 

徳永陸繁委員長を再選 


W 月加日宇都宮 
U 月6 g 静拙 
U 月 u 日戸倉町、四 だ 


U 月巧曰裝、乂販 
V 同， U 月細口神戸、裤山 
巧 维 7 週 •U 另斟日 氷 海道 
可 同 • U 月站 H 康京 
E > 同 - u 肖邵曰 おお、谅都、愛知 
v 同 ■ U 月の 日 愛知、岐亭、大阪 


|_| 日ぶリ—グは d リ W 日、莊 
I; をで常巧委員会を弼き、常 2 

帖 H ぶリ]ダ〔前•彼期)のを 

R 程を探め、ぶ R 雜表 した'。 

赏リ。回リーグは、男ホ各 8. 

チ！ムに点って2回戳啊で行 

われを W 試合。初曲て前•拨 

期にかけるのが大きな枯色で 

をる。 

発表された日程に よると、前期 
は6月 U 日おら.7巧 U 日までの5 
過間、階朋は W 月9 3からむ 
巧巧円までの -7 過口間。 

捜揣をはじめを順をとち邮•盤 
邸の丽猜成腐で決められる。 

泰姑チ！ムは、男でが前年度乎 
ザンピオン■大尚綺棘葡(愛如)、 
措永躯品(に鳥)、本山技丽卽鹿 ( 
二 I 重)、火隨電気 C 操•玉)、 Ir - 商(お¬ 
な】、 大腺ィ J グル タ (大眩)、 口 
骄製幾共広島)、それに A お替え 
暇から瞄ちあが「た 1-1 莖トィヨン 
大巧 r に島。の8チ t ふ。 

女子は、2述脱を目指すなお苗 
微(能本〕、 A 本ビブぶ t (茨酷)、 
東な重槪(来お)、ブラザーエ業〔 
愛知 y 曰な栃木(惦木〕、ジャス 
コ(二_看〕.、火脑笔お〔埼_片)、入れ 
替ぇ戦の勝者： K 丽錢巧(大阪) 

の吕ょ - I ムである。 

前妈第1過？^月}は 


崇放(東京体巧班〕、 大阪 (大阪 巧 
至，梓育黯〕で蒂を あける が、與 
子で 大同 兰二畏(じ S I 東 お〕、本 
西 X ィ！ グ ルネ {お曰‘ 大阪)お 
すで ブラ ザ！： K ジャ Kn (U 口， 
大肢) 、立一わ XR な. (。日•大照) 
などの 肝 力— ドが 早くも 姐まれで 
いる。 

前年に傻腿 のかかった 男で •火 
同 X 操を、女子の 立 お X ビ タタ. 1 
はいずれ. も最敕 HI (？ ぉけ巧)に 
刻戰 ずる。 

搜 期は、 昔 满鬧阵をけ の. 3巧9 
R 、 頤 館、被阳、虹ム ロの力所で男 
みを' 3チー ムが操を 摇 する華やか 
な聞幕と なり、 そのあと2 週をお 
いて、 W 月の：！！から6.週 連. 戦. とな 
「で. いる。 

が 现の酣催は W 郁 ホ、植 .期の 關 
階は細祁ホ (.予定)。 

来年 Q 国掉を轉 える 長野県が前 
规は更谐市 (7 月 U 日)、後巧は戸 
貪叫 (；：| 月巧日 心に 棘 3ヵー ドを 
迎えるのは話趣。 

召…-‘- 前期日程….‘ 6 
1>第1湿 ■ 6月；^曰(京京〕ホ同>< 
二舉 V 大蜡 X 三思、(太販) '本 E 
雖 X 口載、 QR た X 大扣 、ロブ ラ 
ザ IX ジ ヤスコ。 

v 同 • 6眉に日(奉迈大间 X 二 一 貝 
□巫 機 X 大陆 、(火阪〕本凹 X イ [ 


ダルス、□ブラザ IX ぶ 和、 U 立 
石 X 日な。 

W 第 2 .遇 • G 巧站 Rc- 広島)日哥 X 
三 妻 レ、焉永 X ィ ー ダル K 、 U 軍 
構 X 口 立、 (熊本)本の xlli 罵、太 
间 X 大幅、 U 立お X 大お。 

V 同 ■ .6 巧 抓日 〔山：！)大同 X 日祇 
乂崎 X ィー ダルス、□ピクタ IX 
重機、(能本) 本田 xl _, 養レ、 U 立 
む X ジャ K n 、 (骗岡)洩を X Ilf 貴 
□ H 立 X 大幅。 

〇 第 3 週- 7 月 2 目 C 山梨)巧、が父 
大 崎、巳 y ザス n X 大和、 (節岡〕 
ィ！グル Kxlli 蒂レ'、□ビクター 
X 大馈 、「立ち X プラザ] 

可同 • 7月3 R (水滞追)璋氷 X 1’ I 
葬レ、 □ビ クタ ー 乂ブラザー、 ( 
浦和)太同 X ィーダル. K 、 大崎 X 
日新、□ジザスコ X 大崎。 

V 第 4 過 ■了 月 9 日(大 垣}ホ 崎 X 
--1 葉レ、「宣碳 X 太和、 □ピク ぶ 

IX ジヤスコ。 

可 同 • 7 月 W 曰 ( 四 U 更強永 父 本 
m ， □ビクク tx 大和、 □電踐 X 
ジザスコ、(宇揣宮 } 一二を X 口 新、 
n 立 お X 大禍 、ご ブラ ザ JX 日ぶ 
|>兜5週 ■ ?巧553〔お都>湧、あ>< 
口新、□ブラザ8^ホ祕，、口立巧 
X 電難 、(葦 橘) I 二员 X イ] グル K 
ホ同 X 本 田、 □ピクタ IX 日立 
V 同 • 7 月 U 日りなお口(補耶)火 


枕け义クッフ がち 强 ( i 年.}摘 
了を迎えた 日本リ— ダは、3 爲巧 
日.寅 京れ々木の U 本背が. 年 摇合セ 
X タ ー で甚営要員をを關き、搜口貝 
巧運を巧った。 

運替垂貝おには滴蜡 T 致で揣お 
陸お 氏 〔口 補推}を巧通、剧妻舅 
段は山田靖(日協推】、安駆協光 ( 
日祕摧.。兩巧の再遇、太野金 一 お 
(円 瑞椎..一の渐巧とな「た。 

ム阳巧はお掩化び丫部ぶ普、貴 
藤氏は審利•記録及び表彰、ホ 野 
民は腺猶 を闽 及びに報を 狙 当中る 

なお. •日本り— グ甚哲委員はず 
期お 降加閱 チ— ム各 1 名、 W 本 協 
含からの邪 造 5名の合わせで驻を 
で構成されることにをつを。 

〇…； 新お員….'; 〇 
|> 壺員展德み禮お V 削要員 長 
山田稔 、あ雜掏ぶ、大野を 一 0 常 
だ妻封 柔を照 踊 {； 口立 お木}，村 
おをお(東な篮機〕、 井上 東巧(乂 


補電贡ホモ y 陋 朱(日本ビ 
ブタ I )、柴田裁擇(ブラザ I エ 
票)、殿水 幸 化〔ホお顏行)、駐田 
清ホ (日 揃椎)。 

t 專問要員 t 当- 0幡招企陋部 
C 蒂を、が谷、荒ホ 正 人 (た晴 竜 
気巧不〕 t > 広 § 0 巧がを埋 t 
潘を柴爲〕、劝哼睦推(左行志磯} 
をホ博こ--県)部大会要 0 
柴 巧、 聴 田 明(本 田 技研鹿鹿) V 
^ 部 0- 酷水、島 田 V 表彰垂、 
(升 卜、 西村亮帯某 同恃插 測)、 
島 崎疎蜡(大阪ィ]ダルス y 平の 
正 一〔.ジ * K コ〕 w 記歸 ■害判 部 
G 原. •川 岡成德 (日 断觀麵興}、木 
下却巫<|二葬レィヨン 大 け】。0巧 
は贵巧者 

♦お IJ とわり 本誌 础 をで公慕し 
た 巧 本リ—ダシンボル マ] クは菩 
煮に 情 雷を期しているため、 本能 
/切日に間にぶいません。 次号 発 
表と なりますのでご了承下きい。 


一 11一 


















Victor 


いいをで 
いい音で 


C - 百61みアレテナ.エま巧ミけ 

轟黯 13 已， 000 円 


別売り：スビーカーパッフル 

CF て-がのI、500円 
則売0 ;テレビスクント•（ガラス戶せき） 

CFT-56I 





雷おから〕ルファーを守る大崎の FY ケージ 


FV 3 - 


■ ■ 

II 


防雷シエ;レタ^— 

工業巧を撞出願中 
特巧3件 

ま巧巧辈4件 ' 

意匠已か 
摘梧1か 


ス巧ゴルブ惧ホ巧 


いま、巧全なゴルフ巧かりが、 

社をが)なニーズを呼んでいます。 

ちしフレー中に雷 I こ基ったら、せっ巧くのナイス 
シヨッお、帝がけで逃け规ブればなりませ扣。 
そんな時、安全な待避ル屋が髓えてをれが、あな 
たの:]んフ攝は完璧です。 

落雷は、時、場所、人を靈ひ’ませ如。を全な待则喔 
一大崎 ® F Y ケージを麵に設置して中に入れば、 
雷災な5完全に保護されます。 


祗大崎電煮工業採ま會社 

太か击が拥品川区ま五な旧二下目二番セ号 
U (の） 4 の一 7171 (大代表） 〒m 



































r ハンドボール研究」に 
発表の場 

全日本教職員連が新企画 


☆日本ハンドボール 協会 競技規則 (ルールプック） 

1部500円（造料100円，部数によって変わり-ます） 

なジュニァ用ハンドボールガイドブック 

1部100円馈料孤削）残部少数 

な日本ハンドボール搞会機関誌レ、ンドボー J レ」〜年間 U 回発行〜 
年間購読料3300円（送料とも） 

お申しこみはいずれも東京都渋谷怪神南 1-1- 1 • 日本ハンドボール協会 

_(干150•了吐 03-4 が-7097) 


全 U 木敢職貝連骑は'、毎年、を 
口 本載職貞選于框解に 闡邮 しでい 
た「师究発表会」をず^3^^から 「 
ハン ドボ] ル 研修な」とな称、を 
の赛な者(発表者〕を全国的に呼び 
か'がて募ることになり、このはど 
その頭巧をなのょうに発责した。' 

を：：！ 本栽雕買 還よ植で技を 競い 
プ レ！を楽しむ 一 ぶ、教樹呂で良 
苗る 遇于 たもが、日留のハンドボ 
I ルにがする学が、师究の成嚴を 
発乘しょうという业 画は，地 親な 
界では皂 まり 誌みられていず、 こ 
れまで.も妾くのを 目を ぶ-ひていた 
が、今巧を.機に、いっそうの克実 
が. 期 巧され、多くの葬泰省が春加 
することが壁まれでいみ。 

を日本教職員連盟研を部の話 
ハンドボ ー ルの発おを考える 時、 
髮離目の力に な 弓ところは非常に 
太きく、今後とも恋りない と 思う 


をれだげに、"戟驟資ンドボ 
!ル巧"の立ち場.は韋要であり、 
「(ンドボ] ルを さらによりよい 
ものとしていくこと」 が、我々め 
課頸で志ろぅ。 

「よりよ. い电のとす ること」 は 
社な的に耐俩ある'ものにすること 
でを り、 そこに祖めで、普双を論 
じるを端ができもがる。 

これをでの発表をのが省にもと 
ずいで、多く.のかたがわに賴棉的 
に鲁加し V 」いただきたいといぅ丽 
いと、「研究」 のイメ ージにとを 
われることなく、気楽にハンドボ 
1 ルを狀にわた「て强裝し、討論 
する强としたい。 


「〜ノドボ—;^ 
’研惜を」要項’ 


な 


巧斯菅一、 曰 丸 II _ .、県立戸田窩校 
巧■金でお 泊気巧、 を S 本 教職質 
連盟事務埼 U 「 V 申し こみ 方法、 ハ 
ザ キに屈百、 お雨、 をを、巧鳥を 
善いで 日月 末 口までに 中し こむ こ 


と〇键目未定の攝なも变けづける 
なお、今基の-第圳凹ホ日本教職 
因連ず梢(男み)は8月3日から 
川 R まで良野県追離市で巧われる 


実業面女子®ぉが裤国へ 


幻- 

rflrK 

一 > 発表胡：！！ 8巧9 3巧時加货か 
を。〇 掘所長野県巧爾巧ち 人 福 
祉屯ンタ]。▽発表時間 W み， 
邵が。貸料発最内容を助ける 
わめに咖部用意のこと1 1> 濟我實 
藉問わず。 v 発をのテ]マ ® 
「学校が巧と しての入ンドボ ー ル」 
ィ、学掉阵巧としての-八 ン ドボ— 
ルの ありかた。口、 小•中 •聞 掠 
大学の ハン K ポ ー かの 指導法。 ( 
技術、体力に閒する もの。 二、巧 
，みの相違。ホ、 站 おの測を。 へ 
古理が忆関する もの。© 「滞おス. 
ボ！ ツ としてめ ハン ドボー ル」感 
「ル] ル、葡 判に巽するち の」® 
r ハンドボ t ルの-皆を対策的な も 
の」。 〇中し こみ化、 静玉齡 戸凹 


<上日本実述は、4巧拙日かを一口 
巧6 U まで辟罔毎地でけわれる第 
6同 H 韩お半押舎人艾流にぉ墙ず 
る裴巢尚湿燕宁—ム〔あ聽谦博圆 
‘ をら殺な邁キ；2一を化.巧よぅ 
に発表した。 

口本の女子祉無入(室業尚〕 が 
销圏蔑征寸るのは3年ぶり、4-- 
5試合の予定である。 

過去日回の-通昇成績は U 本蝴の 
拟輸巧體！ザむ欺。 

一巧は 4 H 沾 y 化発、5ち了 日 
午を日時5 か太盼 音。 

つ •訪韓 全日 本あ.…： コ 

C : .，こモ実業固還抜 C 

一 > 閒提近糜金闻(を 日 連邱 

ま). - V 黯督も巧禪雄(ブラザ] 

て樂監臂。 w 塌ホ - gk 丸 山 加 

巧子(立巧な權、跳^}、山本栖化 

(ブラ.ボ—工業、蝴^】 • FP 
宣か子(口本ビクター、順畑)、 
杳藤ゆき fc 同、欄^)、聞山お棄 
子(帝な電撒、挪お口淨子 t . 
同、柳. g )、 縣木阵子〔ジャス コ 、閒 
0〕、林節子(同、蝴 S 、 山井マ 
チ子(日 か 桐 木、 城帥〕、靖山筋で 
〔同、撇加)、大場蒋子〔大蛇電気— 


を日本服帥〕、席を洋于 C 大帷電気 
视側)池湖港江(立お竜機、挪抑) 
中山しけみ C ブラザー;丄運'"做^〕 
淸水をよで(束北ムネカタ、邮帥 y 
宦本啓子(大祁毁行、砸即) 


JHA レフ H uln 
[K に邮を 

日本隔耸碧判委が新しいお刚と 
して調いた「寄1虹(蜗和の重) 

J ■ n ■ A レブエリ1コ！ス」 ( 
前期〕は3為如、扣、端なの3日 
問東亩.日体大をまを墙に L で巧 
われた。 

当初は如人稍度のを請者があれ 
ばと みられてい.忙が、な格すれば 
貫鞭ぅィホンスさらに驳力しだい 
では国隐就判 R へのコースにもつ 
ながるとあってか郎名〇っち女子 
1あ；一がホ心こをま他者は急きょ 
会場をを更するほぶの大盛が。 

受帶者.沿みにはかつでの全口本 
還すや大学をの禁も闷立った。後 
巧は今夏 8月の ずを。 
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日本金メダル、決勝で韓閔を降す 

〜初のアジア選手権〜 

ま目の中国3位、クウ H — 卜4位 

日本は、 がの了ジア 選手橄を勝も抜尝、固擦的などッダエベントで1ホ上はじあて 谦 X ダ.ルに 辉やい 
わ —— 第1圓了ジ 了 舞子 ハン ドボ！ ル 運手摧は、3月那口から4月4円までタウ K 3 卜で 開かれ、日本 
韓揖、中国、ホ ウジ 了ラピア、 了 ラブ首長岡連邦 ( エミレート)、イラタ、バ]レーン、パレスチナ、ク 
ウェ —卜の 9み！： が參 加した。 

火な は、を 燕 タウて— 卜の了ルサディタス グー ル•スタジアム 〔垃外 nT 卜〕を まな 播に、ほとんど 
の 試 介が十イトゲ I ふで 巧 われ、 2組のず选リ T ダの あと、洛組上愤2园 にょる 缺滕ド t ナメントとな 

った。 

円 水(け 骄奉晒監督ら投县2,運手巧；)は、 A 姐に阻みこまれ、 地お クウてートなどを賊調に粋し、 
执脑卜 f ナメ ントでは、吏ず、国阪舞ん：！に辄空燕の中国に完勝、つづく快勝では で 想どおり韓国と靡を 
かわせ、 滿力 充実の 攻守で 前半に職なを化めた。 

了ジ了 ハ ンドボ^ルがの成長をおすまさに画期的を太会で、国瞧ハンドボ1ル界からも多く.の祐4が 
難ったが、日本はをントリホー ル •ネリンピック9泣の実ぶ をい かんをくを舞、 K ビ I ド盟かな戌撃と 
がれんされたホ雁をみ昔、みごとな梗勝でぁ^^た〇 

第2 四大舎は 一丸おお年(昭削)に予定され、瞄推地として イ ラタが名乗りを去げている。 

なお、 艮本遥乎团は4ぶ S 日卞を、陽やけした元気な表情で 巧 お無旱帰围した。 


予選リーグ A 組 


0 4 5 1 4 3 3 0 511 

J 川中 i — 重 


曰 


々藤 


前半で勝負みめる 

第丄觸 ■サウジ了ラビア.との試 

合は 3月ぶ ： Q (火会部2 日) 午後 

4時邮 かから了ルサデイク■スク 

I ルスタジ T ム (战下同じ}で巧 

われた。带 判り イブサン•中ヴ ド 

ホス セ イン， 了ル V ン■モハゾド 

(ともにイラグ) 

た 71^ 巧^—日 一3 サウジア 

ホ 31^ に— 8 Ji ラビア 


ぶ斉柳藤中お蜡巧お斉中補 


/\/r 

K 

G 


p 

F 


ホインイフブンンムスムイ 

リ，、 


1 ふ巧ゼけセレ 


ラ 


.力 


扫 


了 

ビ - サ ，ベ 

ロド ル 

了 居 t 

， r 

ジザ ■ 1 ド 

ドムがぅンラダムリ 

2ィご了み巧リブ- 

n エラ了フ X 了ハア TS . 了了ア 

得 〇 04221111100 


•ミラ ，ジ 

レ，すラ M 、ホ 

J レ • - / 

了^ ル；^, ■ • 

•1， ぶルト 


抓 

圓 ： r 

C 

T 

P 


1地征 の其雜 (幸〕 が おい ブ レーをぶ 
せ、 日 役点を 記歸 した。 

(.東 票伸•全日 本コ！チ) 

速攻みごとに決まる 
萬 2 戰 • T ぅブを長闺述巧との 
試合は如 B (太 会第5 巧} 午後5 
枯おみから巧 われた。 誓判 W ラヤ 

ブ* マイヨ I ブ (クウで t 卜)、モ 
ハムド‘ユスフ-ウデイン(イン 
ド) 

日 .本のてが 卽趴脯 

破 


得〇 03 3 5 5221211 
巧巧巧中ホ廳生輪原木串化ぶ 


ぃ壊舞聽中佐蒲化お括苛柳中 


P 

F 




幻…… 荒つ がいディ フ正 ンスと 害 
判判定の猛準の違いに楠まされな 
がを、 まずは予定通りの楽勝の 

柳川を トップに おしで 、 i ― '5 
ディ フユン K をひ尝、無作為なサ 
ゥジの ロンダシユ！ 卜をホ鞭に 防 
ぐと共に、遍攻に nn * を置いた。 

9かまでに柳 W 、 蔽中、補をが 
走り 日— 1とし、モの搔も普々と 
加点， 前半を巧！ 5として腊をを 
決めた。 

を 半 メンバ t チェン デの多用も 
あ「て、攻防共つ ンビネ！シヨン 
の 凡；、 スが 目ぶつたが、を日木が 


討 ドマンド = ''ドシド ル クン ニ 

連 ム f ィマ タ 

首ーゴ マ王ァ r ベ W だ- 

ブ ド-了 ム ■ド ェ^ム•卜 

ー ァム-/ シアム— ラ •ルシ 
、 A タ リフ、ベ KK 1ラ 

r ^ リィブイ ホ* 

r モ エマ ラトヵモエ T サ十 M 

得〇ひ333300000〇 I U 
0 ……デ！夕 I を擺る阪 り 藝加中 
最も組み為い巧手と思えた が、 丽 
毕どぅしで もリズムに乗り 图れず 
ミス. ンュ[卜が目立ち、もたつ く 
ゲ [ ム と‘なった 0 

しかし W —6 で迎えをを半は、 
悼 藤、 中井、巧 翰が 走り、後半 
かには； si - b とつ 壹 離した。守つ 
て も GK 异屬(粹)が 2 本のペナル 
テイを含む巧キ T ピングで s 本め 


一方的なゲ ー ムとしを。 

なお、ゲ ー ム中、與若した鹽衆 
Q 投石がちった。 (東嘉巧〕 

を肝めいた空間一二角バス 
黃 3戦•タゥ H 1卜との試をは 
4月 L y (大尝報ァ 日】 午複4 晴 
抑 舞から巧われた。害判 nv リド 
•フ了ギル(アラブ. 首厦国 邦 ).、 T 
ブダス•了ル* アリ (パ1レ—ン) 

日 本 譽け夕 -t 

fto 02573223015 
が 田巧 ホか廳 s ホ化本原 辛 


_本恶中廳に化佐谣柳中松斉 


T 

P 


区 

G 


P 

F 


J スングィリム=> ブルサビド 

バサ叫？打ァホナ^ 

ブィ•ンンダ■ジ了ィ*ル 
ク * レ A ? 
ェ了ウ ブラマン^： 了 ル^ 

•ド.*，•サ•ムド■デ、 

ブル I 直厶 


ク 


- . 
ル ふ 


ぃア了了了了ハ卡ヤモ卡了了 


7 


得〇 〇扫 li 4311 ioo 
a "-:: 成点こををかったが試を巧 
容において茜腮しわ□地元クエ ー 
卜の大質衆をして日本がみせた巧 
ブレィに溜息こをあれ、声援がと 
ぎれがちでをった。 

速攻.がよく出たし、藤中、が靡 
がそれぞれ辅徵を充かぉした。前 
半終了前に觅せたザブル K ホィプ 
レ ー {. 些閒一二泻バス。に喊巧から 
は敵、味方を越えて府-大喝采をを 
けわし、骄間甜者達がベンチの後 
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陽路の新星 


電子祝お社 が八ンド•ボール部 

代表お締巧佐藤敬治 

貴方の青春をぶつけてみませんか- 

新人部員歓迎•グ御連盛をお待ちしています。 

干720広島県福山巧旣上恥 1—2— 11 TEL {0849) 23 — 2 212 ( 规赏矛著謙 


をとび遇る擅で、これが即ちとど 
めであった。 

G 反柴 m も、3本のペナルティ 
をはじめ、轄所に壁ずを見せ、が 
舞までにとしでタユ t 卜吿全く香 
せつ.けなかった。 (東嘉 伸) 

パレスモナにも-方的 

與4戟-パレスチ少との試をほ 
2 円 午後5 時 孤なかをけ'われた。 
審剌 R イホン•ヤツド、(ッおン 

I 了ルマン(ともにイラク) 

。ホ 湘@^) ニレスチ 
of ，‘… 連日、 タエ E 卜、サウジ了 
ラビヤ、 T タブちお同述邦とはげ 
しい試合をして来たパレスチナは 


且 _^0 〇曰 8L 3323924 

が带巧藤原中井 H 木翰をぶ律 


誤 


み 


單 


巧ず柴がが藤中柳：巧補^ 


区 

G 


P 

F 


が 〇立强このほかの棉ぶ 


2 

T 

P 


ブマンニンシ了ニスラィ 
ナレ ik 
.， 7ララ，ヤ ブ 
于サ r 了>.りと 


ド— 


2 


ム 


りの窓盤冀 t 器 

.ccf bj^fsr^ccr^cc-cc 

御雲轉謬馨釀馨§ 

i.T'% J つう * つ - J 

ス鹿呂鋼绩绍鹿鄭領巧気續鷄 

な I 哉褲珠凍. II 萄部嫌 


-を 特轉 ち J 
ィ巧 出"^司 司ょ Tpd 馈 fP 司 号山； 
賊 m わ同 お 巧口』 朽居蕾 合は 

大本秋大大大本大大，； I 一大 太 大昔 試 お 

^が S 加 邸巧の 細細 即抓 如？^ 削の 站回輯 C 

心 J C C CCCCCCC.CCCCCC J マぶ こ 

し昭伸详 畢啡実 二三二 111稱 一す阴 巧は八ム， 
辭奉嘉 正 一 愚な要光健 辛 光晴すは诚 


優符 木 数ず 得 

球田お 猿 川中 井藤原精々藤木を内数の 

巧 束本柴巧柳藤.中佐が化を 育 中補 G 巧回 
敌觀曠③感通⑤⑥攻感③爾⑩の〇今 
醫テ 左の-は 

-K P を欄毅 

黯コ G F を ホぶ 

VVV V •: 


ブマメ t タネが_プダ 
レ •パラバビル’ ラ- 
^が -‘ルョル 

レパ了氏夕 E ナが了ユがシ了 
得〇〇 5 

I 二名のぶ力遷手がかボのため珍ら 
しく歸おがををれず、日本の I ぶ 
的な試をとなった。 

恆厮、雜化、が賴ボ打らまくり 
大量点と今大な最高点を記録した 
それでも懷ホ中頃ょり、コンピに 
ょる禪点を rm 嚷にコ 
ントロ I ルする余が 
を持たせたゲ！ふで 
ぁった。(車绩伸) 
(化〕稠人テープル 
のぅち、パレスチナ 
の昭点はホビリシ選 

于器は勇" 

まちこの試を 

円本ベンチのスコア 
ではが得点となって 
いたが、八ム式記録席 
は狀得点にマ—クき 
れ、この結おと.なつ 

ち 


VJ 

調 

誌 

本 

撒得 

骗算 


タクユ ー 
卜 

パレスチ 

ナ 

タク 正 1 
卜 * 

バレス チ、 
ナ 4 

クウ 玉 I 
卜 

パレスチ 
ホ 

サウジ 了 
ラビ 了 


サウジ了 
ラビ了 


〇 fG 14 で 
2江—?、1 

0/2;— 了 了 ラブ腎 
3\巧長国述抖 

0/ W ! を\1 T ラブ首 
31り 16 了長屆達巧 

-、丽ぶ i 一 1 すゥジ了 
1\巧お<こ1ラビア 

G マ—3で 

1 U 山、了 

5、巧1日一4 
ジー \ sl 9 て 

一 日—5\7 了ラブ昔 
扎转国連巧 

t A 組嗎色-姐 B 本4制古腊题タウ 

て—卜3腊1敗③パレ X チ十2蝶 
2破盛サなジ了ラビ腿え敗-® 
了ラブ首提国連邦4敗 


パレス于 

ホウジ了 
ラビ了 


予選りーダ B 組(站果) 


岳 


If 


园お t 邮 U :: 一巧 


力国} 

韓 

ホ目姐 { IN 請 ) S 
韓 


イラク 

バ t レ！ 
ン 


周里丽 U ) 广レ"^ レ！ 

幹 因如 {111)3 中同 
〇…… この大告で もっとも 注目を 
潰めたみ]ド。 

ともに就合が から、卫キサィト 
していを が、 转国は1 か、 金成煮 
が、 長身の中国 デイブュソ K を、 
鮮やかむ フブトワ E 夕で 巧き 放け 
しかも^から 语 怠の了 クロ バッ 
卜 ■ショットを決め. た。 


この 1 点は、中国を少からず郵 
穂させ、茜国には.、余裕がホ.じた 
これほど、先职点が、その後ぶ 
质賴をおホした则はないだろう。 

中岗も、独特のパスヴ ー タと速 
政.で、随斩にがプレ I をみせおが 
試なかけ則急で、轉国に一歩を呼 
ずった。 U もを除いでは#聞とも 
戰術が単謂。載則で5人になうて 
も7ル/ンバーと同じょうに旅め 
たりずった巧す.る。相手のプレ— 
に応変できる记ボをしいといえる 
(か野奉昭•を口本居辟。 

ィラク品 U ) 式1レ I 

中国郎(観 U 0。 ィミタ 
〔 S 粗順姐〕通韩留3戰全踐®中国 
2猎1敗風イラク L 聯2敗逆バー 
レ I ン3取 

薇中、木野の記録おく 
IJ -，：：全 A 本—藤巾据二适キ(大 
罔特地讀一は、 T ジア遗ず檀6試 
をにいずれも.釋点をマーク 、が 年 
U 月のイス_ブエル揽かち-の公 巧 国 
聽試か速梳稱点祀攝を柏試なに伸 
ましとり 

この記録は、本野冀選を^裸お 
架品)のもつががを連揣(か年の 
巧？が年9月〕を破るもの。 

大龍はアジア澤ず權^メン 
不毫加'ハ]に還ぽれでいたホ 
熊昌己還み. CFP .、 大崎違绍 } は 
勤滞上のつごうで朽表を辞退。遠 

をこの—つら t A つた口 
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中围から初の勝利 


決勝トーナメン 


予選 y ] ダのおお、決敞ト ー ホ 
メントの組み合せは、なのよぅに 
決まった。 

. IP — n 本 〔 A 祉1拉】 

I ——&問 〔 B 粗2泣) 

I - グウ H ! 卜 ( A 2。 

，一——鋒 国 〔 B 粗 i 泣) 

後半は中国の得点優る 
準み勝のぶ 1 戰、 U 本 X 中国の 
試を は 3 R 午搔 4時 W かからなわ 
れた'。審判 = 了プダラ' - 了ル•み 
サ] ル、サネフ ’ T ル-マジデ ( 
ともにクウふ ー ト) ( U す莫) 

扫 本 里中 H 

皆〇 〇 5 3 4' 白 4 〇 3 〇 J の 1 W 

口巧旧 中生井藤輪版木 ホ 川本 

す 々1^ 

U 木柴碟補中佐巧 秘を斉嘟 中 

狂 P IT 

G F IP 

Q … iu 年ぶりの対戦、しかも了 
ウト •ブランドとい 弓 ことで、い 
きさか玻張をかくし切れなかった 
が、かえ「てモ Q お張感がディブ 
エンス 西で 巧を 奏し、又•攻めては 
2分蒲をが特恵のシュ I 卜を左巧 
に 被め3か、中圍昆身のリ ー に 打 
ち逗さわたが、 4 か、 S かに怡々 
木、雜中ボ フユ イン ト からのみ ブ 
トインシュー■卜を 化め-て 3 1.1 と 


してリラックスした。さら-に 速な 
で巧輪が2 .巧-赃巧 させで 8かには 
日1と语 位に立った。 

〇‘.‘… 祐を、 中 ホ、 藤 中が 植駐を 
づ らしでから 四中崔離シュ r 卜で 
又を 離、 お々木、巧 輪が 速 玻とス 



方イプレ r で攪 乱し、叫か 忆は U 
—【〇、 のかに化感がペナルティ] 
を 乾実忙 みめて 前半巧 ！6 とず迎 
战上のホ某-をもって 巧り‘ おした。 

凑 半の立ち ぁがり电 ょく 日み 挪 
W のポ K トプレーが決まった とこ 
ろでの！ 9 とし 化が、 ここで一息 
つきす ぎ、 K 巧までに H •チェン 
T •ョゥ〔左掘) に述搞 5得点を許 
し如 IW とつめ 寄 もれを。 5. 本 も 
ここで 卸藤、 麗 中、中 ホが 願張り 
刘 おには 巧度别とがき 離し、 
を全差に入った。 

G 狂 本 出、 柴 E もょ.く爾 張り中 
本'もディブ，-ンス耍 巨 I で 軍貴を を 
ぅし、摇 力で新を中圏を一勒 した 
巧ぶ(ナシ3ナルチ）ム〕が、 中国 
ナシ。ドナルを 破った のはお。 が、 

か 年に 4 達 欺していた。 (京亮伸〕 
〇 中！： 才] ル•メンバ—(杳 或 〕 v 
GK イ疋•ジ-•ヤン、 ヤ S •リ 
ユウ 、 F P リ 1 - タイ.•ビン、 
"ウイ •チン、ギン•バイ •リ个 
ン、 7ン •ショウ チェン、 サン， 
ヤン ■バ X 、 ツ了 •チワン •ョ、 

ツマン-.ハイ•アン 1 y ヤホ ■コ 
J •チ 寸ン、ワン•ョン、ツ卡シ 
•ホン ■ギ コン、チャオ■シン’ 
ランり 

韓国が 準決勝の 崇2 峨 •错閔 
進出 X タウよ I 卜の 試をほ 
3 口午後 5 時から巧われ、 韓国が 
眼当職ちした。 

茜国 里祖 U 一、 化けゥ r 


立ち あがりから主導權 

巧の 了 ジア‘タィトルをかけた 
巧觸峨 、日本 X 锦資の試をは 4 日 
す 後日 時が かわら 巧 われた。棄判 
け ラジ ヤプ ，マイヨ フ、 "ディ， 
了 ル-マデイ (ともにタウ T 1 卜〕 


曰 


ホ里 gu て’韓 
得〇 02234424300 
が轉田井中聴を原輪木川爭本 

み 


化巧柴+靡を補おな性柳井中 
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P 

F 


国 

4 

2 


T 

P 


副ぶ年颗セち盡南均 悼 均轟な 
龍郎お單鍾正戒昼亨挂晚 ホ 根 
阵李全平举 商を 崔鄭蓝£巧 
#0 no 5022 5 0000 H 

〇 …… 金>ザルをかけて窗歉爵 固 
が巽がなファイトをぶせ た。 U 本 
の攻撃をアンプす T 1 な反則で 阻 
止17 せまでに 3 ふの 誓堂者を 出 
し、又、 この ゲ t ムだけで 3 人の 
退場者を 出した。 

曰木はひるむ ことなく 自己の ベ 
] K を堅招し、廳 中、 補をが上か 
ら 打ち込み、蜡源が ホイ ドな.擊と 
速攻にずを見せの みに 日11、孤 
かに815 とされを ものめ前 ホ 腺 
了 時には U [6 と点差を關 いわ。 

0 ……蜡 国は 金成 厳に 亢気なく、 
享も、曰 木の 堅い ディ7エンタの 
前に玻めあ.ぐみ、わずかに鄭と崔 
の勒 ような攻めが W 立った- 
壌ザも扫本ぺ 1 K でが みを々水 
四 速班が 成功したところで 2 I 邑 
と勝負を 決めた。な 後〔進 一 返 如 


みには 針— W 、 如かにの 1巧、拟 
か那 がを麗の述かでお IU と、 ブ 
てイナルを錦った。しかしこの試 
合 8 ぶのベホルティを得ながら半 
かの4本しか決められなかった こ 
とはきびしい命>ダルへの壺化と 
はいえ、今搜の 精神 トレ！ニンダ 
への皆薩といえよラ^ (東嘉巧) 
3位は 法牒戦忙先立って巧 
中国 われた3化をを殺 •中 
国 X クゥて t 卜は孔戰のお、 中国 
ボ1後半、動きの錬いクウ S I卜 
ディフユンス を' ゆき-ふって 大量 点 
をあげ、快勝した。 

ククェ [ 


中 ra 里扯—里 S 


/ A /> A / A A rrr / 

-人一人に金メダル 
□ i ; 決勝戦酷了接、ただをに表 
彰おが巧われた。 

化 発 前から 「大きな—試合で 
中央の ム只慶髓) にあがり、金 V 夕 
ルを かけでもらぅ 巧が 夢。 ず回は 
その 始 がの于 ャンス」 と 張り切つ 
でいた 遇手たちは、優撒を 苗げる 
ホィッスルと 同畔に、 コ I 卜* ^ で 
とびあがり、吾びをあらわした。 

スポットラィトを 赵 びた表'畢台 
で、 まず 怕野監 巧が サリム •サバ 

ハ ■ T ル •サ y ム ■了 ル•サバハ 

を 会 巧频 A 臣 から ホき な トロフ 
[を 爱け CU 燕親ち 真 y そめあと 
を環 手が、スクンドの口木人の大 
歓声をぅけて-人々々、’杞願の 金 
^ダルを 授与され た。 
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を藤氏、 技 桐姜員会に 

□ :‘…をまれた ばかりの A 巧 F ( 
アジア，：： ン ドボ—ル 述閣) と志 
「て 火舍 運む も、 顆 f 前になむ 
あ-わた だしく なげけされ るが 想で 
致重裝 セクションの 「技術(競技) 
委旨会」 が攝成された のは、 なん 
と開会式の2日邮。 

タウ エ ートの ラジャブ •マイヨ 
フ おが リ ー ダ. 1 となっで、日本の 
或牆郎光 巧 C 法 大山) をはじめイ ー 
ホン- ヤワド 〔イラタ)サウ ド ■ 
ベン■アブデル* 了ジス(サウジ 
アラ ピア)、了ブ•タス •了 ル ， T 
yc バン y ハディ•アルマジ 
デ •サエ ブアル■マ..ジデ、アブ'夕 
ルラ •了 ルカサル(战上クウ ユ ー 
卜) の S 巧が A ンバ]々 

日本人で国 做 的を ビッダト—ナ 
ゾント の技術乘昌 をつ とめたのは 
を 藤 巧が 初めで。 

なお 、 A 本の.を麗—岡前義春べ 
T はホ ー ブニンダ ダ— ムのタウ止 
!卜 X サウジ 了 ラ：ビア 顿 、クウ ェ 
1 卜 X バレスチ ナ戰でレブ ュ リン 
ダした。 

な 、 VA 


IHF 代表なども来場 

□ . アジ了で初め于ヤンビホン 

シップと去って、 国 臨 ハンドボ t 
ル界のを 目を 大きく、 ヒヨ] クべ 
ルが会提(スウ正—デン〕、リンか 
ンバ ー ガ I お綺撼接(酉ドィツ〕、 
渡巧 お要 加： 爭(日本)など IHF 
(岗隐パンドボール述盟)首腦牌 
が 稍次ぎクウユ ー トへ 姿をみせた 
y ンケンバ I が[寧雅播提 は 「 
该勝は 日本と 韓国の間で 争われる. 
だろう。 

中国も 靴いという評判だが興味 


女 


ククェ ー• 


滞ぃ。 

パレスチナは、村同の嚮上がで 
壹れば、 IHF に加關できる。 

现化、 1 HF はがの加盟尚をも 
ち、站力問が加盟め谭備中だ」を 
どと地お記者に話していた。 

このほか、了ラブ八ンドボ—ル 
速逊の関保ちがさかんにぉ入りし 
ス • パパ C を目きれた 


■ 1 - 一1 I 】 - J 】 I 一 £諸国に 

券诘造 II ミち！ 了、 


ぶ券 


に 


S 

じ 


y 




了ラブ両辿 
盟に加入し 
ているとこ 
^ ろ电多い。 


読めますか、このメンバ [ 
口…... が蜡国の棋巧語がすべで巽 
るとをって 大会当 厨の也 労は をい 
へんだったが、やはり(バを 利か 
したのは T ラビ 了 語。 

まるで 図案めよぅな 义 をはを ぅ 
は圃學に読めるものでは ない。 

上掲の 巧版は プロ ダーフム に蜡栽 
された Q 本のメンバー。 

女南め左に扫本とあり、 をの あ 
と 本田、 卿 川、聽中、中が、が 藤 
松原、巧 翰 •が々木、杳聴 (带)、 
中本、 蒲坐、 柴 田、大龍(不参加) 


コ— トサ イド 


蠢8の順。 

しかも、このまま読まれたり発 
，ちされわりすることは、ほとんど 
なく、試合後のプレス発表では姓 
とをボ据间されでキンジ(鹿中) 
ヨギ(お藤 3、 マストパラ(松原)、 
をどと"変化"してくる。補をな 
どはを前の晴お〔せいめい〕がシ 
了ブィと 楽わるのだかを、日本チ 
1ムのみでもしならく、誰を指す 
のか判らなかった。 

もつ とも、了ブダ-7 •了テイタ 
■了ル*ザハ y (サウジアラビ了) 

口本の皆さん、どれが姥でをだ 
か利りますか。 


雨と砂嵐で試合中止 

□ -太を赏 4 日に巧われたパレ 
K チナ X サゥジ 了ラビア勒は 、 A 
組の 3 掠をおげた試八口とあって® 
待 どおりの が試をにな「たが、前 
半較了まぎわから、无振が 急にく 
ずれだし、薇し い 雨と 興 風が 磬く 
いわゆる，郁- M " に 見舞われた。 

こかため、後半の開姑が不可 鹿 
となり、が術室は中止.を意皆、な 
めで2日投、巧試<口と 決めた。 

アゥトドア - コ| 卜なをではの 
酷だが、 をれ にしても、夜をから 
雨がおち、地から 砂が 映きあげる 

情掃は、異棘であった 田 

砂捕は..大も鞭、日本遥 手が姬水 
浴に化かけた 時も おき麗ろかせ 化 

日本人小、中学をが大声援 

日本暖脾の 大きなぶに な T 
たのはを タクユ ートの S 本人 学惊 
め尘祂さんにょる応授。 

全蛟〔小^^^学校)あわせて邮 
人はどだが1述 H グル I ，フを つく 
ぅて スタン：： から 火 声援。 

大を撫了镇の I 日、送手四を員 
ボ、市内にある同おにお礼の誌照 
におかけ、 ハンドボ ー 此の W が 別 
授業* も 巧 なった。 

「クウ H ! 卜 にいる 目 本人で ハ 
ンドボ ールを 知らない 人は一人 も 
いません。 i %の 皆た率です よ」 
とは怕野監巧のみやげばなし。 


得点王は中国のギン 

日 …：.大会当 巧の 発录 した 個人得 
ぶ ベストテンは次のとおり。 

風 ギン ■バィ •リ ヤン (中 圉) 的® 
籍耍一 l ( n 本) 卽③鄭 ザち (韓国) 

洲 ® H ■ J ■グル— ム (タウ t — 
卜〕お®體尘晴 明 C 日本)の® 金成 
蕭霉 国〕 R ③ッン•シヤン グ审 

国 )、 A ■ A •リグ (クウて— 卜) 

の® 藤 中恵二百 至、 卓聖福 C 韓 
围 。 U 

なお、予選段陪粹了 時の 最多 お 
点還乎は F •シベィ(サウジ 了ラ 
ピア〕 と鄭(聞】 の U ゴ ー ルだった 
クウ H I トジ □:… ，太会終了 
ュ ニアに敗る 後の4月 7111、 
日本は担巧 ジュニ了に参抽 するク 
ウエ—卜*ジュニアと練稱マッ チ 
を朽 ない •如— ので 及け てしまった 
「独强 のために」といぅクウと 
1卜 協会の依賴によるが戰 だった 
が、 審利昌 のジヤッデボ「いさき 
か浩驟外」〔日本 某遵手)。ホ公式 
がをとはいえ後味が わるかった。 
中お大同 監 □……ののアジ了 
督が見学 遵ホ 権とは いえ、 
どちらかといえ ぼ巧 巧の 関係ち は 
ロ ッバ 指向"。 

そのな かで が 年 碑 日本り— ダ 子 
ヤンピオツ •大同特银銅 巧愛知】 
骗 野の 中按火輔巧が グウょ ー ト入 
りし 1 つぶさに 大会を盈学する 一 
で、口 本 チ. 1 ムの マ. ネ I ジ メント 
をを なった。 
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r 日本、 各国の 目標 点に」 

「力づけられた在留邦人の声援」 

巧嚴奉昭監督に聞く 



- 史 . h 初街ての「金ゾダル」 

おめでとろ"勝因は？ 

か野奉招整督 モントリす ー ル' 
g ‘巧 Q 名にかけても拙い試合はで 
きないという白党と、了ジアでい' 
ちばんキャリアのある固としで材 
ブラィドが遇ホたちにあ「た。 

上う やく 「女ショ少ルチ！ ム」 
の型がブレーの上でも"もの西" 
でもで含できたとい完る。 

よた、 扫^^祀銷やクウホート 
に化んでいられる艮本人のかたが 
着いた日から本骂によくせ捕をし 
て下さった。 

日本人が校の郎ふあまりの小中 
学をの熟、むな庚援もあ-り、こめ人 
たも 巧が恵に、髓って報いようと 
いう気持ちも強かった。 

標巧的な充棠ボ、暖職げ最大因 

だと思う。 

—— すおは少しもなかったか。 

巧野惡督 轉国试外はまったく 
乎の 巧が 判らず、ぶしくやったこ 
とのないアウトドアでの 国際 ゲ ー 
ム、大会運皆にしても中軸い気は 
していたが、大を3 日帥、 組み合 
おが決まり 韓国、 中国と别の祖に 
k つたこと中、2 日 H から 化 端と 


いろ日程で恶ちつけ た。 

ホをル. ちぶ巧的で海岸にぶく、 
强瑞もょかった。 

—— 各 W の 祟ぶはどの精度だっ 
化かり 

巧野監督太きく.分ける.と n ぶ 
韓国は、いわば"極お流占.、アラ 
ブ患国は 3 — ロブパブ タィル、中 
国は去の陶者を ミックス といった 
感じ だ。 

中国ボ懼郎ジラスを3人瑞え、 
平均側™の兵身チ I ムで 目立った 
お外は、各国ともか桐で、パヮ] 
における。 

これは、 アジア ハンドボ— ル耶 
全贼の釋をであ-り.、弱点となろぅ 

棄力的には、ず甜どおり覃商が 
日本につぐ疆験め豊富さでまとま 
っ ており、過ぶ数凹みた韓国チ— 
ムのなかで、今回が最髙といって 
もょい于 T ムぶだった。 

中おは、邮—が年に变流した時 
とち まり 変っていない。やはりが 
を白。が留いている。3 E ロ ッバ 
をれ欧巧スタイルに、 バ X ケ 
ットボ I ル、バレ t ボ t ルめ戰を 
を加え、ュニ]クではある。 

アラブ諸国では、ナンバーワン 


といぅシり下ボ邀を荷せていなか 
ったが、 ィ ラブが巧来体びると思 
ぅ A パ t - レ 3 ンも好子 t ムだ。 

まだをホに批雜で、特辟ディフ 
エンスは、披かれると街かちだを」 
ついて くる □玻掌もスピ I ドとリ 
ぶふにがける。 

-いつまでも白本の.圧勝がつ 

づくか。 

巧野監督そうは思わない。中 


国は、こ 
の大会を 
きっかけ 
に姑担す 
るド」，ろぅ 
し、 T ラ 
ブの摄極 
的な姿勢 
もおれを 
い Q タゥ 
H —- トト 
イラタ^ 
は C ンド 
ボ—ルが 
サッみ— 
につぐ第 
2泣的が 
置にあ-る 
といろ む 
これは大 
きぃ。 

クヴエ 
—卜•ジ 
ュニ了は 

ョ ーロッ 

パ 各同をまわり、世がジュニア ( 
4 月•スゥ ュ t デン)に化るのだ 
と張り切っでいた。 

——参加が s ' 古岗を魅ずと思わ 
れたが 

か野監督シリアモィンドから 
は審判員だけが遮られてきていた 

釉がお主々蟲人民お巧国をはじ 
め、これらの齒々の不出場の进た 
はまつたく判ら-ない 0 


. —— K をの妥邮気や 連凰は？ 

竹碌監督予想臥上に大 がわり 
で禮いた。タゥ王—卜で 、このよ 
さなビッダエベントが けねれる の 
は初めで。 ."国辑 の大尝 W という 
こぶから A 骗はいっさい無輯、そ 
のためか、 観甚も、平均；一千人な 
上集まり、 ク^ Ht 卜の化る試合 
は、肢千人驭がのスタンドがいっ 
ばいだった。 

が邸卜 I ナメントはテレビ 中驰 
も 巧 われるな ど、 タゥ エ I 卜のを 
力.は大変なも幻が去った。 

ただ、 お 術 的な 面での運むはホ 
馴れな せい加、す落ちが多く、公 
巧記绿も 出ない。 

回本もパレ K 于十 職は、 たしか. 
にがぶ入れたのだが、地点で师し 
遣され でしを った。 

. -レフ 王^^^^は マ ■ 

せ野蔚督 自且髓という瓜、ァ 

ラブ 流と いう如 . 。とまどうが 

が多かった。 

U あの。ハスプレ 11 が雜み切れず 
もた.つ Y 菩制 爲も瞎たし、シュ t 
卜を 射ったあとみがちたっ.ても、 
プッシンダをとるなどしていた。 

平を にいって レベルは抵い。た 
だ、 レブ ， i リ ー の 判を は， 姬对 * 
という 信 蠢が徹 接して おり、 を^ 
っとでもす補げな澡情ををせ よう 
ものなら-、 すぐ普告か退瑞 だ。 

困った のは 1 口 本がプレ！中に 
声を 化しで 化のプレ！ を 指一本した 
り、守りを 同め たりず.るの-を、 審 
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剌 に対する本補の発声と想われて 
しばしば巧普きれたことだ。 

ともかく、了ラビ了語、中岡詔 
韓固語、 n 本語がとびかぅぬだか 
ら。誤解*がホじるのも比あがな 
いが …… 。 

1 問幽 のコ！ 卜やボ ー ルは 

巧 野監臂 ゴ ー トはこをかい砂 
を固めた上にアンツ—ぶ—をまい 
たも 巧で、プレ ー をし にくい こと 



はなかった。照明も明かるく、ま 
陣なくできた。 

ボールは西ドィツ製で、各国と 
も抵ヤニを掠っていた。 

—— U 本にザする評葡は？ 

巧野臨督丰ャ y 了、実力とも 
に披群といぅ前評 A が朽きわたっ 
ており、を帶に着いセ枯、地元の 
スボ I ツラィタ！か'ら「媛勝しに 
おたわけだが..-」とがりおされた 
ほどだつ 
た0 

3 ] 扫 

ッバと交 
流しでい 
る国が多 
V 、ヨ I 

ロッパの 

厚身に，姑. 
しで口东 
がどのよ 
さを獸術 
で封が乎- 
る の.かも 
注目され 
でい.たよ 
ぅだ'。 

日本の 
試れは、 
ほとんど 
の国のコ 


i チ悼が 
メモや写 
冥をとつ 
ており、 


日本が アジ 了における一つの H 極 
点 y . なっていることを巧認請し 


スカィ ブレ I は、初め. V みたレ 
ブ K リ ー が多く、ほとんどラィン 
クロスに とられわため、点盖が閲 
いた碟に巧いただけだった。 クゥ 
H 1卜戳でが藻1佐々平藤中と 

を問パスをみごとに 遗 しで ゴー ル 
を決めたおは、スタンドがし巧し 
どよめきつづけ、 y 本けき巧尴 一兀 
捉昌が、はし々ぎだすはどだった 
を国のコーチは「当か、日本に 
は追いつけない」とい「ていたよ 
うだが、中巧、臀闻は、今凹でま 
すまず"打倒 H 本"の瞬 志‘ を強か- 
た巧ではないか。 

勝這ももちろん人事だが、でジ 
ァ柯の 国巧運キ椿という愚義を充 
か靖えようと摧子が、心かけ.マナ 
I のよさも評削になった。 

——外国運二十で目立ったのは。 
か野監督韓簡では巧盤らず金 
成憲ボ'いい。彼の了ダロバットシ 
3 ット は、大会.の人劲め一つにな 
った。颤亨巧の遇墙.もいちぢるし 


中！：は左臨の半ン- バィ. リザ 
ン〇 挪 E でで ンダ I 八ンドシュ I 
卜巧卽れ 味が辭 い。披が ななをあ. 
げ 得点ぶ になった。 

このは かでは、 サウジ' アラ ピ了 
の フアド■シ'ベイ、 クウ ュ！卜の 
ぃッ サン •グル I ムが目についた 

震。 


——表彰式の.横様を間きたいが 
か野監暫オリンビックや世觀 
遇一で帷と同じようにコ t チなど彼 
ちは表彰を受けないものと思って 
いたら、カップは磕腎ボ黄けとを 
のだという。あわててダランドへ 
降りて、思わぬ柴光に胜 L た。 

そのあと1寛 n I チな下一人々 
々が表彰をにあがって金/ダルを 
もらい、夜-逝に「君が代」が發き 
感激的だった。 

——国王にも会われたそうだが. 
れ野監督各画の巧表鳥とか 
ほどめ請驻があり、据ホをしまし 
ちそのあち鱼太子にもお目に 
かかりましたが，ぶ薛館の邦では 
めったにないことだそさで中。 

I I 「ぶげ」といラ点は 
化野顆督を円なにか一つレ4一 
プシ3 ンボ..あ-ると いった歷じで、 
中同、サゥジ了うビア、 y 本は か 
タゥ H 1 卜大使前が、それぞれを 
国化表を防いでパ！ティを卵いた 

ョ '1 ロッパな.どでは、運モ同+ 
のボ卡ガヤしたムードがが、今巧 
は、いわゆる了.ジア式の落謂が随 
巧にみられ、我々は' 少しヨーロ 
ッバ的になりすぎたといっ感じを 
もた。 

巧回试蹄は、必ず巧おをづけて 

滯しぃ。 

——が巧についでは 

巧野經督3年を、おそらくイ 
ラタになると思ク。 

—みすの実禍は 


巧野監督 ほとんど酉がでなか 
ったが、来月ダマスホスで了ラブ 
'ホ^ト ーず**\ ン ドボ關るれるをう 
で、 あるいは化い将来、ぶ牛の ァ 
ジア 選ホ権 も、 と いさことになる 
からしおない。 

—— .達手たをは、地元に いる S 
本の人々の款梓に盛溃したといっ 
でい るが。 

巧野監督 本当にお世話になっ 
た。ずの巧と邸棠をおこんだグゥ 
t I 卜料越に 耸 指が動かず、どう 
をる，ことかと魁ったが、毎日の王 
うに H 本 食の差しいれがあり、ど 
れだけ助かったか判らない。 

が介にも產 H 応援に来ていただ 
き、大促館のかたたちの至れりつ 
くせりの配りょに、、むから-感謝し 
でいまず。 

クゥ H !卜で「号が化」を聞き 
肖えるなんて 思 「.てちみ-なかった 
と菩ぼれ、搜勝で，きてよかった、 

と 思う。 

选すたちもだ齡つ撤び..が、白 
かたちだけのものでない ことを な 
めて感じた主うだ。今.乾ますます. 
常遇し、 いつか、 が おの金/ダル 
をみ にしたい.。 

すべてのがで、初の了巧了お手 
罹は成功した、といってよい。 

——お鹿れ.のところ、ち'りが と 
うございました。日、体 
協で) 
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世界へはばたけ日本のハンドボール 

(協費者御芳 お-順 不同） 


w 梨な会人リーグ 

並山奇ク ラ： 

代表横お 頁 
爭務巧巫崎】なお巧 


山梨社会人リーグ 

大月ス V 口 ^ 

巧表西室 觉 


蛛式会社 大お組 

代表な綺巧大森 t 五王造 
專務取締役大森篤範 

_ ... _ ....... .脂辑靖よ鄙鄙 本を 巧.巧车虹 明 . . 

ダリーンコミニュゲ^ショソ 
エレク トロ ニタスで未来を招く 

日本電気株式会な山製工場 

山课県山 驭巧か 原西が3 
—— T E L 05532— 2— 3111 (代）…^_ 一 


\ 共同舗装工業蛛式会社 
f 株式会社斉藤組 
； 共同生コンクリート株式会社 

: 専務お綺役流魅八が 

おお道上啜郡上磯町ずお里:滨1泌 


大垣ホハンドポール揣会長 

が 部 良 

峡阜摆太垣-ボ柿町六了目/ \扫 番地 
才^ミた ン シ储巧を吐 A 起工摇 


男 


〇 岐阜県実業固ハンドボー化連盟 〇 


会 

長 

淸 

水 

晴 

次 

大垣市中曾根巧 

H 本耐暧舊エ葉耿締役 

副会長 

柳 

瀬 

雖 

一 

岐旱ホ茜部中島 

二和!家具 X 業取締役 

理事長 

燕 

島 

清 

明 

大垣市中暂根町 

日本耐酸奪工業 

理 

事 

隅 

巧 

泰 

生 

不破郡垂井化宮巧 

帝’人製機岐阜工場 



新 

村 


拨 

蚊阜市茜部中島 

:::お寒其エ*本店 



泉 


で 

俊 

玻八郡ま八巧大蘇 

互洋電機岐阜エ摧 



安 

武 

英 

E 

大垣市久徳巧の9 

お m ェ盤 



浅 

野 

敏 

夫 

大現市中巧根1が 

口本耐贈屢，て業 



高 

橋 

省 

二括 

大 お市巧田町 

掛斐パ1電工本社 


ク 愛知県実業西ハンドボール連盟加盟会社あび団体な 


アイシン精機株式会扯 
新口本製鉄株式会社酱ホ屋製鉄所 
自衛 織 春 n 井 
大巧製銅株. I 式 会を 
中部電力棘或会を 
トヨタ自動苹工業株式会社 
ドヨタ車体蛛式会を 
トヨタホローラ愛知棘 或会 担： 
豊田自動織機揉 或 会狂 


豊ロェ 
覺田合 
株式会社卜 
H 本碍 


機株哉 会を 
撫 祿式会社 
ーメ ン 名せ*屋支を 
モ 株式会社 


パイロットインキ祿戎会を 
悚原酣織称.式会を 
ブラず 一 工業祿式会を 

三 蕾自動革工業赚式会を 
名お屋白動車製作所 

(了イウエホ頗） 
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A H F が理事会開く 


アジア 遇手 推祸族ルのあと、バ I 
ゼル(スイス)の I 扫 F (国降 A ン 
ドボ ー ル 連盟 一ぶ部などをまわっ 
て、 このほど 情 国した渡 迎巧黑 I 
HF アジア遇手 理事に ょると 、 A 
打 F (アジアハンドボ]ル 連盟；} 
は、 4 月 2 ログウ H 1 卜で顶宰会 
を能いた。 

お 席したのほ、ファ八ド - T ル 
I 了(マド•アル•ザバ <，会長 ( 
ウ王—卜 y アブ]ル 首‘ 陆副会 お 
( バーレ！ン】、 ジ了ド - 了ブドル 
I ハッサン事招扇择(パキスタシ) 
それに诚巧巧と了ジリを計巧の. 5 
おで、ワンれ席蝴を掉(中 固】 とこ 
人の巧哥(：朝幹巧ち々義人おお 和 
国と イラク ーは欠席した □ 

を證 は、 継远おにょる IHF ホ 
イドの额宵がま体で、ほとんど洗 
議 らしい ものはをく 、 rH 打と つ 
ながるアジ了の馨コミッション C 
雷 科、髓 お、お徘、お 幸、 普双) 
を思ぎ疆成することが ホし 合わさ 
れたにと どぎ った.。 

八を V 破ぶ巧 葉氏は、が 春 1 巧 A 
H F 撤成時点では披貞(理專)に 加 
っていなかったが、をめ後 「 I 凹 
F 地域担当 邸’ 畢 は、 百 動.姑に A H 
F 理爭 とする」巧拽によって、今 
回初めて理爭会に批席したもの。 

「あくまで地域単独の大会」 
1 HF のアジア選手梅を頃 


IHF は、 帶 A 囘 アジア憑手崔 
について、 「あ.くまで、她域 単独 
の 大会/運を 操で去り、特に 今 四 
は、 IHF ホ 加盟画の パレスチホ 
中钓 などが專 加して おり，親晋- 
犬を」 という 判断を 示しているこ 
とが、疵辺^ HF 理爭の帰园談で 


IHF (因際 ハンドボ]ル 述稱レ 
は、来春-- 月 デ： \ マ—夕で 巧う第 
9凹お巧現子 憑 手 梅 A ダル]プの 
アジ 了、了？リホ、ア^リホみ 大 
陸ず强 について、 このはど発表を 
巧をい、 4 巧おまでにエントリ— 
ず破 5巧 おまでに予選を 砖了 する 
よう皆 示した。 

本語/切り 〔4 月卽 口) ますに 
日本が 相出を 完でした ほか、 を鸿 
が 申し こんでいる ホ砸 認〕。 

円本隔会 筋では、このあ.と 韓国 
タゥ ェ]卜 、場をに 上って はィ，文 
ドが エントリ— する ものと みてい 
る 0 

このず 遇の組織責 ff 堪 でを る擴 
ぶ巧棄 IHF 理事は「了ジアす選 
を どめ ようを ぶな でけうかは エン 
トリ I が 化端った うえで考える」 
とし、削催期日，場所な どをいつ 
さい凳 表して いない。 

IHF は、アジアに眼らず太陸 
別辿關がま 替する地域遅手推を， 


明きらかになつた。 

また、 王 H F ， リンケ ンバ- — ボ 
1き務蜡長は、了ジアを泄の壺制 
找術め レ' ベルのおさを、 强进 をに 
指槪 したという。 

了ラブ 虚国は日巧 第 1 過、バブ 
ダットず「レブ ユリー 講習会」、 
基には y ビ了またはエジプトで 「 
コ|チ 研幢尝」 を 牌く 予を。 


八ム認，しでいホいため、凹界淫ホ 
植やホリンピックの卽に、別の* 
アジ T 大耸 * (ず適一が必耍とな 

つてくる0 


IHF 〔一:隙 ハン ドボ t ル 連盟) 
は、3ぶ^:; 日 n ベ ン ハ 1ゲン でお 
巧那日から 2月5 日までデン 
マ ー タで 開かれる 第 9 世报駕子 
遲を標 A ダル—プので選り ー ダ組 
みか巧を 次のよぅに発最しわ。 

組みかけの抽せんはフレ.デリッ 
ク (8 才)と.ョ T とム (7 ホ)の 
2 人 Q デン マ t 夕 王子によって巧 
われた。 

〇 A 組袖ドィッ(モントリオ] 
ル 4 怔、 前回 日 化)、 ユ！ ゴ (M 
5 拉 、前回 3 に】、 于 1コ ( M 7 
化、 前凹6化)、アメリカ蛙 域れ 
表 国 


f 问 アジ 了遮キ 偏から半年鞋 
つか摇たないろち-に、もゥいちど 
同じよ ろな頸ぶれの大をを 關 くの 
は、 なんとももったいない謂だが 
「今のところ、どうしょうもない」 
(R 本 協会*荒 川观專挺)。 

もう ひをつの-間 適は再ぶ 一一. 一た び 
銷摧弛と粗み合せで ある。 

梢息 請に よれが、 I 扫 F にも、 
なんとか 摩さつ を さけ おいと する 
迎 気が ホ まれ はじめでいる、とい 
うことだが、はたしてど©ように 
黄表されるか。 

なお、イスうエルは 今年度から 
ヨ ー ロッパ 地域の听属 になってい 


世界選を権組合せ 

な B 組 ソ述(，モント y ホ—ル.趣 
勝、 前回日を y デンマーグ .(M 
8 惊、卽回 8 悅) '、 スペイン(前 
同視垃 なし y 了イスランド(前 
问順位な し) 

OC 姐 ル 1マニ 了(モント リオ 

] ル .2 位、前回 頃 聴 W 2桌腊4度 
目】、 ハソがリ ー( M 6 拉 、前 四 7 
位)、棄 ドイツ ('が 凹2巧)、了フ 
リカ地域 巧表 国 

な D 继 ポ I ラ V ド(モントリホ 
3ル3愤、が 回4 な)、 スウで！ 
デン (前回の 位)、プルガリ了 (前 

回：： 3泣〕、 ( 〕夏3 は モン トリ 

.ホ！.ルオリン ビブ タを示す。 


-巧巧選手権 B グルーブ (橫 報】一 

煮 9圆世 巧虽 f 遇乎権 B グル| 
ブは本强抓号拙强のと'おり2 月お 
なから-3月5 U までホ 1 K トリ了 
に^ ホ岗が 参集して開かれ、 A ダ 
ル I プ遁山の6み妇を揉めたが、 
大会 玻搞 U C 3 巧 日日〕 ゥイ} ン 
で瓶を決お試ををけな「た。.己モ 
.め留 衆を 集めた 沃勝戦はスゥ H [ 
デンが节想.をくつがえしおドイツ 
を破った。 

なお、 得点 ぉは巧‘ ゴ E ルを マ I 
夕したダルナ ー〔東 ドイツ〕だった 
i >7 • S なか‘ 拒戰 
フー了ンス 別 け} 巧す ランダ 

0 日 -6 恍決 —y 戟 

K ' ベィン 里冊 Nl )2 パルガリ 

Y 。 • 4;!^浊を琐 

( 8 — 互 

2 だスラ 

311 

2 11、 

Vi. • 懦決定挪 

巧 r J 麻 = 端 単ドィッ 

A 得点ち V 〔ス〕 ラス、、'、ユ T ゼン 5 
;;カンソン 4、 ビョルン■アンデ 
ルおン、ボ t •アンデルセン巧3 
王* アンデルセン2 、リ ベンタ^ ^ 
ル、ハンとン、ジミンソンも i 
〔ド〕 ドーブイボ1卜扫 、シユ 、、、グト 
4、ダルナ ー 3 、バーバ3、ヒル 
デブタント、エンゲン、ロスト、 

ホ 王 フトを 1 


今秋、世界選手権のアジア予選 


る 0 

アジア代表はポ I ランドらと 
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湧永薬品、欧州遠征で好成績(離：^慧 


ザ独 チ！ムとして巧上初の 
3— ロ ッバ 麗征を けった が年 
度 チャンピホンチ ー ム•請み. 
薬 お (に鳥、捆お 儀抽が おら 
を員3、强キ は、 3月8 

日から糾円 まで-す—ストリ了 

排ドィツ、ユ[ゴ、プルガリ 

了の 4 力挡 での 試会をまじえ 

各 固のトクブクラスから 5 腺 

2が3 肢 のが庶馈ををけを。 

一巧は3 月が U 换 無事 掃齒 

したが、そのスコアブックか 


ホ 

I 

ス 

V 


r 

リ 

了 

1 

1 


ち、彼半も互巧に嘗点、みごとに 
初勝利を飾った。 


宵〇 〇 3广 rj 5 7 5 1 リ日〇 〇 
间ホ井 W 野稍ネ弟木碼本兄で 

鴨骗<!'^^極山ドぉ高驢ぉ渚 
G 


7ダ友 


ク 


ムルー 
レ卞ナ 


Z 


ヴ _ 


P 
F 

クークユ-ク 

アツ 
ダシのボ 
ッいン 


ベ ボ 

ラス ロスユ 
ル >ブ ブソフ 
ュ レイ 

けシコゴダシガレモプ(パテ 

桿 C ； 〇18 〇 〇 6 G 2 ft 〇1 




T 

P 


K 


7 


かを键をはお本、；尸田弟、山本で 
則韋はなし、鞭半ち串り勝った。 

松本、辣教の連続ゴー化 
第3邸- OSC •ライン C ウゼ 
ン(西ドイツを SL リ^^^ダ北地匹日 
拉)と Q 試なは巧日午を6時がか 
から？インハウゼンスポ I ツホ1 
ルでなわれた。觀衆り八ち。 

W If 盛 N 善 ^^ 

ウゼン 

得日〇 〇 3 〇 〇化自6 2 〇 〇一郎 
か野精川镇本本弟ぶ本：：北 I 

i 福今木高渾禪松山戸德藤戸 

K P - T 

G f - P 


蟲化巧1戦、ユニすン■クレム 
ス(才！ストリ了人 王 M リ T グ 2 枯3 
との 試合は、3月 szn 午 彼 7麻 如 
みからクレムス祁のスポ—ッ ホ I 
ルで 巧 われた。 審判 リ レィ 少ル、 
ホブスタ、欄 衆 U A 巧。 

〇:，：クレムスな擊 阵 のまカダル 

ベジグとブロブタは2 目が までホ 

— K トリ了で開かれていを 凹 巧 選 
手植 B ダル—ブに化塌, 

澡 永は 赌戰とあってお蟹がぶち 
あがりだったが 前 李现进お！8む¬ 
を と P T でが巧して から調子 •つき 
一気に？ 点をもぎとって巧位に並 


果3職 、 Ty -ブル^ル(闽ド 
ィツ•ミツ'夕 t ハィン地匹上級リ 
I ダ2化。'と'の試をは3月 U 日午 
彼日時5かからブルールで朽われ 

たで 

棟—品沈命 i でブ 


ls —8/^ •ル P ル 

背〇 04514239000 

P ホ彼本盾野本横川弟本方记 

搞栖销码商木出廊津戸聽絹戶 


K 

G 


P 

F 


ケンルタントンて T 
ン 'r , 


テ- 


ゼ 

クッ 
( レス 

ンルレ，^ 
イ J レ 


ブー 


デ 


ュゥロセ 


8 

2 

1/. 

2 

C 

T 

P 


Q . ‘：：地区り]ダで暖腮をホって 
いるブル]ルは、相手が H 本のチ 
サンピオン子]ムとあって火変な 
はり.香りよう。前半のかまでなと 
んど授みはなかったが、巧り石み 


じバネぺ夕"シ A コキ 
巧〇 04426404 - 

0- この遠征でもっと私評陆さ 

れる1勝でをった。 

モントリすール'巧杂のクレイプ 

リンクをはじめ4人のナショ - K ル 

をかか.えるライン(ゥゼンは今や 

を园リ—ダの"け*。 

ダン/ルスバッハをおまえで北 

地匹の2泣。巧ドイツ選手館渡得 

も夢でない。 

しかも、 GK はなの U の新遇バ 


2 


ルツケがつとめ 

( U 站頁参招)、 

ホ子チ]ムはが 
年日巧に來日し 
ているなど、湧 
ホ勢にとっても 
話进寅言。 

0 ‘：…試をは预 
をが1か高橋で 
先制したが、ラ 

イシハウゼンは 
クレイプりンク 
を中ムとしたパ 
ヴ ! ，フレ！でがか9 1 — .3 。 

しかし、種、がもなかばすぎから 
义ビードブレーが現え、前半粋了 
時には1点某に；追い詰めた。 

後半、漂.おは7み巧—巧とした 
あと木野のリ t ドから-がテン 请と 
なり化姑 uls 、 お分别 Is と先 
巧したが、ラインハウゼンのが兜 
力もきすがに強く、郎がから- 2' か 
半の間に3点を谭い返されて糾— 
お、‘须水が逆に苛しくなった。 

だが、请永は那.、網好松本が进 
或で同点—逆」枯のほ化れ投を稱じ 
貴重な一勝をあげた。 

新泄アタかホー^ ■口^^ゼンダ^ . 
ル(拙ホ〕とがラ—の こ 人がゾ述戰 
に出かけていなけれぽ、とライン 
^ウおンのブプンはばう難としな 
がらも、強気なところをみせた。 

後半、パワ IQ 差でる 

ぶ征第4锁 • TUS •ネブ テル 


••盧麵顿通颇■©極麵感 
自 〇 〇〇 か〇:己 日 d す&3 
7 8 3 3 up 70 7 7 77 7 

tx 1 iM 11- 1-1- 1 T- 

大乂火大太大太大大大み大 
陳巧臟教碰体体^城 
太中大ぶ大 an 立$皂中 
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ザ 

3 点 
太号細每 
波帯 C 因 
筑背長征 
は忌 f 施 
人ずは令 


*\ 扫 
/ 扣 
ンが 

メ 中 
征が之 

遠巧卵ぶ人昭実唐組去げを描二な. 

品 棲 I .敏秀 豊隔號一重義恃被加雅数字は 
斬ダ振 栄秦巧載字 

^预リ今擺津木髓端おド藤が山戸特おめ右内 
扇 ム督 0® 風®®§通©愈®颇趣；频おお 〇 
.長一 K P K を身楠 

团ホ齡 G F G 巧お右 
V . L > 0 1> ' マ _ V ■ 


スタット(西ドイツを国 y — ダ化 
地区4 投 との試合は、 W 日午禮 
7時からリュ — Y ッタで斤われた 

語利 W シュ y . 札、シ 「-ミ' ブト。 


邵 (^1 門) 湧お葉お 


TUS ， 

ホッテル 
义クツト 

得〇 03531132090 
d 井井化ぶ野茵本搞弟‘本方兄 
^ 口 B 
捐福今津山木お松髙戸賭黯戸 


区 

G 


P 

F 


レチュル子トーク ダルトダ 


ブケ 
ジかン 


fx いビ％ベキヶぅ 


y ヴロビユ:;ブッ 
セう 口 


巧 


T 

P 


。モ了ビゴデシと グル ピガケ 

得〇 0243. 202147丄 I ^ 
〇, …♦‘強則な補強策によって、こ 
巧日ホ脚で玻下級リ t ダから去っ 
といぅ間にを国り E ダ入りをはた 
し、しかち初赞場の今季，4化に 
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漓張つているネッテルス タット。 

かつて沿帝， 立ムブ キン ダ (咖お 
式转盤試か、 刷将 お^がいる。ユ 
I ゴの豹•アル スラ ホジツ 乎がい 
る。韋戰吊ゴゼヴ ィン かル、ガス 
卜の GG n ンピがい'る：.；。 

幻 ……ラィンハゥゼン職の蝶利に 
気を よくす る镇.取にこの U も锥半 
3姑まで リ t ドを.つづけた。 

しかし、、 不ッテ ルス タットは4 
かに！巧の-あと リ H ムに索り遠続' 
目 点で丰尊樞をつかんだ。漂みも 

口 ： -; 辑岗とも、 U 本めチャンピ 
-すンチームが来征してくるとをつ 
て、を国リ ー .ダ (1 部】の上をチ 
[ムが迎えてくれた" 

31 ロッ.パの トップぃベルめ 力 

を肌で感じて来たい、とする普を 
薬品の目疆は、まず违成されたわ 
けで、をのうえ、 ぶ 斬5滕2みと 
いう成蜡ををげたのだから、この 
f 地征 は、人庶巧である。 

□， ：… 本谣31ロッバでは、接同 
協会のス>-ジュールが早いところ 
は 3 年先まで決集されており、今 
圆田ようなケースは 地 減協会ある 
いはを 郎のをカクうブに則きあわ 
されてマッチ T \ 1クが成左する。 

それだけに、チャンピホンとい 
う 肴 振が大いにモノを云つた玉う 
だし、遥い：！一本から初の架りこみ 
という栽皱も高く巧われ、巧って 
をると最栖.の寺をより試八 i が增 
えているはどのモテかただった。 


^ 分すぎ 巧 1 K とおったが、かさ 
にかかったネッテルスタットはそ 
のあとダイナ，；ックな攻寧で 子ゴ 
I ルを 座取、 觸 白を 巧めた。 

如すになったルプキンダは、 を 
年のシユ]トカはなくなった が、 
配球の巧さと 麵 きの 飽きが さすが 
だった。 

余裕のぞかせ遇お勝ち 
逃征 第-り 戰 •セントト t ニス体 
巧 協 金子！ム (卵ドイツ •ニ ーデ 

□ …… 各地のレおブシ日ン'には、 
于 t ム関保 者は もとよむ、巧や町 
のおえらがたがぶず 出 肺。 

视おが荒木化 島 市長のパッ屯1 
ジをたずさえていつたこををあっ 
で， 端菩的-面でも太いに実をあげ 
た。ちょっとした 民間 外玻だ。 

□ . さて、 を クラブとちシ E ズ 

評価高い攻擊力 

大成功の初遠征 

ン隙盤、 テ—ムカ 充実の時 强ゼけ 
に、その成賴が 注目され たが 自廠 
另な C 3 贼)は上山 来である。 

巧に OSC •ライン C ケ ゼン ( 
西 イド ツ}かをむ 1勝、 >タロプ 
ラ K チ 方， シザバツツ(ユーゴ)、 
セ シカ■ソフイブ(ブルが リ 了) 
との 引き かけは、 y 本のトッブチ 
t ふが、ョーロッ。ハでもおみ戰か 
えることを 示した もので、 評価し 


ル ハィン地巧上紙り— ダ 1 を一と 
の試合は巧□午後8時からデュー 
スブルダホ部外体育脑で巧われた 

清永靈品又巧誤？ S だり：^ 
] 協 f 
得〇む6 54 C 42410 0 'I の 

.:2 井井 本川野镇橋本弟本方兄 
ちぶ 

帖今描山淨木插离植戸—^戸 

K P 
G F 

0 ……やや 疲れのみえた顽永だが 
トブブ タラスと. の苦戦ですつかり 

で 上い。 

スビ[ドにあふれた多夥な破攀 
お開力は、み巧の靑門崇から注目 
ををびたょぅで、市原監督‘ を 「攻 
めでは自情ができた」といってい 
る0 

□ …… 今凹の遥征 の- 辑色は、苯賦 
語国にもをを延ばしをことだろぅ 
このあたり、靖お側のリサ—チ 
の體かさと、離しい交渉を乗り こ 
えた說.岩が赏される。 

また、遠征/ソバ—のブロフィ 
1ルや告社の-バンフレット送けな 
ど、ま前〇^なも万をで受けいれ測 
のが盛を上が.、地元ジャ—ナリ K 
ムの関ふをおめた。 

すべて巧い具合に運んだ，お f 诚 
化， だが、これは一にも一 I にも漂 
を藍なの前おきなをおによるもの 
である'。 

( S ) 


因 居をつけ、地居卜：那けーダ 沒勝 
で底麵.あがるセン トト— ニスに邮 
半 巧みまで 6— 日と yf ドを許し 
ながら、 祀梗 、木 野、 津 WQ 遅取 
で-あっさり'形飄を述お、を裕たづ 
ぶりに 巧し 掛つた。 


ゴスラビで 


第6戰 •> タロプラス于力■シ 
ャバッツ(ユ I ゴを菌リ ー ダ6位 
) との試<口は巧日午稚 7 時からシ 
ャバッツ巧のゾルホぶボーツホ I 
ルで行われわ。暮判=バルジッ于 
スクノジ K ビッチ、観衆 H 千たち 

清ぁ乘品里 g — 吸 S がが 

* シサバ 
ツヴ 


得 D 0 7 22 73 5 4000 
リ井井猎本弟本 W 野揣§化 

蜡福今極秘戸山津木高蟲綺 I ド 
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J チをチ子チチ子チチチクチ 
ク ッ 
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ツビツツツ 


ツビツ，.リビ K ビツビビツ 

'バノビ 7 ジ ぶ 
カデイロホトジココ'キ 


ュ ドブ。 ？1 中尸サ 

いデゾブフパ？、、こ フノイ レジ 
巧〇 〇 ‘b 〇 5 6 2 2 I 1 6 1 


ベ 


り 

3 

v > 

2 

T 

p 


点のハンデを白い後ホを迎えた。 

波にのったシャバプツはパブロ 
ビブチの巧ななどでぶ基を景々と 
拡げがか扣—別。 

しかし、撰、永に攻擊力'にすっか 
り自 悼が つき、 柏于ディ フ r ン K 
の郵きが鄰くなったとみるやこの 
逊征で得盧禪法となった集中玻擧 
を化おけ、那かついにの|?^の夕 
イ 、抓分山本で站—のとした。 

シャピッツは二本の PT に盘ま 
れ、さらに パ バロビッチで 則が姐 
. ^獨と.勝利をおさめたかにるえた 
が、補永は クイム 了.乂プホ前、木 
驟が斟ちこんで引き分け.としを。 
ベテラン 緒方、貴重な ゴ I ル 

雜了戦 ■ I M •うっ ビブツ'了. 
ベすダラ—ド(ユ！ゴセルビ了ホ 
和酉 y — ダ1位」との試合はヴァ 
ジドバ，ツスポ1ツセンター巧め. 
パニツ了お肯館で斤われた。審判 
リペトロ ビツナ、 ミトロ ビッチ 

間恭り I 干 

、ロム 


漫棄嬰招如(抓—化一端 

背〇 04己 54 i 7 30 oi 

d ホ井川稿本本本野方弟お橘 
牙 U 『 

鴨楠今逝植山梓施木褚戸戸お 


ラコビツ 
ブ了 

前 


品 

0 . ユ] ゴ Q を 国リ I ダ了部) 

は W クラブ。そのうちの6がと志 
れば相ちな実力- 
'試なは大裘な乱戦となり、插永 
はのかい！ U のリ I ドをささえ掛 
れず、をのあとの-逆おを受けて1 
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J 于夕于 子 乎于チチチチ于ブ 

が.ャお：おッな尸 

む ルル。ャプ-パジちをグロ 
，コェ トルブテド 4 ルラブ 
じ デ ホ ぺキオスラポムみパ。へ 
得〇 OL 59000415 0 
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王景グループは使命感経営に燃えています f 
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立景のネッ トワー ク け。慰をな 

が三足城甲商 S 巧： ㈱ サンテキスタイルが化巧化ミ百 ： W 巧せミ6 ㈱ ホ巧=畳 ㈱ 束还妨サンレディ 
㈱ サンライン紙サンジでル ㈱ サンノーベル拭)サンユニーが中決ミ:度：がサンライン»史惭巧巧 
㈱ 化な S な ㈱ 太原=友 ㈱ をが呈* ㈱ 巧山吉モが)中迈三:足城力三百： 


かまをせ 


是 


㈱ サンワード 
がサン ロー ド 


0. : セルビ了共和 n リ—グは、 
全国.リ！ ダ.のすぐて、いわゆる2 
部で をる。 

前半巧シ ー ソーゲ！ムからづコ 
ビッツ了は崔ザ8がまでに目点を 
あげ S — 化と y ! ド。 

穗おはじつくりとチャ y 巧を侍 
ち 巧 分 到— 幻の岩とベテラン错方 
ボ述続2ゴ t ル、さらに穂穂、津 
川とたたみかけぶ專棍をがっちり 
提ぅを。 

ラザレピッチ健在 

煎目戟.•ジル.ベ ホ •ズエズ.ダ— 
ベルダラ^ ^ ド^ュ ^ ，ゴを 驾リ] ダ 
8 な；}との試合は 如 日卞皆 3 畦扯 
々からバニツァが肯結で巧われた 
審判 n ブキセビッチ、ラジツチ 

か誤パ史細 NS ) 地頭を蓮ぉ 

惦〇〇日5622 il Q 〇〇「網 
井 版梧本並野川疆方ぶ弗垃 

夕 ぶの 

隔福須墙瑕山木津秘緒藤戶口 
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G 


P 

F 


约チナ，チチチチチナナタチト 

ジツブジブ，^ブブツウツ 

ス - I ビビビビノィピリジビダ 

ェ トロ トドデレ.ラ 

夕 - f 、コ， r 」 ド々、コ 


ズ 


M ブハ--アラナザ J 

兄ミミミ ビムネラマス ラロ 


お 


得〇 0^2012 曰4412 

打…‘..思わね人がおて来た。ラザ 

レピッチ。ミュンヘン班輪ュ T ゴ 

廣驟のな投 者、 が年に来曰した ェ 
f K T タツカ I で患る。 

先シ t , スンまで巧ドイツの 了 U 


S :ネッテルスタットで活動して 
いおが、 お 戦のため情聞したも的- 
で、 4 年 前のお裏を巧り；、 いっそ 
ぅ精かん。「裸巧ぶを」といいな 
がら-要巧でポィントををめ化。 

强永は 転戦の 操れがのぞ韋動き 
が鈍い。 3 か 日^^と せりあった 
が、そのあとはミ< ロ ビッチのお 
れのいいシユ t 卜を 受けて点差を 
關 かれ、前半圳かダブルスュ了に 
をってしまつた。 

後半、 涵おはどうにか玻擊がま 
とまつた が；：！ か1 化1 泌まで。 


ブルガ 


了 


T 

P 


巧 &. 戰、セ.シホ■ソブイ了 〔プ 
ルがリアを国 yl グ I 粒。との試 
なは斑日午徑日時6みから ソフイ 
了 かで朽われた。带判 W コストフ 
カバデロフ〇 

谭，恥盛品削{巧 1} 别八巧け 
引きみけ 

导 Q 03 日 2423 4 日 QO 

。ホ井^野疆橋^4^4本巧ぶ兄 

- パ- お 

臨福今津木棒商^山唯尸褚ド 

K P 

G F _ 

W フフフフフ了フフ7ブフフ 

ゾ /工工^コ，^ . エコロりゴ 


于シ . 

-ンド> 


スチ. コパ 

ドル ィルカ 


いバィガハドぺ-ブ十ヮビ7チ 


} 

〇 

/[v 
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P 




03624234 DDo 

0 . ソフイ 了入りする直邮に、 

来年2月の化巧運于棉 A ダル ー プ 


の紐みがけが発表され〔り本誌別 
貫 量 脚}、 ブルザり了と了ジア巧 
表は间 組、それだけに 、種 永に対 
する 関 也设い「そぅ 高まった。 

瞄お りょった りのお開から韦シ 
ホ(中央 軍 際： 一は、 ナシ3六ルの 
エ E ス でも ある ドイチ ュ /フ が、 
PT を體実に 決めた.ほか 力 磕あふ 
れ をシュ ー トで请永ゴ t ルを剖む 
しだいにお 位に 立ち、 後毕6 巧 巧 
1 U と 太 差が。いた。 

巧永は がかす ぎから蹟梅 的に M 
ってで 出 W 分に 1 巧とな盤の憩勢 
固めが 成り、 划分座川でょぅやく 
同点 (如 1 站)に追いつけた。 

こめ 志とセシカの 2回のホ撃を 
守り 均去を 分 山本での t 进 、逃げ 
こあるかと思え わが、 セ シカは 站 
かドイチ王ノブでタイ、のか PT 
で述に搜 勢を とった。 

粘る 靖 永は タイムアップ 寸前' 
好調 •商場がみごとに巧りこんで 
引きが けた。 

前半めリ—ド保てず 

第 W 戰 C 感 撕戮〕、スボル チェ 义 
卜 •ソ ブィ T 〔ブルが リ了を 国リ 
1ダ间率3位) との. 試合は、别日 
午 渚6時巧 かかを V プイア ホで 巧 
われた。 

.け。なチ 叉满本莱 思 
〇…… •互角の立ち あがりから硬永 
は W なすぎ 埋川の ゴ t ルを口火に 
速巧とボス.トブレ I で 巧 か U 1 7 


を〇 07曰30232200 
ぶ野 W 梧^^弟ザ兄 

掉お今山木を袖商が髓戸褚戸 

fm? - - - - - fv 


fm ? — 

K 
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P 

F 


9 

1 


T 
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をリ I ドした。 

だが 後半に なると、当りの激し 
い 相す ディフ1ンぶに植加点の子 
ャンスをつぶされ、その 間に 反擎 
を 許しで W みが—3 に過いつかれ 

ち 

潮永は 化かの P T を髙 橘が決め. 
UIJ 3、 巧びいいム—ドになった 
かと思えたが、をの南と U か 問 無 
得点。逆に K ボル手エストはミ ド 
ルンユ—卜をホ武器に 4 ゴ ー ルし 
て授位にお「わ。漂おは残り. 5 を 
必.死めな擎を試みをが逃げ切られ 
最揭 戦を 飾ることができなかっお 

W パ か：^" WWW か 

ヒロシマのを高める 

□ ホ展义ボ t ツが拇づいてい 
る欣米では、了マ、 プロを間わず 
ホ T ムクウンとの描びつきが強く 
骑閔 などで ち 「うイソハウゼン、 
ダン/ルタバッハを感 る」 とすべ 
て都 で责 現される。 

乎こへ「满'あ薬お」が栗りこん 
でち、すぐには 補 解されない。 

「ヴクホガ ■ヒロシ マ」という 
ことにを り、 ニ ユースはすべ て 「 
ヒロシマ 強し」 「ヒロシ マ、 祝は 
X ホダラ- — ドと」 といっわ具を に 
なる。涵永の力で、 ヒヴ シマの-名 
はぐん と 巧またことだろう。 
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どっかと身長 2 ml 目の GK 
湧をセブンが"ずごさ"を証言 - 



スリップミスをなくせ/ 

ノンスリップ底の《タイガー@》なら動きは思ん、のま去 



サイズ22,目〜2も日/白に赤のオニツカラインが;^ 
甲は岛質责革硬巧/¥目，000 


►Mil 


Ksiisiiss スポーツの世巧をま:える 


JT 二3た巧巧色な 、 



游利へつなぐ特な意を底の専巧 シューズ 


油!こ 


〇……本誌 挪 をの「禪ホトビッタ 
K 」 で報じられた西ドイツ呀な人 
GK 、 デイ！ ター •バルブ'かの亭 
真. を、を： n 本 学生環 お軍の コ ーチ 
として訪欧した 一宮昌平氏(日体 
犬 OB ) が 手に入れできでくれた 
のにつづき U ぶ婿 H 、 頭永 薬 お ( 
広蟲)が、 話 湿の主と一戦をまじ 
えてきた。 

打；：，；ともかく2 m Q ゴ] ルポス 
卜の 前へ 身長2 m 巧めバルツが 遇 
手が立ツおだから、さすがの 西 ド 
イツプアンもこ脚-.話で巧ち切り。 

祈 扇 ' QQSC ■ラインハウゼン 
が、 全国り！ ダ(北她 区： J め 2 泣 
に强 遇し、 ます 吏す脚光を あびて 
ぃる。 

旱異 • (「キッカ t ; t ^〕 をみただ 
けでち、充みをの ホき さは判り、 
いわみる 巨人 型のもつ， 虚弱き* 
は感じられない。 

0 …… 课みおブンも、曲をを扼げ 


られるとまったくスキポ.なく、を 
女れているだげで證興、.み」のうえ 
かなり殺しょうで'柔載他もあ-り、 
ロンダシュ E 卜ははとんどはじき 
运ずと W 証 寺 だしてい.る。 

ただ、 孔 よの若さ、雜務の镇さ 
からまだまだ シぶ ー トコ—义の読 
みが 甘く 沸永は胺下、頭の上など 
を難則的なシュ！卜で玻.め廚した 
そうお。 

〇-…：木野実骚手は「ゴ I ル前に 
仁王かちするパル ツヶ をみ る 把け 
で C ンドボ1ルが雍しくなります 
しかし、 FP 忙'つづく GK の 2 
m 時け到来は"恐しいこと*でず 
」 といっているが、 気の 早い西 ド 
ィツフ了ン は、 これでモスクワ ホ 
リンビックで金メダル獲偕が'有望 
にな.ったと騒いでいると-いゥ。 

〇.…；もちろん.、彼の莱質をみこ 
ん.だ西ドィツ齡をも、か年 基れ 户 

ショナルモ t ムにリストでップし 
ている‘が、今後、侦がど 
う*成提"するか、たし 
かに興味那い。 

なお 、 FPH の愚長身は本 
誌の知る範困では了ンビ 
〇ゴブ 〔ソ連) の 刷 加。 

(早离•电が話適のバル 
ツ t 。 为ブり化擅(県 
賴)から'考えてちをの大 
ききが判ろうというも逊 

一宮 昌平 巧 据哄〕 
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スポーツはをきる防び 


勝利を呼ぶ 

3 本線 



S 本おお完元/巧ぶさなデサント 



aaidas 


アテ梯ス 

トレ—ニンクス-ツ 

Made under Adidas む cense 


〇世界学生選手帷リポ I 卜(下) 


勝つため Q 努力と体制を I 

コ—チ ー宮昌平 I 


二十お口間の全日慰を終え、無 
まお巧に到昔した取達は、世界字 
を通手條服戰のくやしさと、全円 
瞬を無孕に終.てしたという安、心强 
の - A り混つおかで稱故して巧った 

ホ] I ブンドで斤をわれた第セ国 
化界学を選于植は、遲手詔君的淸 
I -がの努力のかいもなく發加げチ 
—ム中8帖という铅黑に拇「わ。 
しかし、平逆リ ー ダで、 ル！ マニ 
アを晋しめ、チュニジ了と接戦し 
疆勝 U め順位说を峨で巧フルボリ 
アと赏をまで、一点を争う楷戰を 
视に、運手は、白进連が袖つ力を 
十二かに出しきったものと借じて 
おります。しかしながら出発一則の 
けむ会で、実 OB の菊池悟お ( 
モントリホ]ルオリンピック 代表 
前同化表〕が「国巧では哉合 Q 結 
果しか評师しない」と言ったとお 
り班技餐の上なです。 

さて、私はこめ遠征を通して、 
日本がず沒围雞大会にいかにがお 
する必裝ボある也、二、二一毒き述 
ベようと思います。 

か国宁 .1 ムと扫本す！.ムの廣も 


ぶ堂な相遥点は、：II是がこの大普 
にかぎ「て避披された于 I ふでを 
るのにがして，池の于 I ふのほと 
んどが、ナシヨ少ルホームの中か 
らの煩摇.であると いう ことです。 
つまり地チ—ふほ、常取一つのチ 
—ムとして、-若期时にを宿を行な 
い、ゲ E ムを巧なっで いるみ から 
の强披であり、をのチ—ムの指 i 嗎 
皂は十シヨナルチ I ム 巧コ！ チン 
グスタッフの中から選ばれ、地1兀 
ボ- —ランドを据め、ほとんどのチ 
3 ムの盤巧が少シ3ホル于 I ムの 
酷靑とお一人であったことでず。 

この.点、 y 本は大いにな背すベ 
きものが あるよう に思われる。こ 
れは图巧の現をの姐織に太きを間 
題'がある.ょうに思われ、： n 本瞄を 
の-首した指導化制の赃か：が驾ま 
おるところで-ある。ず後 n 本が国 
體驾おで活躁するためには、この 
一貫した指導システムのもと.に1 
運于強化をはかってだく必要があ 
るのではないかと思う。 

化に、配に.も述べたように、チ 
3ム構成の尚避であ.る。私は參加 


ずる.段 i 勝たねばならをいという 
信念を排つています。 

でほ.一試杳でも多く腿つために 
は兮の强ホ通拔方をでいいのだろ 
うかという疑問がわいてきます ぶ 
学是巧商の詳しい争悄はわかりま 
せんが、もし学通が最强のチ ー ム 
を送り-たいと思うなら、今の是抜 
方法は玻善すべきだと思う^地域 
の間盟をはじめ、いろいろな體題 
をかかえているとは思いますが、 
本当に学遇のレベルアップを考え 
るなら、争連はそのために最大沿 
努力をしなくてはならないと恩う 
をして、学連.が々をもこのぶをに 
參おする蔥志が.あるならば、早岩 
に「ザをナショ少ル」をないは「 
学年遞おチ ー ふ」を作り.、指導ス 
タツフを樞立し、がなくともを二一 
-- 五回のを宿を巧ない、化回魯加 
に财ずる基礎作りをする'が裝がち 
り、この獨抜ナームの中から、邁 
辄メン X I をピツタアダプしでい 
くようにすれば，多ずなりとも強 
化出来るもめと 搞 じます。 

このほか、やは^寄普集め巧チ 
T ムでは、いかに遥手が疫れでい 
て も 勝てを' いという ことであつて 
やはり聴った曲には、をれだけの 
準滿とをみをおしんでは觀 y で患 
るということを痛感させられたも 
のです。 


载彼にごの遠征に謎し、御楠力 
御支.厦 y さいました堪綠にお礼を 
申しとげ、强予諸君の今渚の活躁 
をがるものでず。 

(01 体大〇扫、円体太(显) fit チ〕 

選手原稿 
長野透 

私にとって辄め-での海が谣犯で 
玩掉も落ちをかないまま，が冬十 
二月二十み y 、 ルブトハンザ(ド 
イツ航を)で、日本の-地を徊めで 
離れてョーロッバに向けで化龍し 
た。 

十お•ホ時問余りの磯巧では、 
奶がげ、もの-めずら-しさもあって 
隹べていたが、しだいに皆耽きた 
が-なくなり、体にだるさを感じて 
初めて昭んだホ国の地，西ドイツ 
は、まだ、辅ホで薄晴く、をく息 
が白くいかにも宽そぅ。体力、脾 
轰 Q 綱整で I 二 n 問をすごしテスト 
マッチ(練巧試<己均為にフラン 
タフ山トホへと向った。 

ブ5 タフルトでは，本大なま 
での調整期閒として、閔ドイッの 
クラプチ]ムと、試ををやり、ホ 
人達にがしての彼れと試をを重わ 
て、試みの流れを覺えるをと、化 
人達にがしての.对策が課遲ときれ 
た0 

し4し，どこの試合撮に巧って 
も、とにかく酱く事ばかりなので 
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妄 る。 

まず化乂連于の身軍，评赔が、 
:11^^に比べると大きい哥。初ゐ 
で、 藉験 ずる. をにとっては、毎る 
だげで圧倒されてしまい、白卸円 
身のプレ E がここで通用する灼か： 
不安で' をむ 竊間でもを「わ。観衆 
が多い爭も r つだ。 ふと、 y ぶで 
も ぁんなに觀衆の前で プ レ[がで 
きれぼと思った。 

さすが本場. 西ドィツ だな，と、 
つくづく思い知をされるょさな显 

阻钥は今思い出してもぅらやまし 

、〇 

V 

試をは、一部り！ ダが モー ムから 
'ーハ部リー グ Q チ].ふまでの9チ. ^ 
ムと巧なっを が、どの 中— ム も、 
白が連の持って いる力を充分'に 強 
權しでくれたし、 また、 ホィ ッス 
ル も、寇かに口 ぉがいきだった。 

- 試を、一 試合を搞け-おると心に 
棟る'試を だった。 

西ド J - r ツか らポーランドへ。 ヮ 
ルシザヮ を港に着き、まず磕 じた 
卓は、共驅因で ぁる益に、 日本と 
の董が はっきり-担 わかる。 円本で 
巧む沾•原子 山の 時 巧といぅの 
に、ポ6ランドでは、石おである' 
追路では、搞卓が ホり、私と して 
は、描棘で 摩なかった。 食軍にし 
ても、ポ ' i フンド 側としでは'、 最 
巧の料理を巧して いるが 日本人 0 
口に合わず、あまり.食 バられなか 
つた。 だが、口ぶでいうなら京都 
琪をとでもいおうか、ホい建物が 


多く、しっとりとした町なるは環 
墙として愚届でしお。 

^4^<をに人り、口本は、ぉダル 
I プで、強豪にはさまれた。ル t 
マニ了はモントりホ！ルオりンピ 
ッグの缉 V タリストで志るし、ポ 
II クンドは錦^、ダル。いかに学化 
十かョ少ルとはいえ、主力はホり 
ンピックけお運ホでホし、辄めか 
ら腮資はわかっているが、どれだ 
け我々がくっついでいけるか、ど 
れだけ通用するか、岡おももちろ 
んありました。特に、ル.！マニア 
とほ、後平十分まで、二点をで项 
骗ったが、平均身長 Im 抓という 
大きさにちかかわらず彼らはスビ 
1ドがあり、をの上パブ-*-もあり 
茜戰のホ、惜しくもがし切られて 

しまつた口 

大型選手が、自本め-中型憑手ぐ 

らいの動きを平気で斤うのだから. 

端力がある山 

予遇リ I ダは I 驟 11- 欺で四位、 
祗泣決定戦では、ブルがリアに肢 
れ八祕という結果になったが、駐 
は、悔いはないと耻う。ずをこの 
太尝で日本が上祕に遞わには U 本 
人の弱点であ-る、長身遇手に対す 
る守りを強化し、よりスピードあ 
る攻拳をしなくてはならないと思 
う。この遗怔で爭ムだまを化かし 
さらに一地張っていきたいと思う。 
を？*^4を(新)、施本1^ 
蔚出 


坪子義明 

羽旧を化発してから；一週轉樓、 
我々は.、攝ぶの目標とす.る.ボーラ 
ンドでの世が学ホドボー少還 
ホ棉太省に臨んだ訳であるが、国 
酱试なの旌験が玄しい運手が妾く 
外商で幻.生巧も不頓れであった L 
言葉も不自をはしたものの、コン 
ディション.作りも、割合うまくい 

ったな 

を抗、巧ドイツでのテストマッ 
チではのびのびとやっていたが、 
本太备でめ試かは、あがった部で 
，をないのだるうボ、だいぶ堅さが 
為り、 H 本国巧とちがって走る享 
杉出きをい狭い場巧でのゥォ E ム 
アブプも瓶く、試合の結果は-聯 
四敗に操「てしまったが、姑ルー 
マニア顿でのすならしい閨志と报. 
聖力は忘れら-れない。な學力にお 
いでは‘ある程お齒絡レベルに连し 
ていると思うのピボ . 

国瞭鋪をを淫輸して感じた畢だ 
が、やはり-短大のぶイソトは、デ 
ィ フ ンスの戲化ではなかろうか 
この.ことは化荒前からいわれてい 
たが、樂監にこの a で見てなめで 
$しを。釋に、斗国逐手は 
•一対一になった時のスタンス0 
ぶいフユイント。—ポストで巧于 
を則きずってでも巧つ離引なシュ 
1卜。•畏身を理用したロンダシ 
ュート。•サイドでのホを預けを 
がをのシュート！。 


どれをとっても白舞の特「てい 
る身体をおかに活巧しているので 
ある。 

ホリンピジタ丽に騒がれた去日 
ぶ古子バスケブトボ]かが考えお 
した「忍まディ フ H ンス」 のよう 
な、日お人のホ枯にあった独場な 
ディ7 t ン K . をあみ化せをいもの 
だろうか。 

最後に審判の-研興も忘れではい 
けないと思う。 

■.ペナルティの取り方。•齊皆そ 
して逼塘..の.取り.方。•感悄をむき 
おしにすぶこと- ~。 

掉にホ.ィド、ポスト、のべホ' ル 
- k ィの取りぶは多ず日ぶと興なる 
ょうに思えた。 

本場ョ！ ロッバでめ画償試合を 
播驗しで、がをかの.形でこの体驗 
が自巧に y ラス.忙なるようにした 

いと恐う。' ( F ?- 里犬4与ザ 
筆、中大时商出。 

镇泪料值上 近普の西ドイツ 

ばで棄福 ス：ボ]ツ誌にとる 
と、第7同おが学を選手権の直前 
にな'「てブぺイ>^、すランダ、イ 
スラ エルを - b ホ国ボとつぜん，贯加 
をとりやめたのは、ボ]うンドの 
大会当掃が接国の柄祖貞お金を当 
捉の卡を—一人一口自ドルから急' 
に陪額妇巧ドルに蜡浦したのが迎 
由だ、とおえている。 


ユニバシア U 本協会とを日 
1 ド害に 本学述 は， かおて 
から' 日 木ユニバシで！ド雷へ 〔 J 
USB ) の加入を申請していたが 
な逝 L が立ち、口十ければ4巧巧に 
妻円を送りこむことになる。 

一: お詰び：： 本誌前号2巧あ興学主 
邏ホ植「を 日本ザ屯」慰ぅち FP 
化野鹏也遵 手(京耶塵大3年、 挪 
細〕の-をが脱けておりましを。お 
詰びしまず。なお、リポ—卜来菩 
のものも去 〇 ますが、この特葉は 
今月でげも巧ら.せていただきます 


を古屋のア ぶ誌前号で報じ 
大会白紙に たぶ ホ屋 巧が 目 年 
怪のアジ了 就技大查閉谁 地と.^ て 
立 幅補の 冉肯 をしている、といさ. 
ニユ ー スは 、そのを、 こ0 年の同 
大をはすでにィンドでの閣胆が搞 
おじて s ることが判り、白紙に賠 
された。 

世おか モジ ユ 3 巧が 日から- 
ニア延びる 如 口里で W ホ图が 
麥加しで ル— マニアで 顆 かれる予 
定の第 1 涵世典 ホ 子がユニ 了显キ 
橘は' 3 另 はじめめ ル^ マニ 了地輕 
©ため、今秋な月に延洒され女。 

虽 ホの火会は4月 U じからスウ 
エー デンでやをどおじ開かれて い 


一射 










世界へはばたけ日本のハンドボール 

(協赞者御芳名-順不同） 

株式会社萊口電機製作所 
社長柬口武雄 

奈鼓ホニ么巧如 03 

TEL 0742—44—6161 

や 川 石灿株或会が 

あ柿投社長中り! 朱 治 
干 020 盛岡ボ菜鼠 1 下目 7 甚 17 号 
甩話の 1 目の汾一じ代) 324 i 

i 匡豪品並に语康巧巧巧を商社 

〔株） か 田 島 

本社巧营が上巧も- 5 す 025 TEL01 目の- 3-5162( け;) 

,直業所花巻，盈岡，水恥一闡，大お渡，謀ち，宮 
i ホ，欠窓，青森， A 戸，お郁，むつ，イ山な， 

. 君鲁 .し. まり [L 気仙お,秋の，大館•操手 

綾 合ファッシ3ンゾーカー 

被或会社 ワコール 

取辅巧社長塚本幸一 1 

東京‘大阪.をが.名古崖，福岡.相魔. 1 

コロナとマーク 11 の 

岩手トョペット 

本社盛岡巧上田 2 」 •目 TELC51)32U iiX ) 

祿式会社久保旧狭エ j 

代表者久保阳広 一 I 

A 尾が南 本 町四 T 目 化番一お号 1 

TELO 巧 9 一 23 — 02 泌 [ 

千葉県 ハンドボール 協会 
会長浮さ貞雄 

1 東海漫材株式会社 i 

1 ぶお；清水を北協 242 1 

支店浜おホ下石田町 17 のの 1 S 

営業所小山，を京， 相模鼠 兰鳥，當±，兰 1 

保，が津 1 大が川，稱リし潭田，をホ [ 

屋，巧日ザ，大限，宮山， に 為 i 

株式会社横山間店 
横山 普 

(巧 3 同 イソクー パイ 毕ま活巧 か 商なち お） 

おぶホ渋川 4 日 8 TEL0543—45— 3482 

アサヒスポーツ 

福井市お本 3 了目 4—2 

TEL 0776—23—2555 

広岛県 ハンド ボール 摇をお 

パ i 上病院 

広島市曜町 2 〜 33 

1 TEL 赃の一 61 — 3782 

宮±垂エ指おスバルサ^ビスエ場 

CW ) 野田商会 

野 田 勉 

(京 9 回イ y す一八ィホ巧巧み窃ぷ澄を ) 

常水ホす世の J 1 T 目 69 TEL 0542 —52— 6? 日が化） 

! 学生お料觀造卸 
i 株ぶ会を胃 M 

[ な岡が問属巧が 

L . …一一 . . . . - 

化陸電力株式会社 
福 井 ま 店 

福井ホ因さおエ T 肖 4 番1号干 310 
竜詰げ口 6) @1212 累（化寒） 

\ 星巧タト電気工爭設 ft 施工 
[ 火災報知機談楠施工 

1 が藤電機設備株式会社 

1 化表取お役伊藤じお 

! 福井が紹化 2 下目 2 を 1 号干 910 

1 TEL 盧業部 (077 の 22- 巧〇[]«〇エま部 2i- 巧郎〔化). 

3— ロッパの巧 

タキザワ ハム 

取おお社長请於武 

1 静岡ホハンドボール協今長 i 

1 を永秀一 1 

于が〇 静岡市未な; 町 1 の 3 

TEL 0542—71^6240 

ず敦 産の カントラ大版 ■骑 

0722-33—0003 

TSL 0722—22^2103 

\ 

ハンドボールのことなら./ 

アクメ スポーツへ 

を瞬会社アクゾ三祀-代表取絳投， 中 倉健 治 
捕おボ岸町 4-20-11 1 TELO が 8(22)13 卵- の抛 

金般一統めを物，を産が一堂に制う 

をおステーシ a ンデパート 

をあ 駅 地下1 取綺殺社長 洩お外郷 j 



























































































レ I ベルゲ；楽しをに終る 


補東磕行の递次、 H 本に立 
ち寄った西ドイツのクラブチ 
1ム 、 BSC (ベルリ！ナス 
ボーツタラブ)•レ！ペルゲ 
との親蒂試をは、3巧 W 口京 

都 府立体肯 館で 馬 か各 i 試を 

如 日泉京識布の東を重機体育. 

簡 でぶザ 1試 かが巧われ、目 

本柳が擾戰のぅちに終った。 

西ドイツ.チ]ムめ-来日は抓 

年9 月の OS じ •タイン < ゥ 

ゼン(みず：}おお。 

気構えちがったシ—ズンの差 
□. ..どぅもはじめ-から、気稱え 

- -- - t 1 . -- ..ttF. 

V もす第 1 戦(おお) 

SSC - 2、516で大和锥巧 
11了1日」1 某脱} 


レ t バル 

ゲ 


716 
扣きかけ 

04300 百〇ひ 000 

ブツルブルツ トト トルン 

ケ グレ 

-ルッ T ッィル V ルデス 

ペリ ー メ勺 【 

-ス己 K 次べ-ュ 

y べエ 

广」ムルテフロシホシア X . シ 

K P で，.‘福ホー 

G 里請き田 J 

测廳山本海恭化が宗納野を守 


悼丸宮巧增褐澗當巧幕揭田 I t 


2 


T 

F 


じ おブ专ドち，。巧 X ち- FT 為档日 

得〇 02220150000 

C > 太和その地のみ場 者 FP 河 野、 

义化、窥川(いづれも得〇) 


がちがっていたょぅだり 
下部リ！ダ茹摇とはいえ お 能の 
西ドィツ子 t ムと志って、相当 Q 
桌 山が 裡擇 されたのだが、すでに 
シーズンホブ、しかも智化施巧の 
あいまとあっては、気菊もをがを 
なぃ。 

日本 測は、これからが本格的シ 
ン、〇:本リーダの酣幕を待ち 
わびる子]ム がま 林。莱 丄戰爵 .子 
の京都を どは、逊 元の レベルァッ 
プを企 「て、 東.お、をホ 堅、 大阪 
からを日本 タラスの" OB 。 を呼 
びょせて视が才 r ルスターを 編成' 
しわ ほどの 栽奇 ごみだった。 

可 ホ子帯 y 職〔調ホ〕 

東 活垂機 3 f 巧 1 3 一 BSC * 
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□ …：.それでも、^ チ— ムによる 
を园リ]ダ(ブンデス-リザ〕の 
す^^下のレジ3ホル • リ1グ「ベ 
ルリン•ディビジ 3 ン」で2年つ 
づけて2位といぅぶホは、きすが 
と思わ也るプレ！をみせわ。 

第 r 峨は日本 y f . ダ加盟で意氛 
あがる大巧が U 分5!2と化阿し 
たが、レ E ベルゲは援ザ、小お〔 
閒弧)をシュルッ.の述梳得点など 
で形勢をかえた。 

しかし、大和はのかすぎ興び波 
にのり言泰 、巧 海め活羅で； 5 か 3 
とリ ード、 一気に引急はなず 
みとみえたが、 W か同点にされ、 
そのあと決め于をたいて引きみけ 

ち 

第 2職は日本側の完腿。 


▽劳子 Ci 町. 输〕 


京都ホ— 7 /巧1日\ 0 B S C 

ル ， スタ 3户如（5、 


レ]ベル 

ゲ(西ド 
イブ) 


嘴 〇 100413 i 円 Q 
かケア ュトド トゲク 


ベル 
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ユン 


フ、八ル 


^ブ 
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一如大 BB ル大 BS ルブ グ 

夕【戒 〇〇 - 産〇〇 【真 8 が 

スコ 部大南 n 都な 大コ化巧な 

いワ京同塔 置かが同ワ cf 

S ct(,c c ( ((yK^^^ ^ 

別 田 村 田岡 沢騎妓 井橋 村 内達 

扣 山 松飯平西を 能中ち，二ち ホ 上 

巧 〇 〇 6 2 U 1 3 ひ1 3 36 〇 
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□…… 一ぶ 妇男では、怪 費の 都合 
で、 ベルリン地区 上额 yt ダで 活 
躍す るレギユラ.—ク I ブスの.あ.すが 
桐わず、甲均 f は網すとも、 祀 
ホとち：：':〇 

京都 戦では S み 8 i と 引含は 
なきれ、戦患を そう典。， 京補側も 
寄の 香に 思った か、オリンピブク 
適すの中 ホ(大同 特谦銷〕 を、ほ 
とんど，温が*したままで掉った 

男子第2戦キャンせル 
□ … .： これに思れをなしたわけで 
も あるまい が次の 大幅軍扇戦丽日 
故幅をと カゼひきなどを理由に、 
試合のキャンセルボをしこまれ、 
束京補金をあわてきせた。 

幸い〔？0第2邸は、無料公關 
と をって、 大略署 気のシニアクラ 
.ス をまじえた 交歓試ん’ 口に 姐り替え 
た。 

ところが、饭 の、 燕村(旧 陆- 
乘〕 GK 谣本ら新旧のを日本 湿キ 
が加 「た レー ベルゲ 側が、 S 木リ 
]ダ主を復活をおうレギユ ラ^を 
食って しまい、 これには ディ [ホ 
1 ■ランド 闹 おち太喜び。「これ 
こそ寅の国陽親蒂 試合。今回城旅 
巧の最大の 祖 いぉになる でしょう 
」 という ほどの感賊ぷり。 

□ …： - BSC ，レ I ベル ゲは一 化 
四五年 創立、 了 競技千み 百 人の会 
擇を もっている。このうちハンド 
ボ ー ルは 男女測 人、 年令、実力を 
どで巧 タラスにみかれ、 我ホ 成年 


♦男子 玄敏 試合(調 蛮 

5け^い艾刖志 大商蒂 気 

ゲ 、义麵 
竜 気シニ 

7 溫賦 

A 保 点者 > 〔レ-大混成〕 飯 旧9、 

フ 王-ー ッグ、ホ 1 ブッシュ、ラン 

ドみ3、ル松 画、 驻 U 無 i 
(大以 も藤、 かを、橋本、 お 口を 3 
能 波、 お 化、 椅原各 日 

か 穿 i チ. 1 ム.が：リ ー ダに 化 場する 
少年グラスが 9チ.^ ムも.. あり、 
一家が C ンドボ t ルを皂 という 例 
も 少なくない。 

「全同り T ダ遍 加が扫標 にはち 
がいないが、 それには齒贵な運 手 
を意認的に葉めをければ、 とゥて 
いムリ。ずむとこる 窺し みながら¬ 
のプ レ— で榻足」 〔ランド 团接)。 

中、むはママさん選モ 
0 ……ぶ 子は、来口*^ ン，ハ t が y 
E ダのを 力でもを るが、平均 
加ブ 半、 KtK のティ [ル(欄細) 
は拙本 だし、パヮ[ブ ををせ 
たル r ッ (调训) は扣 ホ、 最も若い 
フ レッフ (阿柳〕さえ别ホ だ。 

ラインハウゼン 来日の時と 同じ 
ように 「技術的には 学ぶものは を 
かったが、ホ师になっても、ママ 
にな.っでもハン ドボ I ルが できる 
鸯 境がうら-やましい」という S 本 
遇 手の盛.想が、ただ 一つの、 それ 
でいて、なんとも大きくみえる" 
お渡，.の 大会であった。 


— 2日 一 



































ミシンから… 

エレクトロニクスまで 


エ梁用ミシン I 暴庭用ミシン < 電子樹器 
福お-家庭電気製品-撞製附帯おお 





口 * 忘を做 E おな巧ち过 


を》本部まちが巧宿区孜さ巧巧の 
巧枯 03 (£の)の 4 K 大巧を） 


llrK コアブック」草稿まとまる —— 

y 本 協を技術赛貞会(旧， 技術 部〕ではかねてから 研究を 
進めてきた「スコ了ブック」の晋晴をこのほどまをあた。 
細部に檢討を加え把ぅえ、 1^*^巧に 1 做販売にこぎつけ化 
い盘阿だが、読者からめ 磨ぶ を求めている。 

- 日本協会技術委員会— 


〇はじめに 

世は情報化時巧といわれる 。 K 
ポ ] ツの歐界においでも则化では 
ない。しかし、ハンドボ I 此おに 
おける情報化は野強などと比較ず 
る.と，これまでのところ靑しく不 
十かで苗「たと旨わざるを得ない 
をこで今般、技術部里■の年 
度'かをは技报委)では、情報化の 

一つの試みとしてョ— ロッバの刚 
をどを卷.考にハンドボ I ルの「ス 
コア プ ッタ」 を苦えでみたので、 
ここに-こ辑かしたいゴ 
な「スコアプック」の概葉 

「スコアブック」は A 試を成賴 
一 奪表 VA ゲ—ム摇掉表 VA シユ 
1卜集計亲 VA シコ I 卜が爾表 V 
の4疆から-成み V 
1、试を疵摄 I 畳表 

この 表は 「スコアブック」 の 目 
次に碎当する 部 かである々 
試合の基本的な巧目ずなわち、 
犬茜を、会端、.チ t ムお「得点、 
日時を試なをに記入する。 

日、ゲ E ム摧陆表 

じめ敢ほ、試を，甲に記踩した資 
料を菜め V 、をの试をを操活する 


ために用いる。 

通常、味ぶ、巧手の2枚を昨戚 
す。また、味ホでないチーム同山的 
の-試かを記録してもよい。 

記入する場合、ゲ—ム槛お欄に 
巧必ず、そのゲームの撼括、故省 
などをとり.まとめるぶ 

防禦な學陣型棉には、そのチ] 
ムの显本型を灌手を(辞番号)が 
判別できるよぅに記入する。 

遇ホ個人欄は1も「とも重耍な 
事項である。できるだけ詳しく記 
入したい。味ぶチームについで社 
適昔、智略してち稱わないが、を 
地的には悼方刚を値などを記録し 
ておくと劲果的で苗る。 

3、シ^1卜集計表 

試ん P 度、シュートが況表(後述) 
をもと.にしで、邮をホ別、味方、 
相ホ測の4牧巧成する。 

4披'はなぶ•相手別、语ぶ•シ 
ュ ー ト•ミス測に集計してもよい 
(この墙を、チ王ンシュ I 卜に珪 
意する：} 

絞評槐には嘘方、相手煎方のシ 
ュ t 卜力の評価、キ—パーの卽祇 
デイフ王ンス巧くせなど気かいた 


事巧を冀氣よくまとめておく。 

記入にをたっては、シューター 
を感、③…：’ C 番4を A で团わ.一 
铅点を— 

シュ^^トミス - などのよ 

に昭号を巧いる。 

なぶ、「シュ！卜集計表」は划 
揭のヤ y プル〔祿式〕と同撰の-巧曹 
で相手チ！ム.かも作成できるよう 
に醉赏する。 

4、シュートがお泰 
試合の' 禪点摇過を遂【お録する 
もっとも基本拘な實料.であ-る。 

お熟度または試を度開によって 
は、ずべての.鞋過を記入ず.る因が 
困驰な疆かも-考えをれ-るので、2 
をでか出記入ず.るとか、がのよう 
に段階的に配 A するなどのエまが 
必要でをる。 

a - シュ J 卜時 & 被遮(得点、 
失点、シュ J トミス」.のみ記 

A 

b 、 a に加え反則台記人 
C、b に加えシュ E 卜に里る経 
過も記み、 

報号は化めようなものを巧いる 
NU ノーマ I クシ J I 卜 
L リロ y ダシュ t 卜 
M りミドかシュ[个 
P りポスト 

S U サィ F 

FH フリ1 K 口 t 
7 U バナルティ•スロ— 

霞リホ擧ゾンバ 3 菩晋1 ) 

⑤ n 防灣メンバー〔背番号 3) 


…り人め暫き 
ドリブル 
ボ— ル©動.さ 

— il*-u 傳点 

- リシっ1トミス 

な 「スコアブック」のわらい 

1、 A ゲーム撼描表 V は，ある試 
宵の基本的情梢、すなわち試合名 
目時、溃所、チ t A ぶ、得头ぶ、 
舜禪から强半桐人の成稻師微まで 
を具棒的に配.乂して、また最をに 
試なのポィントを文章で撼おする 
よぅになっている。 

逍が、魄方、相ずめ2なを 
するが、勿論、第三者间おのがを 
を記入してもよい。 

吐方テ]ムの個人成靖を具化的 
に記録しておけ-ば、漲臂で選于の 
房配を焦点的に巧ばしたか、弱点 
を强化することに役なう。 

また1を期的な阵力測定 (ボ t 
ル おげ、棚 m 振ま、 千 五百 m をな 
ど)の記録、健玻該断(身長、体 
巫、脑班、蜡壺状趙).⑩記紐をと 
っておけお、よ ぉ科爭 的を考裝が 
W 能となを。 

巧手チ—ムむ邏手の記録をとっ 
ておけば、なの-試かまでに署前の 
が軍が立てやすくなぉ、あるいは 
これがやらずもがなの喪点を陆ぐ 
ことにをるかも知れな. い。 

2、 A シュード集計藻 V は A シュ 
]卜枝お表 V をもとに、隨半•を 
ホ挪、味方-相ホ則の4杖を萬則 
ずる。 


— 30 — 
























〇 前半 1 

シュート数 

20 

1 得点数 

1 

10 

チーム _ 

A 大 - 







後半 , 

(:敝 く PT 

15 ) 

i (除けて 

5 ) 


率 5 G. 0 % 

(隙く PT 城 ‘ 3 %) 


撥 


感ロング，右上が段かった 
相で G 反，左上は 滅法強い 
左 サイドの攻设が少ない 
感の左 i : は 請 まおて い. 為 ' 


辭 


畦ぶチ I ムの得点のぺ]ヴをぶ 
わば.、相牢チ！ムのディフェンス 
の謂点、ゴ！ ルキ ーパ]め前ぶを 
極が的に把えることができ、まお 
どの巧度から.均どの位置へのシュ 
T 卜が雜お的でお。たか判明する 
桓モチ t ム のべ t ジを泣れが， 
味ぶのディフ立ソ K め强化、ゴ！ 
ルキ [パー の疆点.の是ぶにお立て 
ることがで会、そしで巧串シ A 1 
クーの廊も判明する。 

これらは補晋で、具体的な unit 
を立で易くなり、また、.なが試合 
で実鉛的な戦術をなでる横に、瞬 
めて®なを料に..なる C ズ である 
3、 A シユ t 卜恍況表 > は、シユ 
1 卜め経過を成な、失映にかかれ 
ら.ず 達】 記絲すること忆ょ「.て、 
'あとで試を切再惩を可能にせんと 
するもので苗る。 

掠に <. ゲ T ム體巧表 V や、 < ぉ 

ゴ r 卜集が泰> では判別し錐し T 

シストかをのシ.ュ t 卜に至る会.っ 

かけ'や、フホ T メイシヨ ソ .を把握 

ずれば、味ホの釋点丸め離化や、 

丧点の诚少にお立つ(ズでぁる。 

ま化、この分拆中に判晒しを 重 

要爭項のポイントを A ゲ—ム.総括 

表 V や A シュ E 卜 集計表； > に齒括 

レておけば、报の.試な好か戦を な 

てる上でを劾であるな 

な上のように、この 「 Kn アブ 

ック J 巧試合前に尊キに与える 

注栽爭おの没おのみに限らず、燥 
晋における具体的な§の設をや 


或擊、防禦フォイシ g ンのな 
吿 * ^ンバ！子 Tt ンジのて夫をど 
戦術：なの強化などにも役立てるベ 
きで志る。 

そうすれげ、ハンドボ—ルの火 
摩な喪張である椿神力を、単なる 
聘攸からを理的、 実証的な < ッ'ド 
ブ t グを.ともな.「た、.さらに 強 理 
なものに発展させることができる 
P あるう。 

〇 おわりに 

この「スコアブック」はなにぶ 
ふ.辄めての試みで.あ.り、 K - 充分な 豪 
おも多<懸をされるが、瞥撮のご t 
愚原を參驾に、きをにょいもめに ■言 
育て\」いきたいと考えでいる。 集 
日 木梳禁は、遇まにいちど「ス 
コ了ブック」 を、もる出版社に攸 卜 
顿きれて、席輕し、】玻た売り出 
している。しかし、近年のハンド ー 
ボ E ルは、ブお E がいっそうち巧 

化、高度化し、モの f が復雄か 

つ窩等なものにな「ている。 シ 

まを、相ホチ I ふに封する研究 

もさかんとなり、デ f 夕—収衆は 

f 上がかせない。 

有 山备ホ[ムでは、独自の「ス 

コアブック」を者案し、撰立てて 

いるょうがが、日本協甚にがして 

この面での新研巧を望む声查局.か 

可た.のである。ザィデオテ ー ブあ 

るい.味日.ミリブィルム全盛の中で 

バ—バーにとるデ—す収集は釋來 

への窝料、史的データとしでも評 
価されるべきも巧があるう。 
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シュート状況责（訪乂例） 
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B 大 



特記 _ 审巧 
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ネ ー ム 
帖1 


A ホ 


2 日悼::;トロ 


非 


S 大 


A 火け前後半ともロンダが蘇まリ柴滕。 

巨太はロンダ、サイドとも弱いが2番の速攻 
がない。 A 大3番め於りにを盘。 

B 火は前半10をで精神的にもろい爾が出た。 


悼 記事 項 

@ □ングをを瓦 
( s ) 右上を見て左でをし 


必一^ 愤バス々ット 
A の房り起し 



が合が績一貴表（記入側) 
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ザ巧 口 
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1 
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10 - 5 ] 
, 15-7 J 
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B 大 
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A お 
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20 j 

い。 - 10 ’ 
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[巧 

G 大 

日ミ - 目，扣 

14 こ 0白 

C 大 










ダーム総ほ表（話入例) 
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A 太胁御攻柴邮型 


「スコアブック〔の様或 





























































































































世界へはばたけ日本のハンドボール 

(協賛者御芳を-順不同） 

が祭設計施工 

県知事許巧（:肢一が）蔚1849号 

協和 建築 

巧表者本が 正 信 

奈货ホ下山町己 2 の i T E し〇地一別接識巧屬 

サイエンス 0 晚利=跋群の機能性 

A rm A Y BEST QUALITY 

A SPORTS GOODS 

日本ゴム巧ち会社 1 

おがア廿ヒゴムお売株式会社 
お-本県見利ホ驰连:町化番地 0284^41-2167 ! 

ブリ デストンタイ中 

那須工場-お木工場 

を良県/、ンドボール協を亮 1 

挪巧俊 夫 

于6お天班市な筛耶 

TEL 07436-4—0132 

各種义ポーブ； f ] 品 

田原本 スポーツ 

ななお强城郭巧原本町 

TEL 07443 ® 2263 

名禮精视プレス姑王，金朝,省力槪器，殺計戲作 

清国産業株が会社 

化表取柿お淸水国善 
本礼•工場楠木県を利がル惧巧西大巧 2 の 0-1 

TEL 0284 (62) 05 1 3 (大代） 

社み良いくらし往みよい巧境 

(株） 都商事 不動産部 

(代）小 呀彌都巧 
千 3日9^0 日 硫木的河内那[.二，川な太字上郷1触3 

TEL 02855 6— 5 525 (巧） 

杏林会金岡病院 

がホ中長尾が2 了の 

TEL 0722_52_狀4王（巧） 

スポーツ巧具 

1 ノダ 運動具 店 

i 奈岛ホ三条逍り T E L 茶技巧め5662 

し- ，…" ，—，■■ ■■ … ‘ ‘一… 

棘式会社 日進商会 1 

横滴 お 潘北展措が 701 番地 
電話 045^541—7881 (代） 

! 宝 タクシー 

無構お車センター 0日2—日の一60日〇晋 j 

ま交通株式会 > 社 
_ _ 革古屈市熟 W 区を馬が 4 -13 

医恶おが売業 

鏡井上-誠昌堂 

1 巧责取陆巧社長 井上塩六 

本社-商岡巧な岡で植川如日0 TEL 31 -日〇日 1 C 代） 

アデダス，プーマ，タイボーパウ 
トレーニング •ク王 ア特构店 

ヤバネス ポー、ブ 
稱原康な 

清みボ大手 2-1-9 TEL 0543-66-1603 

クラウン•カリーナ 

豊中 トヨ ぺッ ト 株式会社 
代表取締役 ル 西清骗 

1 を中ホ碼津巧も4 TSL 06-863-6501 りた) 

株式ぉ祖 高 田 組 

巧表取綺铅高巧義一 

(ち山恩 A V ドボ r が控皂民^ 

富山巧 を 巧1沪ミ 

1 美津度スポーツ特約店 1 

1 1 

1 みなみスポーツ ] 

1 1 

1 藻:海市宮木島町化見1了肖 j 

1 TEL (0560) G 4— 5 60 0 j 

新漏県 ハンドボール 協会 

招 崎ホ栄邮 5-16 • 枯頭:!:業な 殺 
TEL 02672 — 2一517日 - 5179 

石巧 シ ー■/\イル■ロッデ 1 

〜夏 はを宿卑はスキ i 

: f 請1巧畫?品 ■:? ir ぁ1 

1 : 强線サ星!^挪滞繳端护 じます 

1 お潰県おお沼耶逝おが醒山8のめえ02578@3229 : 

まレナイロンカーぺっ卜製造元 

東洋カーペット 豐塞 

: 、たが，下媒金: おホ 南森本 巧7日8 

1 本に丄お TEL (0762)58-0 抗8( け） 

! 加賀ち W ! 

(有）宮口染玉場 1 

i 金沉ホ祖卓町がじ觀)設—徽 ! 








































































日本協会公認審判員 

中央研修会報告 

大麵文雄 


n 本梳会公認霜利孩みおが修会 
が、 3 月对 、逊曰率を狀巧の-岸記 
念商会輯で巧われ、を聰秘光曹 
判部長、藤の A が、嶋巧新太郞西 
菁娃昌をはじめをプロップ、各全 
圃違盟 、各報遣肺昭 B を虽聊部長 
らが-ぶが出席した。 

A みは、お靡部長が、昭和 报年度 
から霉判部ボ審视委因なにな称さ 
れるといぅ口本協をぶ针を點 明し 
たちと壺刊界の堀がと今後の施策 
についで、大耍灰めょぅに述べ、 
議事の 口 化を切った。 

I ： 害 判が巧鹿おと今をの施黄につ 
ぃて〕 

0 JH A レブエリ [ コ t ス . 

若い優秀なレフてりの育成を 目的 
としたコ IK が、今年度より票跑 
され 削 ぉが受講。 

当袖、帯朝部では如〜如ち程度 
とみで、の太を歲を：を^を し 
ていたが、/巧り 日口前 頃で閒お 
となり 急きよ肯少年とンタ ！ をず 
.抽 。さらに2 〜 3 目後には卵を近 
くに连しで、，巧びを骗を B 体大に 


雲.更 しお。 正に うれしい 誤算であ' 

った。 

した だって、 体協 j 日体大のを 
堀変更の緊急 遥稱を、 各都道衍県 
協会部長から受謂をに しでいただ 
き 把い。 

この n — ス は、 前、 後朋それぞ 
れテぶ卜をするが、前留の結ぶ、 
K — み 格の 帖呆が化た 視 かには、報 
期 (8 月 W の始まる雨：！！に巧試験 
を巧う。 

実技テ K 卜 ほ、前畑は巧わず、 
極迎 までの 間に、辑辄道が県で 5 
試合说上賊き、各部長は す 錢に評 
麻を記入し、提化させる。 

强都遍 商が 掏 避韓判部の 組鬻づ 
くり：.：， 日本揣をの甚判委は、错 
を、 都道 廊狀着 判部晨[ブロック 
部提|禁を国辿頭箭^長1蒂判 
實あ孽貫会 1 ル[ル研视要昌会と 
いう 哲 織で髓成されているが、を 
赔 でちそれぞれ、このような組織 
づ くりに取りく み、審判 巧の 資寶 
向 h に努ぶしで欲しい。 

したがって、今後、も県に対す 


る 審判に賴 する 連結は 部長 宛に連 
腊ずる。 

理を 日本太会藍判 貝を帶につい 
て…… 照 iiW のを全圃 大会0胆当 
を例年 どおり. 带削 部を间 要員 会の 
手に よって课-迟 した。 

n ぶり f グの 割り .あ-てについで 
は、多少め 裝黄も あるので、この 
瞬 点での 公表は さける。 

口ぶり—ダは A 紙奢.判屆が吹く 
ことに なっているが、 を年 制など 
でを りない 撮合ち おこり 得る が、 
B 戲蜜判 罔で補う。 

なお、 昨シ EK ン 、太会直前に 
なって 辞返者が出て、 その 大 をの 
運営にす-障を きたした 例が ある。 

今 彼は、辞退の 場合、 早吕にブ 
ロッタ霎判部長にホし 出る よう 指 
谭しで 欲し. い.。 

〔講演•日本め レ 7 K リ ー を-部外 
まの立ち-場から みて。勝お まに ( 
日本協を普 瓜指導担当理專ピ 

口ぶのレフ ^ リーは、 ロポ ブト 
レ フエ y !、 楼枯レフ H リー にな 
りすぎ ていをいだるなか。 

あまりにも ル]ルブックに忠冀 
で、 きまじめと いうか応巧が 利か 
ない という か、 画一化されすぎで 
いる。 

かきな'、、 スを 燕れずに•ハンド 
ボ—ルの木来のちのを失を わず、 
ブレー ヤ I が满胜 する ような 個性 
豊かな巧ボ巧けるよ ろにを0 研究 
して欲しいものど。 (巢旨〕 


〔競技媪视城 解釈 上の 問屬 点に つ 
いて。 廳巧審 を妻長ほか〕 

別'揭 のとおり「ぺホルティスロ 
I コンテストにょる 勝敗の 化を 方 
を」ががをしたほか、普判卷査一 要 
員 舎の韩吿として次め 4 点が発表 
さ机た。 . 

思チサ！ジングとブダシンダにお 
けるレフ王リ 1 Q 怔藍が遮切でな 
いため、逆の制ををされでいる墙 
をがをる。 

をのゲ—ム.のスピ]ド、セット 
オフェンスの批强を 勘 哉して、 レ 
フ正リ ー のを 置を 考え、ゴ ー ルレ 
7ェリ-^ とおンタ]レフ 王リ] の 

巧綺をを実にず り、 レフ TI リ T の 
变巧期にけ適がな 判断を もってあ 

たり、ホフ正ンスとディフェンス 
の怔疆と動呈からみでが断のあ.る 
判-追を 下す ことが 永がである。 

風捏遗ブレ！へ.め判定が廿くなっ 
ている。シュ]卜の麻の 粗霜 行為 
がそのままになってしまっでいる 
が、 ゴ] ルインの-後にち迹顿な她 
置を すべきでちる。控を 、退場 も 
思い切って やって被しい。 
通ぺナルティスロ^赃.*基準*を 
昭福に をって判をずべきだ。 同 か 
I スでとるもの-も、とら' ないもの 
もある。いらどぶ逃すととりにく 
くなるのでを意。 

盛ミスジャッジのあとの処理が憩 
いために、繰り语してミスをおか 
ずことにな.る。 g 信をもって蓝を 


がくことこそげ 耍 である。 

このほか「よく鳴る巧を封て」 
という忠尝がを レフ 了 _リ3におし 
てなされた。 

:.質疑お暮：1問 L 嘗判委の梢せ 
んする 「苗」 おどこのゾ t 力 I の 
ものか。 

巧残念ながら国産のも面 
はよくない。了タパの「ザ 
■サン.ター」というのがよ 

、じ 

間3蒂利肴にサッみ]協会制を 
のものを巧いてよいか。 

巧ハン F ボ ー ル恤会製の 
を帘がまったくない0で、 
サッカ—の上着に、"ンド 
ボ！)極会の7ッベンをつ 
ければ、それでよい。 

開3 •フレ f ヤ I が、おがつった 
などアクシデントで、が愚に赫お 
場ホに化た墙ム ロ、 どう姐經ホるか 
符両レフ， iy — はががを 
よくみて、拙得の上で交忱 
，’ .夏す の 入場を 詔みる。 

間 4 捏雪判 封の挫别として、レ 
フ エ リ]が明查らかにル f ル上の 
'ミスをしを握合、その ゲ f ムを止 
めるごとができるか。 

苔み 正 交けについでは吹 
けるが、 ル— ル..上の 問避 好 
時には中断寸ることができ 
ない夕 

もし、をのようなことが 
おきた竭合に待、よ将がア 
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ペナルティ スロー コンテスト 
による腮敗の決を方法 

所をの 厳 技 時 隅が終了しても賴敗が決をしを 

い瑞合には，ペナ ル テ‘ f - ス ローコンテストに 

よって決を す る こと がで 舌る。この 場合原則と 

しで 化の 方を によっ 'で巧を う。 ’ 

1. ぺホ ルティースローを 巧な う ブレイ 中一は 
その谎な ■に赏绿き れたフ f ルドブレイヤー 
(F P) でなけれ{をなをない。ゴール丰ーパ 
- (GTO も同播にをの晴 おに登绿されで い 
なければなをない。 

2，両 す- — ふの 宝将と2 おのレ マュリ ーが—なち 
なってトスを巧ない.巧巧するゴール（一方 
のゴー ル） とお投あるいは後横を決をする。 
例：阳トスに 瞄ったチームがゴールを遇お 
した場を，トスに肖 けたチームは 先巧 
をるいは報投を還ぶこ とがで きる。 

閒 トスに踢ったチームが先投をるいは 
後役を運んだ靖な，トスに员けを于一 
ムはゴールを選おすることができる。 

3. 闹チームよりそれぞれ3を 0FP としをの 
G 広がセンターライ ン 上に整列ずる. 牠のプ 
レイヤーは.それぞれの ベンチ に看曲す る。 

4. トスによってをおとなったんチ^ムのド？ 
E‘P‘G の 3をのうちユ名がスローを巧なう 
巧のスロアーは搂:投となった B チーふの FP 
W‘X.Y©3 ちのうちの1をである。叔 T 交 
ぶに-名 ■一 投づつべ 十 ルティースロ ーを巧なう 

5. GK は，をの祁度入れかわをが，ゴール か 
ら出た G K は範披爾外に曲てゴールから6 m 
技 上はなれたところにいる。 G 広は現為する 
'ことがで言る。 

もなお觸服が決をしない場なに均，孰らをに 
10ちの FP (E，F■GあるいはW•X•Yをを 
む）の中から 1 ぞ ，がス ローを巧な う。 このと 
きおよびな褚侦巧するゴールとホ投あるいは 
を巧はトスによってがを （2 と閒踪にして） 
し，描'下をで-に勝が4の法寸るまでぺ女 ルティ 
ースローを行なう（スロ了^は文替しても同 
一人でもよ. い）。 

7. 馆友は， P，T‘C(Penalty Throw Contest) 
G が A とする。 

例'- ( S —— 

A チ^ム 1 日一 I ;_0 I — 16B チ ーA 

3 P，T.C- 2 

mi 延長溪 P > T . C によ っ て勝耿を法をしを 
漏 合の 例） 


でという-お 年 制を 実施す る。これ 
ほを 茵 大会のみ適 巧す る。 

リ—ブ頸の順化みを巧を (改正 )I 

日本協な 雪 判要は、3月の占-典 
耐控尝で、「リ！グ型の瓶をの決 
を 方 化」のな正を次.のようにがめ 

ち 

♦猜お强則扣贯「嚴はの遇當のぇ 
競拱甚の形式」(口)リ—ダ型"協 
当たりで驗点法により順がを決定 
中る方法。帳 位 決定はなの.順巧で 
巧う。 

が、驗点を2、則きみけぶを；、 
自点をりとし、点載の多い于 I ム 
が上位となる。 

閒、 W によって点改が M じチーム 
が山た場をには；当該チ]ふ呀が贼 
結果により、聴チ1ムが上位とな 
る 0 

が 雨 子—ムの对做稱思が引きか 
けでを「たむ、該当するチーム間 
田.却戳結 梁が1一| つ巳であったりし 
た場をおは、を競なで得た见(得 
点)^ら、を務おで头った鹿‘(尖 
点)を引き、多い方のチ]ムが上 
をとなる G 

(ホ草扣 一，‘ {ホ雲) 

3、 W 脚翊をもっても昭协が決を 
しない場なには、を號巧で语た点 
〔摩点.}の多いチ t ふが上畦とな 
る0 


ピールで尝る。 

問日 U の1 ( B 〕 ボ t ルが歲技竭 
の上の施設もしくは器具に触れ、 
ゴ—ルエリア巧に骚ちお時は、ど 
こでレフ L リ]スロ ™ ’ を巧クか。 

嘗レフ王り ー スロ]を巧 

ぅ塌 巧は、 ボ ー ルがなち わ 
地点ではなく、ポ—ルボぶ 
つかった 場所 妇下 でぁる。 
.したがってゴ t ルエリで内 
©上にぶつかった賠は、エ 
リ T 内でレフ王 ytK ロー 
はできないめでプリ—スロ 

!ラィン扑で巧ぅ。 

間6 U の6、 W 舟8の杂文にぁ 
るように、あとで遇な者を罰する 
ために、脑を敎同 b にあげる動作 
を、プレーが続巧中(進巧中〕に室 
臨斤われているか 


咨各大なでち隋に行われ 
ている。しかし タィミン ダ 
が推しく、なるべく巧うよ 
う努力しでもらいたい。 

ジェスチャ T — をぶずし 
なくとち、シユートのをと 
に、をの巧為が晋を•遇場 
に邮すれな、些をまたは退 
瑞をとる。 

問 7 ゴ I ルスロ] め笛は吹かな 

くてはいけないか。ゴ]ルスロ 3 
《帯が大きいため、運平が反則と 
開是いやす い。 

塔 ル t ル 止な吹くとなつ 
でい る。 逆は典をくとも 3 
種類ぐらいに吹きみけるこ 
とが 太. 切で、サイドさイン 
‘コ I ル ラインから辆去」らか. 
におた場をには、苗の杳が 


M くてもよいぐらいの耿き 
かたでかまわをい。 

潤8 ぺ女ルティ f ス ロ — の綺、 
センタ]レフゴリ t の位鼠は、ど 
Q をた.りが適当か。 

巧恃にどこがいいという 
侦度はない。湿半がポ—少 
を正しく投げられたかどう 
かがお'をれればよい。あま 
り近いと捐野が狭くなる。 

このはか、藤坦誰奄委貝おを、 
ゴ ー ル前の フリ！ スロ]の.巧をわ 
せかたがまちまちすぎる。正しい 
を置につかせてかをななわせるよ 
うに指專して敵しい e - まわ、敢醒 
部長から、チヤ]ジンダに閒逊し 
て、最近プレ I ヤ[が、％ K する 
時にもジザンプしで巧うが、この 
時め身体接触の反則は、ほとんど 


ディフェンス. 測め 反則になってい 
る。玻寧 有利に ならないよぅによ 
く抵 がを風 極める必要がある、と 
いぅを恵がなされた。 

{化年制(即す)を実施 

譲き の碌をにホ藤部長から、今 
後の.带利姜员をの活動についで、 
化の 3 点が 発言 さかた々 
0 f クイムキ！ バ ーとスコアラ T 巧 
制度 化忙ついて…取を、 お 審判 具. 
がクイムキーパーを兼ねているが 
禪 来は、 これを就 度 化したい。 
迈レプ H yl 巧 バッグめ作成につ 
いて競技姐が害が入る大きさ 
で、を、乎瘍、コインなどを人れ 
る も： 風 を作成する。 

通レフェ y !のを年獅について：- 
站 年度ょり即才 (如よををむ).ま 
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海外トピックス 


——杉山 帯一- 

CNHK 運動部•责大0石） 


i 大回お殊銅 
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取柿巧れ長 武田畜= 

本れ：を古田ホ中区が一下貝 H — け设ビ ル) 
TE しを古* (052)201 ぷ 1U 大代 B) で化〇 
ホれ：*巧支な’：大 1* 


圧倒的な宗顿ホ子 

ユ—ゴ、2大会に涅损 
すでに、いろいろな所に， 言 かお 
ている.めで、ご承知む誌おも多い 
と思うが、ョ— ロッパにおけるホ 
子 K ボ t ツ (梓に于—ムスポ]ツー 
は、購おといぅ よりも 健おの手薛 
としてのを 彩が強く がち 山されて 
いる.ため、いわゆるトップに 立つ 
て 競 巧 主が 忙スボ！ ツをとをえで 
いる層は、き.ほどを くない。 特に 
巧測語 酉は第一絲 レベルで ち、苗 
まり勝 お々々 というわげではなき 
を5、 いン ドボ I ルの遏合も、 国 
薛大をなどで活藉ボもえられてく 
るのは、圧倒的に社会、 お 葡画 だ。 

今年に入って、 1 二つの大きな卜 
t ナゾントが朽われたが、いずれ 
も上位は 1 いわ 蜡る素敕あ。わず 
かに 「スラ 义ブ カップ：(ポ ー ラン 


ド}」でスウて—デンが4化に度 
いにんだのが日立つ匙なである。 

「スラスクカップ」はル—マニ 
了がみ幌で藥ドイッを K —8 で挪 
り彼腺、 3 位はプルがリア。 

4力挡によ.る 「ポ！ラ I ホップ 
(/ ルウ王！)」もユ]ゴ、 棄ドイ 
ツ、ソ选の潑しい争いの'末、ユ I 
ゴ、系ドイッを得典点差でおさぇ 
授聴、 地孔ノ ルウ干 f は.〕兀敗した 

ビッダト]ホイントの f つ「子 
エコ厨際」は、東欧 S 力国が参加 
しで巧われ、ユーゴ、チュコ、ル 
!マニア、ソ迪が決勝リ t グ〇 

ユーゴがソ連に巧 I 巧、チュコ 
にの 13 、ルーマニ了に巧 1 巧 ( 

則きおけ〕という成撰で擾勝を飾 
っゎ。 

モン トリすー ルのも王—ソ連は 
やや徑調で「スラスタ，ホップ」 
では最下位(妻加8力国)に甘ん 
じている。 

目立つイタリアの動き 

巧子でこのところ目ざましい動 
，きをみせでいる'田がイタリアだ。 

昨年>-れ、ブォルリでジュニ了 
卜]ナメントを間普、ス.イス、ホ 
1ストリアなどをおさえて磅聴し 
たし、十ショホル于1ムもこの3 
ホ巧 Q 間にユ]ゴ E 、 スイス、ホ 
■ —ズトリ了、イスラエルをと7戦 
スイスと UIU の則普分けのほか 
ホーストリアにまで肉迫し 
ている。 


口 —マでのィス-ブエル戦は別1 

别 、 w と2試合とも賊貴がつ 
かをかった。 

化向の世巧遵を権では、なんと 
か B ダル！プまで進みをいという 
轉禪をの希望は、この熱意が患れ 
お果たせるのではなかろうか。 


ヨ1ロツパ■カップ 


火措めを迎えた第^:回馬子は、 
決職〔4月卽 R 〕 め 組み合せが、 
チュ K ホ•モス タワ (ソ 述) X ステ 
アウ ア•ブホ レスト (ル T マニ了.〕 

にがまった。 

チ王 K 力は準決腰で vfL •グ 

ンメルスバッハ (西ドィツ〕を如 

1 W、K (則きかけ】で破った 

もので、 ダン A ルスバダハにとっ 
てはドルトムントの ホ ー ムゲ ーム 
を、2点羞で稱としたの が 丽很李 
になった。 

ダン^^ルスパッハは、ベ テラソ 

の 巨砲 シュミットが、 下部 y — ダ 

の了 b d * ゥルフ タスに啄ったり 
して、 西ド ィプり ー ダでも塘 えが 
なく、 決遣 化の 單 みがろすいだ 

けに、 来年のョ！ ロッパ为 ップ出 
掘は早くも組望と いってよい。 

ブカレストは、 区 FUM •フレ 
デルシア (デン 了—夕) のをい T 

りを の一、巧 — 23 ( 則きかけ) 
で退けた。 

一: 者の決勝は， ホ リン ピッタ- 
フ アイナ ルの、、、 二 版、 エキサイト 


した願開にをろう。 

第 W 四女子は、ペストフォ了に 
ラドニ'ッキ 'ベルダラ'—ド''(ユ I 
ゴ〕， K バルタク-丰フ(ソ迹) 
SC ■ラィプチユ(東ド.ィツ)、，へ 
スタ！ • IL •ホスロ (ノル.ゥユ 
—一が腿ち残つち 
くじ運に恵れたとはいえホスロ 
の旌間はを日に W 寸る。 

激戦を滴じたのはキエフ XSC 

■バサ K I ブダペスト(ハンガリ 

!) で、第1戳をブダペストが口 
1 S でとり極位に立「たが、うィ 
プナヒでの带2戳でホ—ムチ^ —ム 
は鶏巽的な钻りからな—日で勝利 
を捏った。 

ベルダ ラ ー ドは、強责 テイミソ 
了う 大学(ル t マニ了).を wtu 
指 IW で絳しての進出。 


男子(薄2回)は、：が回接艦の 
自ぶでも'おなじみのバ□ン マノ， 
グラノリェルスが準々化齡で 、 S 
C ■マ ダ デブルダ(東ドィツ：}に 
那—.が、 ml ので放れ、適轟の舉 
が稱えた。 

この读か MAI •モスクな (ゾ 
連〕、パルチザン•ブジ正ロバ ル 
(ユ！ ゴ)、了 トレ ティ] コ •マド 
リツド〔スペイン〕がバストフォ 
了入りし、さをにモス タワ ボマド 
リブドを制しで決勝遇岀を早くも 
&めている。 


ウィンナ^—ズ•カツブ 
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本 な/太お巿福岛区上恒おお 3-142 TEL * 邮一お 8 〜的 01—5 
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ま:巧/梯诉•をホ是•ホ吸-な島*顿巧•化阳 
エ巧/なを*巧驭山 


+お統の高校定巧戰 * 姐陸戦" 

愛知県丫の名 巧で、 戦脚からめ 
ラィバルで.ある愛知 「中と 運知 五 
中の流れを 引く 化 丘 高 (一中)と 
瑞睦高(五 中)のを 期戟が如 年 目 
を迎え、 春 かめ： 日、瑞陵商体育孤 
で說獻した。 

両校とも、 トップゾ]ン の.留知 
いンドポ ー ルがにあ 「て球歴はせ 
く、 今年とも. に祁年自 といぅ。 

姐陵 戦と 呼ばれる このを剧戟は 
昭和 齡年夏、瑞饒高 OB •閱口 昇 
おめ摧唱で始あちれ た。 

両权 とを いまや 県巧ち数め 遐が 
校になったが、 俱巧ホ堅の レベル 
を薛り、を統をぅけついでいる。 

この R の定裡戰ほ OB 戦が 化— 
• W 、 現撰戰ボ U ^^ といずれも 引 
き々け、 班 觀戟の お當成 穂は 9勝 


9敗2引かけと、柯もかも互巧に 
隙った。 (，愛知•川島巧を〕 

女久留米でチビッコ巧プレー 

か年くれ义帮米ホ(姑岡)番み運 
モ権丈をの前庵試ん口に、モ化たち 
へのハンドボ t ル郎巧昔见 Q I 帶 
としで BS タポーッ少年捆員(ル 
学校4/6年生：}による怔白試を 
を斤「わが、 I 過丄回 (1 喊間半〕 
約2力月の帮卓にもかかわらず、 
随所に^^ブレーを展郎し、綠巧の 
成果を十分に里陣しわ。 

が破での媒投参加ということで 
ほとんど巧父なが会場に詰めか 
け、子梢たものブ レ— に盛んに枯 
半を遇「ていた。 

恭，加しをチビ ッ n たちを、口を 
媪えて、 ハン ドボ— ルの 面白きお 
語り、これからもきをに続けたい 
意向が強かった。 

また、応援にかけつけた父兄も 
ハンドボールがおて楽しい競技で 
ある ことを 確認した よう だ。 

又稱米巿では一般、高較ぉ外は 
于1ムがなく、他競技に比べ競技 
<口 も 少なく、 これを 機に、 この 
ような試みを猜梳的に並面、底な 
Q 姑大に寄ちしたと考えている。 

(福岡，長野赏ま男〕 

^^国が恒勝を機に底辺ぉ太 

大成巧に牌った化質，お楠。国 
かの年の愚後の巧荀として化哲協 
をはこのはど悼寅県体育結で、义 


をどおりの，給を*進乎樓を邮い 
た。 

大公は，ハンドボ—ル.人口を増 
去う*というスロ—がンのもとに 
底'ぶの拡大、競技の普及を肖脚と 
して行われたが.、一般、商城はち 
とより小学中：め部、ホ爭虫の部に 
も壑加者が.自立ち、合わせて抓チ 
t ムが嚴を揃えた。 

このわめ、|二日間とも牛前9時 
から鞭6時すぎまでというロング 
ランで日程を消化し女が、まずま 
ずの成果。 

揖体総な该艦を契機にして、よ 
むいっそうお裝の C ンドボールが 
成提するよう幽格者全員でお力す 
ることを巧〔「た。 

(お賀，福田ぶ二。 

去 首相園遊会に古が原選手ら 

福巧首相による栖の国内スボ [ 
ッ巧関席者摧待パ—ティが、 3月 
の H 東京永巧町の嘗相を邸で銷か 
れた。 

当初は、アマチュ了スボ ー ツ関 
熙晋と K ボ]ッ施紙を語りあうを 
のようにちえられていたが、を巧 
蜡、大幅にヮクが拡がり，？ロスポ 
] 7もをむ細人の*火集会"とな 

った。 

ハン^ボール界からは役員めけ 
表として大野、艦、境が应3越卓 
適すの巧表でオリンビックチーム 
のか惊區(栗京電撥 y 加讓、雜猎 
(ともに口本ビクタ t ) ら5谭す 


が出席した。 

★房庙協会が 「 W 年史」 
このところ各都遍肺贈協会にょ 
る協を变の刊たが幽が：：：：立ってい 
るが、このほどお岸協会は「邵周 
年記念誌」 ( A 4 判、骗貝)を藉 
.巧した。 

国際就合や国お、を H ぶ媛合を 
ど藥镇の多い兵兩協をだけに、 バ 
ー フエテイに富んだが巧容で患る。 


>ントホ I 別 •班ウ、\ 


R 本協尝皆见指導姜呂会.による 
「上唱の患い」が 2 年日に入りま 
す。 

ホ年も東京地区は照則として容 
巧第3止 晴曰 のす後5時から2時 
間、巧々木の東点オリンピッタ祀 
念靑ホホ概を 屯ンブ t をを場に し 
て曲かれまず。秦加資格はいぅき 
い問わず。教巧は. I 人百円です。 

日月 だけは都日〔第 4 止晴〕で 
す。お間違いのないよぅに。 

を場へのを通は、 

•な卫帝郁バス U 新宿‘西口から-渋 
谷桌械丽巧き、が擇西口から-新宿 
京王ち貨お巧き、いずれも「化々 
木日 T 目」下ホ2か。 

•小田盘「番か^!^」：^卓 5 せ 
，地下誤千け m 锐「巧か本公園」 
下卓日か 

，車利用助加たは首都甚速4号撼 
け々木ランプを月標にして下さい 


一ぶ 7 — 





























ミカ f / Vy ドボ-ル^ 


日本ハンドボール滿会公認球 



の^'巧を 


お京■豊な I 巢鴨 - IT mm 
TEL (941) 2 6 3 5 *6592 



〇 


オリンピックの技術がをきている 

ま:完:、メキシコ、ミュンヘンと連摘3回オリンピック試を巧に選ば 
れたミカサの超窩級ナイロンホをきの巧術の粋みザこのボールじもす 
ベてじをかされています。 

け 斗罕のボール*をを防水……クラりーノお K 單保を）もあります。 > 


日本ハンドボール協を検定が ' 


星 u ムェ業媒巧を tt 

に烏•索ち•大阪•恼岡-をを屋•札邮 



日本八> ドポール臟会公詔球.ム/ 

'みが2 


咬 


サービスが 

おあ芭新宿 2 T §« なお 
T 巨しり4り297日 ’[016 


望月運動巧凸 KK 

夷巧确&を田匹械川構4了目场 
一 下ら L - 本戸斤[62 3) 0 74 6 


日本ハンドボール協会妓誠球 

ミムレス/ iWV が一 

•パスロークのさえ 
♦オーソドックスなデザイン 
參ノ、ン ドリンダ、のよさ 

: SCliiR 轟 E 巧 f た 3 株式会社 




































ブラザ I 工業初の栄冠 


NBN 杯 
全国女子 


赏日凹 NBN (を古屋テレ 
ビ}巧を封透掠女子お会はを 
H 本実連のま催で3巧の、孤 
站日の3 n 問をか醒ザ阵巧館 
に白本リ^—グ加盟の3チ！ム 
ポ集まり、2回臘马リ戰を'巧 
い、地元ブラザ]了業 C 恶細〕 
が姻极腮した。 


ブ -7 ザー ジザスコ 

革葉養て(二重) 
知〕 引当巧け 

摇蝶品 U て？ス。 

日な一桐木巧^^一 W ジャスコ 

;^|^ザ-9巧 nu )5 円產木 

ジャスコ巧前 u > K 了 

KT HI 

〔刪 怔〕忠ブラザ t H 業2腿1か1 
化®日立お木2勝2敗③ジかス n 
1勝 1 か2軟 

G .*3 チ f ムによる2固據当り 

といぅめずらしいお或が、波乱を 
呼んで、シ ー •スン姑め-の大会とし 
ては熟がこもった。 

前 1:1 位の ジ * スコボ、 H 立に 
ホり資けて2敗、あ-.つさり2連聴 
の-望みをがてたが、ブラザ—戰に 
は愚地をみせて太差をつけ、これ 
で 目 か：が大きく浮かびあがった。 


恒歷をかけた ブラザ丄 X □立2 
回戦は、プラザ r が前半巧か 51 
1と yTK する山足のよ.さで樓を 
になった。 

日おも粘り、後半 W か日— 7 と 
逆転の望みをつないだ 岛 だが.、 プ 
う ザ！ は U か PT 、 3か山中で舆 
き故し、 于—ム 創せ W 年目で 初の 
令国タィトルを手中にした。 

この大舎を最稱に退阵ずる掉々 
水、 捐略田の活躍と、エ—ス.小森 
が-まわり大「きくなった のが 勝固 
各 チ— ムの新戦力では最摆更新 
本 貫を受けたジャスコ•： y 本 (お 
邮を國)、 y 立■水上(掠岡みお) 
ブラザ11平 ホ (岐阜商賴 } ら風 
か日立った。 

なお、最優を湿手はか森 (ブラ 
.ザ—工業〕、殷商稱点背は3 ゴ t 
ルを‘あげた楷下 〇ン * スコ) が日 
巧迎揣、入嚴者0拨頭で運ぶ この' 
大を独特のファンアピール貨'はが 
々木(ブ5ザ]:^に決まった。 

I ：各チ！ムを職为 • 〇 巧数字は通 
麗巧ぶ1□团，は新人】▼ブラず t 
工業•技山本、.镇谷、□展化义、 

* F 小 森@、山- Hr @ 、宮一^ H ®、 厨 
が田⑥1佐々木®、中川③ 、□平 
ホ 通、 a •真、楠研、 本 下、皆本、 

8 m 

▼日立お木 - K 乘 谷、 高橘、ご 寺 
的、 ■ F 晤山感 、な 出@ 、小 根が 


(ま)®、荒木®、ち巧®、山井通 
田が®、山一 尸 風、 □を 播®、转井 
火搞 、□お 击、□山口、 n ル版お 

S ) 

▼ジャスコ， K 欠保、山本、 • F 
が下轉、金田®、河巧©，抹 木® 
岩円 興 口を本③、林0， 平巧 
笠，□背崎、□重が、 n 中原 

「大同の蒲を」デビユー 

男モ実柴団 4 強大舎 

朝日招待を4阿全り 本架 業岡男 
于选拔4強大舎 (第 7 回ビッダブ 
寸アリー ダ，} は4ぶ;2、 の- 丽 U 
お島貼立林育韶で行われ、ョ！ 口 
ッパ帰 b の棵お讓お(忘島 一が、 
スピ！ ディな于] ムブレ]に巧え 
をみせ初潭膊を飾った。 

み チ ームとも、を 力 新人を加、. 心 
口本リ T ダの 前哨戦としても興味 
滞かったが、辑おが、 K ビ IK の 
ある攻防に いちだんと おおを示し 
を目された C 

リ] ダ2 連勝をす 人 同帖辣 
頸 (愛知)は、ち力に アジ了 通手推 
の威れがのぞいたが、巧睹がいを 
だんと.幅の战いプ レ！ を身につけ 
中大 から 迎えた蒲ホ(得点王" 巧 
点) の豪快な奴聖も、 ず 想どおり 
大きな戰刀。大崎は、 GK 岡邹 
(明大)、能波(太ホ太 H 新人 赏：】 
の 加入でしまり、 111 畏は 山村を 新 
主 釋に話 木(早 火)を九れ て、巻き 
思しの 摧をは 史かとと のった嘘に 
である。 


讀 Sf の ( Y . 


. 5 - ■ . 

蟹(愛巧3 3 \,い 


UI 9 
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百 Isf 


ホ崎電気一二 
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. 3タホ 


票叟 

贯 

脫间辑祕里 IN 削) S 大睹甫気 
褲お藤品の立 景 

學化龍品口前 u )_ ぃ默同特或 

〔順化；一曲一证來票品3戰全觸啜ぶ同 
排雖竭2蝶 i 敗©^崎軍気1勝2 
被通 ||_ 爵 3 敗 

大同、7連滕遂げる 

東麻実辈团リーダ 
第に凹お.溫実業巧遇を権(舞子) 
は昨年 U 巧卽口かを2月 W 日まで 
6子[ムが、鬼池を媪を転戦して 
リ I ダ驰で行わわた。予想どおり 
大巧特褲網〔奪知)と本のお研豁 
鹿〔三重。が、を腺で最搂円〔魄 
卓，)に対戰、ぶ扱戦のホ、大巧が 
辛離 17 巧連揣度勝を決めた。 

〔か子は昨年日月けわれジャスコ 
(1-1 章.)が误跡しているり本詰地 
号) 

大お顿み骄日敎を 
謂(愛搜古お I 〔愛 
如。 

本 m 技研互^—日 一3 大同特娃 
鞋胆〔-二2泣 — 5 J 1 溯高廊 ( 
S 愛舞 
卜3夕 市日、 9 I U バ日 一一お奈兵 
が襄知：> 2乐 —7 す.(岐是 


里 n て膽嫌 

献同特殊が (IU 了二祝家具 


お日觀ぶ 
お属 


歸が研 

大巧掉棘 


9、6 139 
1瓦て 

引きみけ 

7^m —7 ^6 
3 香 —9 て 

义已 S 


P 辑部基 N 器 


ぶ.讯お研 
蟲睛 

新日跌爲 
ホ堅 


が(厦 

里 


4 1 1 
1* 


巧 


1 


一一 和泉具 

トヨタ 卒 

体 

太同特患 
網裔蔵 

ヨ タ 

が 

一一 粗 家具 
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頸商歐 
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一靑哉具：3打 u : s)u 

崭日雖お4、5 1日\2トー 
ム日屋 l \9 i 了て体 

大同特球王 S 19 V - 本田技 ff 
逊 119 18 雜お 

〔順を〕®大同恃碟顯日秘を勝®本 

田巧加歸鹿4聯1敗.®お R 親おホ 

豈2腺1か2敗盛トヨク卓体3滕 
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関東ず運ぶ詰前号お頁•を W 
追加記绿案業巧卜—ホメント 
閱東す連記旱好ぅち、化の2試各 
Q スコアが瞄けでいましたので迫 
加します0 

東京垂撒扣—— W 原卡力研お讯 
丸菩抓滿 E ：3 —— 巧 みホ干葉 
一ニホ研袖化学如—に日産，石油 


ぶ W 技研2/化 
絳鹿 4 1^别 
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顯幫 


一の 







世界へはばたけ日本のハンドボール 

! 〔協赞者御ち名•順不同） 1 

^ 特約店 
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1 鳥のデバート<鳥料理> 

た ぐち会館 
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1 電話 0552-26-0319 

技術と経験で奉ホする店 

望月スポーッ 

卽1巧ボ銷巧 5 — 1寬口 3 ) —? 2 日日 
支巧くし ろ デパート ス ポ ー ツ コ ^ ホ ー 電 C 別一4证1 

たのしく学ぶ B 月るい学園 
をおを人巧園学園 

1 梅花幼稚國 

静岡鼎淸水巧南岡町3 — 8 

地場産業に貢献ずる 

奥山不動 庵 
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1 甲巧市丸の巧3下目: L 4 一3 

[ 電話 （0 目班が4-の65 - ms 
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取締法:社長お本演を i 

'\ 本社願游巿を 川 4蒂3 か 号 

i 祝惕亲相本し操制眶37条西4 了目安旧ビル5 P . 1 

茂津肖精肉店 

茂津目勝 仁 1 
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能 登-和 倉溫泉 1 
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1 ! 基函館小型運送 
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九州男子はル倉西が制す 


新チ ー ムによるブロダタ大会は 
妍年どお.り、奇ずもお加、東溃， 
化被璋の二盡域で巧われた。 

理か糾チ3ムにとって做鼓<口错 
激既が疯じられ：た化她巧男子が 
福附飄、ホすが能本酷と摄上位の 
実力が.はっき1すされ、みな巧と 
能本巧立がそれぞれ優醒を錦った 
男ずで興南.(神销)が、が離寸 
細まで疆ぉし、を目きれた。 

客蜗新人戦1愤にょる藥おは、 
劳ぶ とも 極戦賴賴となったが、 S 
子は 四 H が H 〔一二重)が静岡農が 
C 静岡；)に逆お腺ち、女子は、君 
津(愛知}が、！囘微で前水が 商 
C 静岡-に PT 勝ちした富田古 ( 
三電)を钟し巧った。 

各地控レベルの均こぅ化が母& 
れる化海道は、巧子で题館请斗が 
新進 •祖川 東を破り链勝、ホでは 
輯銷輯め.争いから函铜席がお商を 
阵した。 

(3 月如.^納 w ■罷 
水ホ商髙ダランド， 
頂ホみ？；チーム> 
▽男子ず瑣リ ー ダ A 粗 
国 か(鹿 ) U Is 延岡商(ち) 
熊本一王(龍〕 巧—日 种靖農(お) 
熊ぶ 1 H 城— 4 延耐が 
闻 み w — y 钟错趙 
熊本 I て n—UR が 
种埼裝 延附商 
y 同 石 組 


第日圓か 
州 高校生 


興 廣津恕 —9 無.城喪宮) 
济々裂 C 酿)巧！^を贺摆(拉〕 
を巧農 巧—巧都城煎 
與 南 319濟々馈 
葫々壁 地—5辄她商 
興 苗 別—巧お寶廣 
y 同 C 粗 

小急去福) sle 太か裏大) 
沖辄去评)巧—3 口 加 〔接) 


倉 H 


9 I< 


3 口 


沖裡王 巧 Is 太みお 
おが 東 ^|9口 加 
み實で 即 — u ホ澗 H 
1>同打 祖 

大 な竜姬(太)巧 IU 熊ぶず酷 (熊) 
を 世 お 巧(長〕巧—6年 人 H 〔鹿) 
小 倉西幕)細—^能本市 商 
ぶか帯披 如— 3華人工 
み廚西 け i 怯 巧 巧 巧 
み會西 W 1;: 一大な電版 
お挺保題 姐—3獨本市商 
み箇揖 站 1 U 牵人 H 
匹が保巧 巧 In 太み 電破 
韶 木が商 单人 _丄 
V 巧 化 勝卜！十 A ント1 四 賦 (= 
準決勝) 

ホ會西 U 打 u)g 賴木 ー エ 

小違 H が(。パ百 興. 

▽同 洗勝 

み 倉一^ぶ巧 u ) s もな H 


薛本あ 商 〔能一巧 —3 捷里楚鹿) 
を世哮面(を ) U 15拖留東(を) 
陡屋立 を辑来 
^ 熊本ホ鹿 ¢3 をサな商 
體捂ぶ 日— 7佐世彼商 
熊本 古陶 如 — y お背東 
V 间扔組 

韩蠕唐(耗) S 1 日島原農(長) 
大か東 (太 だ—6 W 巧商 去 擅 
种端農(造.巧摘 H 
島原農 日—7太か票 
島原農 じ17川巧商工 
大か .贵 WI 8 .神埼薦 
y 同 C 粗 

栗姬乂五 〔掘 WUIU かが お(宮〕 

瑟 

能 本市立(熊ち—日東海 太 あ 
お海お五 U 1 巧 念 (ホ3 
熊本巿立 : S 18 . 知 念 
熊 本ず 立 414 小林 商 
(せ) 

0 —7 知 念 


小棒お 
1>同0組 

证 岡(宮 ) 816 氷 


川®) 


能よホ晒のパ^-种埼麗 
I を — -2 ^ 

14 —— 5 一 


能本市立 


別称青山 


\{0- 

v 同が職 

熊ぶがか7巧 ZZ ) 日-熊本ぶ齒 
(2 巧如目*四日 
ホが牌靑能•男女 
を 4 す j ム) 

巧 お > fnl 四戦準決隙) 

節蝴膜が巧、 216 ) u 中.を 


P T コンテ K 卜で育山女， .Q 勝'ち 

(.愛知)" 612 /^ ( 兰 重) 

W 同法腊 

^ 丫富田よ 

(別 年のお站、妨 

日： 空閒ホホ育脯 


臂 


第け回を道 
窩校新人賊 


萬日回東海 
高校室内 


(菌 2 W 

部 S 昔 (lu: 


養姑〕 

加納 
(岐阜) 


1>间 決 膳 _ 

西日巧エ「化^パ ！；^} K 麗が v^i 

一> み子1凹戟〔り華決祝〕 極.蛇梅 


1>巧 子 準決腺 

旣額を斗地 ^ -7 至庵淸 水を 
诚 W ま巧 ——6お幌葡 
巧 同が 觸 

晒銅を斗咒帝：：^ )3 帕川東 
D > 女ず準決勝 

圏給み 齡 s ' tl ^志.越南 


-3 一 


雨おみ巧 




。巧 


li ; き <けけ 


:)8 if 


本田技、大同かわせず 


各地の 
記録 


浦 縮(沖)9 —6 淵 腊嘗山〔太} 
延 掏 じ一 2浮 羽(福〕 
別府背山 W 14 氷 川 
浦 谎 3^12 挥羽 
0 岡 514 浦 縮 
如 腊背山 : f ^ i 皆 羽 
氷 川の—日 浦 添 
迦府 青山 W 14 延 稠 
氷 W ^ふ 挥型 

V 同块'勝 卜^^ナ パント. 玉回戰(け 
準決勝) 


NUK (を古拉)がを かけた 第 
S 回 架洒堂巧遵于 雨は 2ち如円、 
を瓶4県の 予遵歷 者、 巧 ホを4チ 
I ムが叫日市す ホ 巧絕に度まり卜 
1 ナ^ントで巧われた。 

毋 子は、 4 ザつづけで太间(霞 
知) X 本 ffic 三重〕 のをいとなり、 
本田が が 調に試合を瑕め、拇盤ま 
でリ ー ドを 奪っていわが、大同は 
残り 5 かを班 つ でから'の-反.整-に成 
な、肺やかな遇お赋ちをおさめ、 


3年速梳6度目め语滕を瑞った。 

み子 も S 本り t ダ抽盈同±めジ 
ヤスコご二巫)乂ブラザ — H 業'(愛 
な〕が樓勝ををい、 y ヤスコがお 
巧するブラザ ー を終了直がにつか 
まをて引きなけ.，耐皂按勝となっ 
わ。 だ ヤスコは2 述聴、 ブラ ザ！ 
は惦優聴。 

0 巧子準決勝 〔=1 凹域) 

大间稍が 1石|5で 岐焉邊巧 
窜(を知) 3 开 〔睹阜) 
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緻 s 廷 


ぶ m 巧が日 、 w I , 

聲捉 3京丄 

V 同決聴 

1 、 t —^ で 

1 ^5 —7 ^1 

V 女子華が腺(り J 巧職〕 

ジャ K コ 
(8 
プラザー 
工業(愛 

结 

▽同诀勝 


丫嚇岡孰員 


儲技柿 


及 n >5 麗 

如品：：^ 了竿据；ク 


C ■'岐阜〕 


'ジザスコが 


^214^ 


— 9 

引きかけ 


プラザ] 
H 绝 


米 お里け NH 。. 商岡 S 
|>同女^^準々が腊 
有 馈 i 山 ^ .〇摧 丸 
み が"——〇窗山太短附 
昔山ホ8 . -6 宣山北 

商岡も巧-1高稠 I 

V 阔準庚聴 

有 磯 U ——8 小 枝 
高岡女——6富山ホ 
〇巧か聴 


を 


星友会の 1-- がレッド' X ジン 
を報教挡巧——巧海上自ぉ隊 
幢暇野タド(み) S 海上〇：街綠 
ずを送球会楽植京報教烏 
醒峨野夕垂 相星友を 
ッコ T ル巧^^9 を虽夕 
輕蛾每ク崇 植平を造球を 

レブドバロンお IU 塔南夕 

化見夕の^^け沿東夕 


を鹿夕^—— U 
瀑南ク貨み)2 


職叉：：高岡责ヮコ）ルの —— U 


一般男子は永見ク 

▼第け回冒山県室巧遇を権 〔.目ぶ 
昔ん化お商邮) 

一般 巧で！ 回戦〔2試を〕 

想 球会 化 —— U 富山大 

A 尾夕糾-點富山教召 

V 间 雖決踞 

H I HC ‘U お球を 
化 見ク进—— U 
可 同 か聴 

氷 瓦 夕 H • HC 

なお 男子 举々決隙 

冰 具扣- 目 二 上 

円 大巧 岡 9—— K 富山 素 

小 が。 - 3 富 山 

間 岡 招ぶ —— 6 化 木 
可 同 準化勝 

氷 な扯——日大哥岡 
而岡丽—^3小 お 
〇同み勝 


ヮ n 1ル9戦を勝 
▼第2回京都化会人リ！ダ〔.男で 
のみ.} 

Y 朝 

ヮコール圳—— W 祐上自衛隊 
化ぶ夕巧—— U 麗 泉を 
レッドバロン 棄權ずお送球を 
巧都教員班^^け塔巧夕 
滞柴ク巧 —— S 赔峨野夕 
リコ— ル棄 権坦友.告 
捕丄自稱隙棄権平堂を巧会 
化見.夕； a —— K 塔馆ク 
レッドバロン WI 6 洛東ク 
京辄教貞洲(か}如膳脈野グ 
ヮコ t ル 巧 —— n 平安送棘を 

化ぶク垂 楠海吉街陳 
な郁驳員站——巧星友告 
輕瞒蹄夕巧^巧南夕 
レッドバロン棄権祐上扫衙膝 
平安进球会 W ^ S を柴ク 
n 1ル 盟——了塔南夕 
が見夕 W ——8 平を送巧な 


塔南夕の——巧 
平安逆琼会窠崔 

レクドバロンお 1 U 


借東夕 
塔南ク 
蘭裝夕 
巧ぶ夕 

ワコ]ル 


亲植 
棄 海 
韋椿 

2-^ 

韋 権 


墙淸クロ—6 


京都教国 
を友：会 
睦破野夕 
络東ク 
星友会 
幢蛾證夕 
滞^自衛隊 
平を遥理会 
星友：会 
蜡峨野夕 
京都教員 
海-^自衝隊 


レッドバロン；2 —513 巧都教封 
海 Li 踢棄幢里友会 

7 nr ル U ——のレッドバロン 

な都敦貞 U —— n が直夕 
化見ク棄植レッドバロン 

ヴコ I ル M -9 找ぶ夕 

〔傾を】①ヮコ！ル 9 戦を勝③がぶ 
ク7勝2化通 レッド バロン6腮3 
狀感京郝教：114勝1か 4 般⑥陛峽 
野ク麼洛東ク 4 概日取贷谭南夕 3 
勝 1 み 5 狀®平巧送珪舍 3 勝日欺 
® 海上自衛嫁日腿1か S 败⑩隻お 
を！腺 1 か 7 敗 

〔2邹顆匹®架山夕 G 胳1か③新 


呈シユ ー タ ー ズ日腿1肤③日吉.た 
丘夕4聴2か1敝留丈答夕3勝1 
み3般愚シルビア風ご一菱韋撒®當 
を曲忠甚 H 精巧 

関東学を、5月の日程 

閣東罕を審辜リーダは 14 月ぶ 
S 願沢壁巧が技場で開幕した，が、 
5巧の B 程(男子及びホ子1部) 
は讯のとおり。躬京教大はずずか 
ら就彼大とな称" 

一>5巧丄日，中 X 巧、早 X を、郡 
波 X 獲、 B 大 X 曰体，み子 H 東み 
体 XR ホお、日体 X 学益 
V 日 g — 茄姬 X 相、早 X 日ホ、日 
X 法、中 X 廣、ホ子 U おふ X 就が 
学豈 XS ホホ 

V 7 曰■早 X 慶、哉波 X ホ、中 X 
口お、曰大 x 明、ホで H 東み阵 X 
筑波、学苗 X 吕女体 
|>の口 •慶 X お、早 X 曰大、ホず 
U □体 XR 女か、朝波 X 学芸 
|>口曰•日体 X な、中 X 帮波、女 
でリロ体 XU よ体、筑波 X 学芸 
•嚴 X ' 化、 S ホ X 明、早 X 
筑疵、中 >：曰次、女子 U 口女体 X 
節波、日阵 X 吿ぶホ 
▽到日(歷終口】■明 X を、日ホ 
X 嚴、円大 X 節波、中 X 早、ホモ 
U 日ホ体 X 赏波、口体 X 東み体 

な端は7、 S 3、引日が韵がお巧 

摘、このほかは駒お屋内球な場。 

み十峽2同戦制。 


I ★馬害後お女 


□……4月は じめ、 クウ ユー ト 
から. どっかと 航崔度。 

安盛岡際審判 巧が 「一日で ち 
早いほうがよいだろうと思.っ 
て」 と、 それまでの試合 広報な 
どを 送.ってくれたものでした。'. 

おかげで端 集は 大勘かり。な 
ぜ かか 電 のをしかったアジア 還 
を植0詳報をお显 けすることが 
できました。 盛謝し史 す。 

己 ：…. 接しい のは、 擺闡誌めた 

めに とか、この ニュース、おお 
ら せを機閱誌で、という 慎向が 
; 猜 巧いっそう 補 まった ことです 
み巧 号から 「国巧 トピブクス」 
棉を該 けためも、をのた 婚 です 
ハンドボ1ルのことならなん 
i でも 种る雜誌. ^ それは骗集委 
が小さな 活動 骑 囲で造る. のでは 
なく， 醫 さん 0妾 彩な 寄稍、投 
橘が主となって はじを てできあ 
がります。 

: H ぶ觸会の 阵制替えに の 
って'.'、 稿集委巧を. もを ければ7 
I 巧社から新しい スタッフとシス 
j テムで運営する手' ハズ をと と归‘ 

^えてい ます。 

j 拱望 Q 多い お 姉謡ず 講座 も、 

I お術委員会が化当して くれるこ 
一とになり. ました 屯 

W ホにな 「た S 本蜗会の 歩み 
は、 どっしりを地についでい.る 
'ように 具える0ですが If sy . 
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岡 日 樽 

崎が丘 
ク大金 
8 19 14 

4 4 811104 

111111 

2 0 3 4 日 4 

'― r -- 

2 7 10 

霞 商嫌全 

羣'関 

大闆学 


〔こめ項靜岡協を提お】 
□男子1回戰 

If ™ 式：； u ) il ぶ太 
靜太夕及 WU )？ 明星ク 

—ら^ 
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巧術が信頼をまえる 


きょうの反省を、あすの練習に、試 
をに結びつける……スポーツマン 
にとって、大切なムがまえです。常 
により高度な技術をめざし t チヤレ 
ンジする——それはブラザをが目ざ 


しているものと一致します。技術が 
チームメートの信頼をまえるように、 
お客さまの信頼に応えるのは、高 
度な技術にまえられた品質が外に 
ないのですから-〇 


BROTHER 





ブラザーエをががを化 
ブラザーミシン版ホ巧ま会社 






































全国にお巧るの 5 1 も赃 ) 
ジヤスコブルーフ 


:: 


•微巧 

4 

■ 

•• 

•M 

■ ««■ 
け • Mi 

ノ •• 

^• 9—9 ミ 
•■■■■• • 

•# 

• 卜 

— 

1 . • 


■ 

ふ，： 



勘ミミ 




スコ 


本 社/大阪市福島区大開1 —8 —8 




S ミ • 
■■■ 


•• 


儲/五こ号闢こ；五 H Sri 協 bis 麵荒川清美一® 


円 



































































